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V を生かした

新しいプレハブ骨組み

住友のスミフレーム V は、高性能ジュニア V 形鋼を主体に、規格

量 産 さ れ て い ま す。部材断面の剛性が高いワイドフランジなので

ボルト結合も容易。あなたの目的にピッタリの工場・倉庫・事務所

体育館などの標準設計も完備しています 。 ご相談くださると、

お望みの建物が、半ば完成。数段も手聞がはぶける経済 力世ロヲ踊湖

的なフレハブ骨組みです 。札幌から福岡まで各地にス三フU ーム

販 売 サ ー ビ ス 体 制 確 立。ご利用をお待ちしています。 v
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住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

本lli 大医市車区北; f 5町 151 1' 往左ヒル 竃睡初3，2101

支社/ 車京都千代田区丸の内 lの8 新世車ヒル 電話1211 1221 

宮墨所 福司・広島・岡山・高松・名古車. 4f同・新耳仙台・札l



床材のハイファッション f マチコカラー・・

. 美 し い フ ァ ッ シ ョ ン の 色

米 国 連 邦 規 格 合 格 の 丈 夫 さ

夫しい 色 で がぜんｾ i: I  I さ れ た

マ チ コ カ ラー / さひぐしい j dM??

に も 余 計i の 介 燃 を し た 丈 犬 さ

ア メ リ カ lまもち ろ メレドイツペ

イ タ リ ヤ で も 半 ，i¥1え の あ る マ チ

コ タ イ ル は IEI ｜ ＧＨ［ ｾＨｭｓ い ｩ ｬ ｬ 僚会 館

や 米京新八市; 川| ビ ル な ど イ{ -1ノI

ビルに正光々十求 J I  J され て い ま すむ

美 し い 色 が 26種 ま ね の でe - ｴ［，Ｚぃ ｛ ｦｩ ｬ 際 Ｈ ｉ ＧＮＩｾ フ ｵ ア
タ { J レの 色 で J 。 オ ー トノJ ' j坊で 1江戸医 し て い ま -J-

J)' ，'， い つ い か な るご 汁: ) ( に も υ K です。 =

マ 手3

リノリニーム・リノ'.J イル ビニラート 7イル・マF コヲイ J]; . j - : γ ン二 J ン-: .  '"tft.' ;J 三

② か リ ユ ー ム 株 式 会 社
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三 宮 室 町 殖 産 ビ ル

所 在 地 神 戸 市 三 宮 駅 前

敷地而杭 1. 880. 97611{ 

l.ll祭而的 1. 835. 26沿ば

延 而 杭 21. 167.46411{ 

m造線以 S R C .  B 2. 10F.  P 3  

エJ l J I S  39. 10. 3  - 41. 3. 31 

設 計 郎 久 米 建 築 事 務 所

間 鹿 島 建 設



J  

東洋棉花株式会社本社社屋

所 在 地 大 阪 市 東 区 瓦 町

敷地面積 3. 084111'  

建築面積 2.914111'  

延 函 積 29. 20411f 

構造規枝 S R C .  B3.  8F.  P 3  

工 却J S  39. 3. 26 - 41. 3. 31  

設 計 KK 大 阪 建 築 事 務 所

清 水 建 設
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発 売 元 株 式 会 社 = 吋 台 十

東京都中央区 日 本橋本町 2 - 7 ( 信和ヒリレ)

T E L  (241)  1 3 0 1  代表

大阪営業所

大 阪 市 西 区 新 町 通 4 - 3 9

T E L  ( 臼1) 4  7  7  6  代表

製造元ダイハツテーイ ーゼル株式曾社

品

目

長
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U

専門家が推奨す否

金属製扉、 木製! 罪、 強化硝子扉

」合成樹脂! 罪、 何れの扉にも使用

出来ます。

諸官庁御指定品 旭硝子御採用品

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 施 市 横 沼 町 1 の 4 6  

電 話 布 施 ( 721) 7  7  1  3  - 4  

東 京 都 千 代 田 区 神 田 三 崎 町 2 の 2 6

，1 i t 話 来 京 ( 262) 5 3 1 0 ・0 4 0 3

4  



① 打抜模様は美しく超軽い

② 模様の抜穴は均等で強い

③ どんな角度もビスで組める

官物 干台 、ガレ ージ、 物 ia

家族で組める

カタ ログ進呈

世 界 特 許

|シェブ‘ 口ンァンタレ|

ん
}
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も

手

軽
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る

25d4t否定静沈

電・ ( 5 4 1 )  1 8 6 1  - 5  Ｇ［ ｾ ｾｾ Ｎ＠ : '?":'? 
2 2 3 3 フ ' 7 0

、

本社工場 大阪市西淀川区御時鳥東 2 /  5  電話大阪 (471) 1494 - 4  

第二工場 大阪市西淀川区御幣島西 3 /  99 電話大阪 (471) 0  4  2  6  
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H

陶

前 丸

洗 面 器

L  1  2  3  7  

前 丸

洗 面 器

L  1  1  5  2  

5 3 4 X 4 5 0  

陶器金具セ y 卜価格 ￥ 9. 740より

洋陶器乗

前 丸 角 形

洗 面 器

L  1153C F  

5 6 0 X 4 6 0  

陶 ilil 金具セ ノ ト{ 而倍 ￥12司 170より

本 社/ 北九1'1' 1市小倉区篠崎町

大阪営業所 / 大阪市東区高間柄

Te l. 代 (231) 4518  

苛歩ニ ｾＮｉ｟Ｇ ・ ｅ 転輔じナペロンベアリンゲ問

立 制 Eさま 噌' EKE- 24

- 弊 社 製 立 枠 付

ピボ y 卜ヒンジ

，;1. ，・0 ・

実 用 新 実 登 録

第 517316号 の

立 枠 に は 何 ん ら

抵 触 致 し て お り

ま せ ん。

国 本品はH に各 fUJ 品の材料を W' jl 床し、お f(li が1N

びないようボンデライジング加 一|ーを Ift ' i した 1:

に防錆塗装 をしております。

・ 枕 fJ 冷淡 f1上製品の{ 也 lこ、f也のt. 'f il' ，し "IJ の腕

fiJ) UIJ 込後m¥から露 出する部分) に s U  S  27 

( 18. 8) ステンレス製へアーライン仕上 の化

車止カノ〈ーを付けてあります。

圃 1"1転t' H; 分にナイロンベ 7 リング及びλ ラλ 卜

ベアリングを 1伝人してめりま 1-。

• Ｉ［ｉ ｉＧ ｾ ，ｾの ｬ￬ｾｾ ｬ 製 ｦＱ をも歓迎 ｊ ＺｊＨし ､ す 。

6  

大 阪 市 生野 区 巽矢 柄 町一 五 一番 地

大 阪 (751 ) 3  6  5  3  - 5  55 5 三 後 建 材 工 業 株 式 会 社 ・



開 催 通 知

本年度通常総会を下記のとおり開催いたします。ど多忙のと ζ ろま乙とに恐縮ながら何卒お繰り合

わせど出席くださいますようお願い申し上げます。

昭和41年 6 月15 日

社団法人 日 本 建 築 協 会

会長 東 畑 謙

記

A

Q

Z

 

4 通 常 総

昭和41年 6月28日( 火) 31時半

近畿建築会館 4 階集会室( 北浜 3 丁目)

(  1  ) 昭和40年度事業報告承認の件

( 2) 昭和40年度決算報告承認の件

( 3) 昭和41年度収支予算承認の件 ( 4 月号会告)

時

所

題

日

場

議

て

本会では明年 3月30日創立50周年記念日を迎えるに当って ，目下会勢の拡張運動を展開いたしてお

りますが，入会を容易にするため ，下記のとおり入会金を一時免除する乙とにいたしました。何卒

新入会員の勧誘にど協力くださるよう，お願い申し上げます。

記

昭和41年 5 月25日

つ時 免 除 に金 の

. 6.  

ヨヨZ4 入

昭和41年 8 月31 日至
入会金の免除. .....自

一昨年，昨年と絶大なる好評を博しました「住宅よろず相談」を中心とした展覧会を本年も下記のと

おり 開催いたします。会員の皆様には一般への周知方にど協力くださるようお願い申し上げます。

記

昭和41年 7月14日( 木) - 19日( 火) ・6 日間

阪神百貨庖 8 階ホ ーJ レ

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪府 ・大阪市 ・日本住宅公団 ・住宅金融公庫

μ)  住宅 lζ 関するよろず相談所 (ニ) 公募図案「明日の住宅」入選作品の展示

(ロ) 新建材展示 コー ナー (ホ) 住宅: c : 関する知識普及ノマ才、 J レの展示

付 分 譲 会 社 の 相 談 コー ナー ト) 住宅模型および参考資料の展示

4 第 3 回 「よ ろ ず 相 談 住 宅 展」開 催

期

場

催

援

容

会

会

主

後

内

- l . 650m 

A

Q

宮

6月25日( 土) 午後 2 時( 集会〉 ・4 時30分( 解散)

阪急屯車，神戸線「岡本駅J 出口( 南側) 付近 ・目標会旗

電話Ir て23日までにお申込みください。定員50名で締切ります。

・所 在 地 神戸市東灘区本山町岡本長子70番地

・設 計 附東畑建築事務所

- 施 工 附竹中工務底

・構造規模 鉄骨鉄筋 コンクリ ー トおよび鉄筋コンクリ ー ト造

大屋根，鉄骨造，小屋組

長尺鉄板葺き( 下地木毛板ナラスモルタノレ)

敷地面積 43，ω 9.  50m2  建築面積 2，551. 851m
2  

建物高さ G L ::!: Oヨリ 大屋根軒高 +  15. 350m 

塔 最 高 部 + 30. ∞Om 基礎版底商

昭和40年 7 月28日→昭和41年 6 月15 日

4 甲 南 大 学 体 育 館 見 学

日 時

集 会 所

申 込

建物概要

7  

期- 工



4 昭 和 4 1 年 度 第 1回 古 建 築 見 学 会

条 陣 屋 ・ 南 禅 寺 〈禅料理〉・ 円 通 寺 を 見 る 会

日 時 7月 5 日( 火〕午前101時( 集合) →午後 5 1時( 解散)

集 合 所 阪急電車 ・京都線 「四条大宮J 改札口付近・目標会加;

会 費 7 0 0 円 ( 昼食代 ・拝観料) ・京都までの交通貨は各自負担のとと 。

定 員 5 0 名

解 説 者 財団法人建築研究協会 大 森 健 二 氏

行 程 阪急四条大宮駅前発10時→二条陣屋10時10分- 11 1時30分( 見学) →貸切パス→南禅寺

・蜜ftaで禅料理の昼食12時- 1 1時，南禅寺見学 11時- 2 時30分→貸切パス→円通寺着

2時50分- 4 時40分( 見学) →( 貸切パス) 阪急四条河原町駅前で 51時どろ解散 ・貸

切パスは竹中工務庖殿よりど提供いただきました。

申 込 6 月30日までに F往復ハガキ」にてお申込み ください。 「往信ハガキ」には氏名 ・動

務先名 ・住所 ・包話を記入し 「返信用ハガキJ には宛名を必らずど記入ください 。

二 条 陣 屋 : 乙 の建物の建立事情については明確なものはない。建物は，一階が15帖の主室を中心

として茶室その他の 9 室ならびに玄関，台所，勝手等が附属し ，また二階は 8 帖， 6 帖間以下13室よ

りなる複雑な平面を構成している。二条城の近くにあるため ，諸国より公事にくる人たちの宿泊所

となったため陣屋と呼ばれるが，本来は住宅建築とみるべきであろう。明治ま では表構えは商家づ

くりであったが，近年現在の如く変更された。建築内部に入ると ，ハネ階段や，天井からののぞき窓

等，種々 の工夫のあとが見え猟奇的な興味をそそるものがある。しかし ，乙 の建築の価値は ，各所IC

71 ' < 利の便を考え，外部を塗りどめにする等，防火建築としての徹底を期した点、にあるかも知れない。

南 禅 寺 : 南禅寺は亀山上皇の離宮あとを寺とし， 13世紀末には伽援も完備したが，応仁の兵火

で全山乙とどとく炎上した。寺の復興は桃山から江戸にかけ て秀頼や金地院崇伝の努力により果さ

れ，現在 もその当時のものとして勅使門，三門，方丈をの としている 。大方丈は慶長16年，皇居造

営に際し清涼殿を移建し，また背面の小方丈は，伏見城の遺構と伝えるが，種々の異説がある。し

かし，大方丈が宮殿建築の巡構とする ζ とは異論はないようで文化史的な意味は大きい。大方丈前

庭は寛永16年，小堀遠州が崇伝の依頼をうけ作庭したものと考えられるが，作庭の経過については

明らかではない。向って左手に巨石をおき右に移動するにつれ) 1 頂以低い石をおき， その西は白砂

とし ，江戸初期における典型な方丈前庭の枯山水を構成している。

円 通 寺 ・ 御水尾天皇は，修学院離宮の造営にいたる前，京都の名勝地各所lζ 離宮をつくられた。

円通寺もその一つで，もと幡校の離宮であったものが，崩御後寺とされ円通寺となった。 離宮時代

には，御殿とは別に山上に上之御茶屋があり，天皇はしばしば山路をのぼられた。現在の仏殿( 告

院) や庫哀は延宝 6 年 ( 1678) ，御所の建築を移したもので，庭もそのどろのものと考ーえられる。杉

木立の間に比叡山を借景ーにとり ζ み，雄大な景観を示している。もと東北問に盤陀石と名付ける横

長の巨石のあった乙とが判るが， イ也l立大きな変化 もなく ，枯山水庭閣の中でも ，独特の形式を今日

まで伝えている。

- たいへん塗 りやすい 。

@  
- 仕上り が美 しい

. じつ までも 美 しい色を保ちます 。

< S 8系エマJ レシヨン壁塗料〉

ｾＮＭｉＮＮ￬‘ヨ ｲ ｬＧ｟ｬｾ 巳 ＷＰＰＰ



4 阪急梅田駅拡張 1期工事の仮称構真工法見学会

日 時 7月 8 日( 金) 午後 3 時→午後 5 時

集 合 所 新阪急ホテノレ東側，竹中工務庖現場作業所前 ・目標会旗

定 員 1 0 0 名

建物概要 ・所 在 地 大阪市北区

・設計施工 株式会社竹中工務庖

・構造規標 S R C造

階数 ビノレ部分 B 4， F a  

駅 部 分 B 2，F a  

建築面積 6，814. 53m
2  

延 面 積 30，957. 54m 2  

・工 法 竹中式構真工法< 仮称> ー( 地下鉄骨柱設置)

・工 期 昭和41年 2月 1 日~昭和42年 2月7 日末

申 込 7 月 2 日までに「往復ハガキ」にてお申込ください。 「往信用ノ、ガ、キ」には，氏名 ・

勤務先名 ・住所 ・電話を記入し， r返信用ハガキJ Iζ は宛名を必ずど記入 ください。

‘ 塩 野 義 製 薬 (株) 杭 瀬 工 場 見 学 会

日 時 7月15日 ( 金) 午後 21時30分( 集合) ・41時30分( 解散)

集 合 所 阪神電車，神戸線 「杭瀬駅J 西出口改札付近 ・目標会旗

定 員 1 0 0 名

建物概要

所 在 地 尼崎市今福 192番地

設 計ー 坂倉準三建築研究所

設 計 施 工 側 竹 中 工 務 庖

- - - - - - - 急 事務 嘉

310号増築 106号 503号

構 造 S R C  R  C  R  C  P C & S  

大 き
さ 1 -地上階 R  地6L階t R  B  地4階七，R  l  :地3上階 R  

Ｖ ｾ ，＠ 2階 ， 2 階 ，1階，419，1i ，1階 ， 1階

延 面

積 m
2

口
1

2

1  11. 075.75 1  8，190. 92
1  

3，048.33 1  1. 912. 19 

工 36.1 1. 1  36. 3. 28 37.1 1. 1  37.1 1. 1  

期 完 成 37. 9. 30 37. 2. 28 38.7.15  38.7.31 

申 込 7 月 8 日までに「往復ハガキ」にてお申込くださ い。 「筏信用ハガキJ には，氏名 ・

勤務先 ・住所 ・電話を記入し「返信用ハガキ」には宛名を必ずど記入ください。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111. 111111111111111111111111111111111111・t・111m・'"・ I11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111J 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111' 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 11111111111・1・110' "・1・

杭

綜式会 社 武 智 工 務 所

取 締 役 会 長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ノl l (井池筋) 旭洋ピJ レ3 階

電話 (202) 3233 ・3234

電大市阪北 会社株式

話 奥

北⑪四木幡区 晋墨村

一町 兵

一 商三地5番 衛

占 庖

合 防 耐

理 錆 震

工的 元自

時J

法 会 火

責 中 軽

任 空
量

施 防
堅

工 音 牢

採 iま
をに君ヲ司

用 日 - は

下進

車問
さ式

を鉄鉄仕

.  
御 骨骨切



ｾ＠ I建築と社会」誌専用 ー合本ファイルミ実費頒布について

ー合本 ファイルミ希望者を募 ります/

日本建築協会編集部では「建築と社会」読者のみなさんにど利用いただくために . r建築と社会」

専用のミ合本ファイ ｊ レミを作り，実ｾでお頒けいたしたく，希望者を募っております。下記要領 Ｑ ＱＺ

て ，お申込みください。

記

合本ファイル体 裁 ・ 「建築と社会J 1年 分 ( 12冊) 合本用

・ピンで止めるため ，穴あけ ，糊付等不用で，本の組替が自 由

・クロス 貼 ，整理用見出しを背に記入できます。

格 ・1部 1 5 0 円+ 送 料

送料は地域によって次のようになりますのでど承知ください。なお， まと

まってお申込みになれば割り安になり ます。直接，事務局にお越しになっ

てもけっとうです。

送 料

地 域

大阪市内 7  0 円

大阪 ・兵胤 ・和歌山 ・奈良 ・京都 ・三監・滋賀 ・福井 ・

第一地帯 愛知 ・岐阜 ・静岡 ・石川 ・富山 ・長野 ・山梨 ・神奈川 ・ 1  2  0 円

鳥取 ・岡山 ・広島 ・山口 ・島根 ・香川1・徳島 ・高知 ・愛媛

第二地待
東京 ・埼玉 ・千葉 ・群馬 ・茨城 ・窃木 ・新潟 ・福岡・山形 ・

1  6  0 円

宮城 ・秋田 ・福岡 ・大分 ・宮崎 ・佐賀 ・長崎 ・熊本 ・鹿児島

第三地帯 岩手・背森 ・北海道 2 3 0 円

価布頒

3 送付の要，

お 申 込 み 方 法 ・片 ハ ガキで願います。

・記入事項1 . r合本ファイル申込み」と明記の乙と

不要の別 4. 送り先および電話番号 5. 氏名

1. 第 1 回申込み締切 ・昭和41年 7月 31 日

1. お 申 込 み 先 ・大阪市東区北浜 3- 37 社団法人 日本建築協会編集部 (23ト9649)

追 記 . 合本ファイルをお渡しできるのは 9 月の予定です。料金は前払，後払どちらでも可。

2.個数

の 選 任

昭和41年 度 第 1 回常議員会において下記のとおり昭和41年度の役員が決定いたしまし たのでお知ら

せ 致 します。

4 中 国 支 部 役 員

記

敦君( 郎 日 興 社 長 )

男君( 背盛 III 材 阪 社 長 )

実君( 広島市迎策局営繕線長)

享君( 広島県総必部管財錬〉

美君( 広島市建築局住宅隊長)

義

繁

林

盛

田

藤

井

古

育

松

武

坂

支 部 長

国j支部長

幹

康

. 建造物の外壁画 に ゲ陶器量の壁紙

. 建造物の内部に /1陶 器の塗料

ぞラヌキシ

セラタT !え

ｾラＺＳＮＮＮＭト

. 特許吹付タイル・内装外装用化粧材

事

大阪市東淀川区西 淡路町 3 - 1 7 6 T E L  (322) 4851 - 4  

東京出張所 ー東京都港区西新橋 2 - 2  1  - 6  T  E  L  (431)  7106- 7  

渦戸工場・愛知県瀬戸市大字山口宇南山138 T  E  L  (82)  8  8  4  7  
山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

10 



業借って安J む F

近イペ建築材 購 昨の歴史と最新技術の産物

責 任 施 工

守 幸 言 午 ・ 耐 融 ・ 耐 ア ル カ リ ひ ふ く 鉄 板

ｔｴ ｉｊ 王Ａｊ ｾｊｾ ｪＮ ｾｊｾ

スー ｊｴ ・ｊｴ ＧｊｉνＧＩＧｾ 克明ル Ｈ ｓｐｍ Ｉ

｢ 弓ース ＭｊｴＭ ｊｴ Ｇｊｉν ，Ｉ ＧｾｾＹｊｾ (CS P M)  

新 時 代 に マ ッ チ し た

各 種 の カ ラ ー製 品 が あ り ま す

7f IJ 工! J 'l ｊｾ 克明ル製造株式会祉

本 社 ・ 大 阪 支 底 亙 尼 崎 工 場 / 東 京 支 富 山 埼玉県艦附 場経 1 6  2  0 電 話 班 ( 担) 3 1  1  5 - 7  

兵庫 県尼崎市長洲字稲 川新田 44 電 話 大 阪 ( 4 8 1 ) 代表 卵白 - 9 王宮・出世所 郎山八幡名 古屋イ11崎ー岩国・宇部・延岡・教買・三原・龍島・龍山

川 ｪ ｊｬ ｩｌＧＺｾＭＱ

岨 戸 ｲ Ｂ ｾ ＮＮ， 酵
、' '''1 _ -・一回目. ""'_ ... 

ー脇

Iif Ｎｾ＠ . 守 6語、t

ドアチェ ッ: ; 60シリーズ

、，，'-<

J  _1-

& 岨誕拘_ '

F アチ ェック 70シリーズ

.1 <， 

J 望

I  
"iil_ 

ドアチェ ック 80シリ ーズ

フロアヒン ジ

その{ 也

ラ〆 〈十リヒン ジ

ピポットヒンジ

ドア ρ ンド J レ

新符亮 3質・性iE共に定評ある

2 3- ース令2--"ート F lI

，骨量"炉、

f姐 跡1

( スインク式・スライド式)

日本ド7一子工'Yケ製造株式曾社

、ー" 京 社 エ 喝
大 阪 i I i .'. 1::.. f f 臣 官官 火 刑 町 2 2  2 司t l fi ( 758 )  1251  ( f l.:.) 

生 産高 日 本一

説 家 支 宿

" 曜 出 3健 所

名 百 JA 出 強 所

広 島 出 雪民 同

描 岡 山 損 j'J，

Jl O 片山 下 代 川 区 神 川 小 川 町 2 - 12( 情 愛 ピ ル } 従 括 ( 293) 4831 - 5  

札 ・見 "i fj JJ 'j建 中 央 泊 リ 川 第 3 1  4  - 1  πr. 1t!i ( 86 )  8255- 6  

:r， ，.，. ＡＧｯＧｬＮ市 東 ｉｾ 而 ＯￎＺ［ 町 Ｑ - 1  1  'i位 附 ( 961) 577 1- 3  

Jj_ 品 県 三k 佐 m; ｦ 佐 ｾ ｛ｬＡｉ ｦ U .Jド 2 0  5 屯 品 ( 1.ム 品 八 木 / .. j  ) 10 6  

U，'， htj 11;  ;:J¥、 川 4 T  11 4 排 2 4 区 間 ( 74 ) 2372. 3312  
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ン.，.: J - pL. rr ... 

目

フ て

用

用

コ ラ ム ク ラ ン プ

ーー〈フラッ 卜〉 独 立 柱 用

金

事

事

結

エ
エ

緊

木

築

枠

土

建

型

度

性

い

る

…

長

密

速

高

あ

…

…

楕

州

出

性

一

一

特

ぃ

作

会

斉

高

操

安

経

富 国 交 易 株 式 会 社

東 京 都 千 代 田 区 内 幸 町 2 の 2 富 国 ビ ル 5 0 2 号 室

電 話 東 京 ( 59 1)  6  8  5  4 ・ 6 8 5 9 ・ 7 9 7 7 番

12 



読 者 の 頁

けいさいの分 ICは.t! l品進呈。

口 是 か 非 か 口

前IC京都タワ ーがその建設後に足

非を問題にされ，やかましく論ぜら

れたが，今度は首都丸ノ内で東京海

上火災ヒツレの建て替えで，前川国男

氏の30階 120 mの案が都に反対され

ている。反対の理由は高過ぎるので

現在31 mlC揃っている丸ノ内地区の

景観を害するというのである 。昨年

末lζ 辿設省へ話を持ち込んだが . 51ミ

だに結論が出ない 。

三菱地所 ，財界，建築界，都計関

係者が反対しているから，乙とはめ

んどうであろう 。さすがに丹下位三

氏は稀薄な理由を反携して ，前川氏

案を支援している。三菱地所の反対

も設計委娠に関連しているのかも知

れない。京都 タワ ーの件があってか

古都保存法が成立したが，首都IC保

存法でもあるまい。表面単純で内容

は微妙な問題である 。い づれが是か

非か，早期IC円満に結論が山ればよ

いと願っている。

〔徳島市中前川町 2 ー 14 天羽 鴻)

交 安 食

口 初 心 に 帰 る 口

現代は科学のH寺代である 。科学は

人間の幸福のためにあるのであ っ

て，科学のために生活があるのでは

ない 。科学の一分野としての建築も

元来入閣を幸福にするため IC存在す

る乙とはもちろんである。科学が級

端lζ 分化 した現代では ，専門家は工，IJ

門を追求する ζ とを目 的とする誤を

おかしやすし、 。建築も順序として，

初めに造ろうとする意志なり姿求が

あり ，設計を経て施工lζ 終る 。そ乙

lζ - K して流れるものは ，生活を112

かにして人聞を幸福にしようとする 黒 ミカゲにして も，良質のものは皆

哲学でなければならない。施主の立 輸入のものである乙と ，泣くイタリ

幼 lζ 立つ人も経済而において専門家 ー，フランス，イラン等の中央アジ

に協力して ，金のために本質を曲げ アお よびメ キシコ等の中南米諸国か

る乙とのないように望みたい。

一方乙れを造る{ l {IJ では，なおさ ら

この根本理念を忘れではならないと

思う 。造形のために機能や構造の検

討を怠 っては，思わぬ不便や危険に

見舞われる 。特 lζ 施工の階段におい

ては ，手IJ誌をあげる乙とが会社を発

展さ せる 乙とだと ，木質を離れて目

的をと らえがちにすらなる 。

例えば，材料にしても ，下請発注

にしても ，安いという乙とは ，良い

という乙とと同じ乙とではない 。む

しろ反対の羽合が多いし ，それなり

のJ l J ! 由があり ，結果にも山てくるも

のである。

有能な施工管理者で ，すぐ れた知

性をそなえた人でも，実際現場 lζ 立

っと . ｬｾｬ 分が全体にまさるといった

ような誤をおかすものである。 乙の

総本; には現代の欠陥である不IJぷ優先

科学万能とい った近代風潮がある 。

人WJ の哲学を忘れた機械のような

人! 日] の横行 。知識の発達した良く利

ぷをあげる 者が重必拐される組織の

問題，個人の能力の限界，政治 ・経済

のII] J題等多くの問題点は存在する 。

研究を目的としてチフス的をノぜラ

まくような異常を建築界lζ 起さない

ためにも，私たちは常に建築の木質

に立帰って仕事に対処する乙とが必

要であると考える 。大自殺人を目的

とした核兵器の貯蔵のなかにあって

人聞の哲学を見失なった科学者，権

ブ'J - i ' i ' は終極において，人類をも，文

IYJ をも1波地するものである 。科学: の

1ei.主が人! 日j の幸福に逆行しないため

には，私たちは常に乙の初心に1 Ii} る

心構えが必要であると思う 。

( 太阪府校屋川 市平池67- 8 武内 茂)

*  * 会

口 装 飾用 石 材 へ の 再認 識 口

先般，建築士会主催の関ケ原石材

株式会社工場見学lζ 参加して，改め

て石材の認識を新にさ せられた。工

品; を見学して，第一の印象は ，原石

材のス トックが非常に多い乙とだっ

た。理由は簡単に察知する乙とがで

きた。すなわち ，大理石にしても ，

らの輸入という乙とで ，ス トックし

なければ直ぐに聞に合わないわけだ

から ，またその廊類が多極にわたる

点もその原因である 。

圏内陸の大理石も凹国産山口産等

あるが，キズのない大形のものはな

かなかに採石困難と か。県 ミカゲさ

え内地gj'f. では良質のものは採期し難

い。採郷の限界にきているとか。ス

トックの工場は rlJ25m x  20 0 mとか。

次 lζ 驚いた乙と IC ，残材廃材の多

いととだった。作業は引自l りと研磨

なのだから . I廃材は少ないと思うた

が，そうではない。歩留りは ，原石

の50- 5596位 しか望めないという ，

工場{ l {IJ の説明だった。

重誌であるとか， 産地がjぷ方なる

とか，ストックを多くする必EEがあ

るとか，歩限りの恕いのが，石材の

111日絡をZ5 くする 。大理石の j込いもの

になると ，一平方米 10万円にもつく

との乙とであ った。

工 j必側の芯見では， 相当大きい rlJ

長さのものもできる 。私は l 平方米

以上は困難と考えておったが，原石

を見て納得できたわけである 。次に

薄くする乙とで ，コストを低下さ せ

る。ベニア化でその一部は ，達成で

きる。厚10m m以下IC引当j りコンク

リー卜 版ま たは他の石材に貼付ける

方法によるもの ，また，小さいl仮を

寄木張り的にして，装飾i l ζrnいる方

法で，非常に安くする乙とができ

る。その実191Jを幾多見せて立った次

第だが ， 私たち設［Ｑ ＱＧＱζ ｉ ｉＡ［ｾして ， イ ｩｬｬￎ 絡

の点 ， その構成の ｽＮｉｾ ， ｜ ｲＱ ［ 認 ｊｴ ￦ を新しく

させてく れた。

たた‘ 石材は ，木材使JTJ のベニアの

場合のどとく 111，板化昔る ζ とには ，

難色が幾多あるととは，石材の性質

上いたし万ないわけで・ある 。しかし

今後引張りの鉱の改良または方法を

変更するととで ，それに近付ける乙

とも不可能でなさそうにも考えられ

た。ただ石目を合わせる 乙とは木目

を合わせるように簡単には取扱いな

いからとも考えたりするものではあ

るが，何か希望を持ちたいものでも

ある 。

( 披速区元町 l 丁目 762 鈴木忠五郎)
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E11:A日 "F - 1 8

Ｎ ｖｾ を百 Ｑ 込 んだまま、 ｉ Ａｬ ｊ 鎖速度制

終 が で き ま す ・ 扉 は 急 速 な 閉 鎖 を

せ ず、 自 動 閉 鎖 し ・ 9OfJ( で自 然 に

完 全 停 止 し ま す ・ 表 I町板はス テ ン

レス 釧 に サ テ ン 仕 上 げ を施 し ( ス

タ ン ダ ー ド ) 又特別l に ド ア ー に マ

ッチ した; J _(u師板も' l !H1 致 し ま す。

・ '1;lh1.長 は ス テ ン レ ス 鋼 に へ ヤ ー ラ

イ ンIJ :_ I:でも美 し く 、 す ぐれ た Iilj

Z，'i1' lーをも って い ま す ・ l [i( H は、 1ぶ

而 が コ ン ク リー ト、木 製 に か か わ

ら ず 、 か ん た ん に 取 付 け で き ま す

ヰ付E 岩ミ・νι 6. 11
圃 横 振 れ は あ り ま せ ん

・ 摩 耗 は あ り ま せ ん

・ 発 錆 は 完 全 に 防 止 し て い

ま す

・ 強 靭 な 規 格 で す

・ 取 付 け ・ 取 外 し は 容 易 で

す

・ 戸 当 り 17mmま で 適用 で き

ま す

近 代 建 築 に マ ッ チ し た ユ ニ ー ク な デ ザ イ ン

完 全 な 耐 久 性 と 耐 錆 性

.ドy ー の 重量 は 10- 60kg

が 最 適 で す

. ス テ ン レ ス 絞 りカバーを

使 用 し 、 脱落 防止 と 、 外

見 美 に 優 れ て い ま す
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J I S 規絡表示許可工場

ｾｉ 承知工業株式会社
本 社 大 阪 市 生野 区 民 矢 柄町 ，2  8  T E L 大 I仮 ( 75 ' ) ' 27 ' - 5  

工 城 大 阪 府 似 岡 市 布 市 町 5 0  T E L 校 悶 ( 81 ) 5 5 6 6

東 京 東 京 都 中 虫 区 白 木備 本 町 4- 4 T E L  東 京 ( 663) 6  7  4  8  

営 撲 所 ( ク ラ ウ ン ビ ル 内 )



会ヨンス トヲクジ ョンガイド」の案 受けた。その受1 ' 1 : 発表会がさる 5月

が乙のほと ， 同作成委員会Ｈｩ ｩｬ ￬Ｎ ｭ ｊｾ 31日，大阪商工会議所において行な

建 築 と 社 会

ニ ュ ー ス

.... ::: 大 阪 地盤 国 主発 行 せ ま る

日木建築学会近畿支部と土質工学

会関内支ml で，数年聞にわたり鋭怠

編集 rjl であったミ大阪地盤図ミが，

太郎) においてまとまった 。ζ のコ

ンス トラタションガイド は，1970年

大阪千里丘陵に開催される万国f ¥l i : 1'J:

会の各種建物の建設計画について，

世界各国の参加者の便宜のため ，そ

の芯本的な情報を提供すべく準vlli さ

れたものである 。内容は t ＡＮｲｾ＠ 1  ｾ な Ｚ

省略m語 . ＡＺｬ ｾ Ｒ ｾ ｩＺ＠ 換算 ， Ａ［ｦ ｾ Ｓ ｦＧ ｊ Ｚ

気候とその影響，第 4 章 : it 築J WltJ

ｴｲｾ＠ 5  IjI  :  ffi 築事情，ｾｾＶ ＺＴｩＺ Ｚ ｩｬｬ 築コ

いよいよ 8) ] とろ発行される予定。 スト， ｪ お Ｗ ｾ 玉 今後の資料である 。

大阪地継のもっとも権威ある解説書 乙れを英 ・仏語その他の外岡析に品4j

で，大| 坂および大阪周辺のボーリン 訳して各国へ P Rする山 。

グ柱状図 3，481本， 詳細図34本，深

Ji ' ! i 調査ボーリング 6本，な らびに大

阪地盤iljlfJ ' i 庖下限等深線図 ，illifWJ 百

勾JY線図，地盤断面図等を収録して

いる 。定価35，∞0円。予約巾込者に

11]i¥り:ヰIJ 引の特典がある 。発行所はコ

ロナ社( 東京都文京区駕篭町11) で

ある。

‘ 小 林清君 受彰 を 祝 う 会

小林消氏( 新住宅社) は今般白木

建築学会80周年記念日の式典の際，

出版分野において建築技術の発展向

上に貢献された功績により ，表彰を

受けられたが，それを記念する祝賀

会が，さる 5 月17日，大阪 ・|対1Uヒ

J レ21法で盛大に行なわれた。参会才;

百数十名で，東畑謙三，村野藤;q ‘

凶山911三，塚本猛次，徳永正三氏ら

の琢iも見えた。

‘ 日本万国博 コンストラクショ

ンガイド原案なる

万国博覧会協会より日本j J ! 策協会

に作成を委託されていた「万困時覧

‘ 1966年 度 J A J A総 会・ 役 員

改選 と 本 年 度事 業 計 画 を 決定

さる 4 月20日， 日本山版クラブに

おいて日本建築ジャ ーナリスト協会

総会が開催され，本年度は各種研究

会および例会を主軸にして対外，対

l勾の諸活動を強力 l乙推進する引業計

図lを決定した 。なお，今次総会で改

選された役員は次の通りであった。

なお，代表幹事，総務幹事および会

計幹事については， 4 月26日の第一

回幹事会における互選によって決定

したものである。

代 表 幹 事 金 春 国 雄 ( 旭 築 文 化)

総 務 幹 事 桜 井 正一郎 (評 論)

11 * 山 '陪 ( 近 代 総 築)

会計怜eF 二 )i 五 議 二 ( 鹿品 Il¥版 会 )

l戎 川 辰 夫 ( 11 刊j J l 設通 j，"i)

幹 事 浜 口 隆一 日 論)

山 内 嘉 久 (編 Jll )  

平 良 敬一 (5 3 ; 5)

ρ  立 松 久 昌 (編 集)

小 林 邦 雄 (大 11 -+: ｉ ｬ ｬ ｬ ｾ ｬ ｊＩ＠

11 JJfiIJl i放 (編 集〉

4 大 阪 デ ザ イ ン ハ ウ ス 賞 '66発

表 会 と 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム

財団法人大阪デザインハウス( 大阪

市北区玉江1[112 ) では，毎年 3 点ず

つ産業デザインの分l J ! f でhl 優秀作品

を選んで表彰してきたが，今年のテ

サ. インハウス n' 66は下; 己の 3 点が

われ，それぞれの関係者へクリスタ

ノレ トロフィが送られたの

.  nl 子式卓上言| 算器コンペット 20

一一早川' ; 1. 1機工業1(1(

・1吃屯池カミソ リ・エドワード

一一目立家fU版記1( 1(

' A 4 型脱出

一一白木アルミニウム1 ( 1(

なお同日 ，ひきつついて「都市IJH

発とデザイン 」のテーマで 4 人のパ

ネリス ト 大高猛( グラフィック

デザイナ ー) ，招内方子 αR飾デザ

イナー) ，大深fl'i ( 大阪市計画部長) ， 

'1
'
村制( 都市計画 ・XJ l 築家) に

よって シンポジウム( 司会 : 松井附

光) が行なわれ，道路交通，広告，

ｴｾｬｾ 識，色彩，都市美化 ， 都市計匝ＱＮ

再開発等々をめぐって ，J聴衆者とも

ども討論された。

4 日本建築 協 会創 立 記 念

パーティ

去る 3月30 日は日本it 策協会の創

立49周年自に士1るが，そ れを記念す

るパーティが，同 1:1，大阪ロイヤ ノレ

ホテノレの円形宴会場で行なわれた 。

竹JI安世s造前会長をはじめ ，点首ll .l llt 三

会長，松本儀八，竹 '1

'

銚一，1-1

'

村文

犬，古林義敦の各氏ら ， 120 名が参

会して，お互に ，お祝のととばをの

べあった。
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ
法、

宇 崎‘ 、

車至 量 (比重 0.5コンクリートK の重量)

断
熱 ( コンクリートの 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 キ4 料)

. シポレックスは工場、住宅から超高層ビ、ノレまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用 されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構 造 の建物

16 

シ

ポ

レ

ッ

ク

ス

精

進

十

八

坪

モ

デ

ル

住

宅

、v

唾亘きｾ

;5. -ポレ"1' 7ヌ 販 売 株 式 会 社

本 社 東京 都 千 代 田区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16(森 川 ピ J レ)

1111舌 東 京 (861 ) 代 表 7 2  4  1  

大 阪 支 膚 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 館 大 阪 ( 443) 代 表 7 7  4  1  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピル )

. . 舌 名 古 屋 ( 581) 代 表 7 4  2  1  



口写真と級要を どしどしお送りください。

凡 例 a. 所在地 b. l主築面積 c . 延 面積 d . 檎 迫 観 段 e. 工 期

127. 泉 州 銀 行 和 泉 府 中 支 庖

設計 村 野 森 建 築 事 務 所

施工 K K 西 国 工 務 底

a. 和泉市府中町( 阪有l事U;V(.f r!J 駅前)

b.  556.9，，( 

c .  1. 363.6，，{ 

d .  R C，一部 S R  C ， 3F  

e  昭和 40 年 8 月~昭 和 41 年 2 刀

130. 大 阪 フ ァ ミ リ ー 会 館

設計 K K 大 阪 建 築 事 務 所

施工 : 東 海 興 業 K K

a. 大 阪 市 福 島 区 堂 島 浜辺4- 6

b.  1，175. 00，，( 

c.  7，616.00 ，，1  

d.  R C， B 1. 6 F ，一部 5 治

e .  ｬｾｮ ｻＱ ＴＰ 年 Ｔ 刀 ｾ 町 ｈ ｻＱ ＴＱ 年 Ｔ ｊｊ

133. 愛 媛 県 農 協 会 館

投針 。日 建 段 E十 工 務 K K

施工 K K 大 林 組

a 必 山 市 南 』 日 制 問 2 - 3  

b.  1. 471 ，11' 

c.  11，391，，(  

d.  S R C， B l. 817 

e  昭和40年 1 月 ~ 昭和 41&j'. 4 JJ 

128.住 友 生 命 保 険 本 町 ピ ル

設社 回 避 段 針 工 務 K K

施工 K K 大 林 組

a 大 阪 市 東 区 安 土 町 4ー 19

b  1. 347111'  

c .  15，520111'  

d.  S R C， B 1. 9 F ， P3  

e  昭和39年 S JJ - 附和 41年 3 JJ

131. K K 神 戸 製 鋼 所 青 木 寮

2生計 ・施工 清 水 建 段 K K

a 神戸市東滋区本庄町背木戸波町1

b.  2，648. 286m'  

c  .  13，040. 73111'  

d.  R C， 617 ， P 2  

･Ｎ 町 ｮ 向 ＱＳＹｾＱ Ｂ Ｒ 月 ｾ 附和 ＴＰ ＦＱＧ 6  JJ 

134. 日 本 放 送 協 会 北 九 州 放 送 会 館

股計 K K 松 田 平田股世十事務所

施工 大 成 建 段 K K

a 北 九 州 市 小 倉 区 川 町 362

b.  1. 992. 20，11' 

c .  4，943. 44，11' 

d .  R C， B l. 3F ， P H  

e 附 1' 10年 2 JJ - 1削 141年 3 J1 I  

129. 東

132. 縁

!スケ y チブ 7 クl

京 造 形 大 学

設計 浦 辺 建 築 事 務 所

施工 。K K 大 林 組

a.  - * 京町i 八 王 子 市 元 八 王 子 町

b.  1. 285111'  

c .  5，189 m' 

d.  R C，一 部 S 造 ，B 1. 4 F  

e.  附 ｲｬｉ ＴＰ ｾＱＧ 7  JJ - Ｑ 削和 ＴＱ ｾ ド Ｓ ｊＱ

特 徴 ゾ ヨ ッ ク ベ ト ン に よ る カ ー テ

ンウオーノレ

屋 松 竹
A  

=  
館

22:大日 本 土 木 K K 東 京 支 庖

a 東 京 邸 U . Q 区池袋 束 2- 3

b  779. 224 m'  

c.  8，646.  079m'  

d.  S R C， B I. 9F ， P 3  

e  附和 Ｓ Ｙ ｾＱＧ ＱＲ ｊｊ - 附和41年 1 月

135.指 宿 国 民 休 暇 村 レ ク リ ェ ー シ ョ ン

センター

計 永 園 建 築 段 計 事 務 所

施工 大 成 建 股 K K

a  鹿 児 島 県 l ini .i 市 東 方 鹿 児

b.  1. 201. 09，11' 

c  .  1. 812.  01 m'  

d.  R C ，2 F  

e  昭和40年 9 JJ - 附和 41年 3 月



羽根がちがいます

議鰻襲譲協量鱗瀦麟轟

a 一 ' 7 催-:1管一〈狸屋上換気扇〉

驚くほどの換気効果ノ

流体力学上、理想的な羽根( Q形 プ

ロペラ) ノズ、パ リ空気に切 りこみ、

大量を一気に押 しだします 。

そのうえ、 ドー ムの内側にあるス

プリッタ ー ( 整流板) のはたらきで

排出量 が20% もアップ。

軽いノサビないノ 〈耐食アルミ 〉製

屋根に負担をかけず、取りつけも

ラク 。サビどめの塗装もいりません 。

暴風雨に強い 〈流線形〉ドーム

ドームは、どんな方向からの風も

受 けながす流線形。雨水や風の逆

流をふ せ くや独特の設計です 。

・ほかに、局所換気に最適の風[ F . J杉( タ ー ボフ ァン)

もあります。

松 下 精 工 株 式 会 社

大阪市以来区今禍北 l の18

T E L 大阪 ( 931) 5861

東京事務所

)j. O;'; .r，J li佐|メー之 4 の 8  Jl O:'; (453)3111 

- ぉ問合せ ・ご相談は

松下電器特 機営業所 ・機器営業所

札帆・ Ｑ Ｑ ＱＱｦ￬Ｎ 千ｾＮ大Ｚ Ｂ ， ・Ｇ ［ Ｎ ＺＨ， ＱＱＢＺＺＧ ［ ・ ｊｩＨ Ｉ ［Ｇ Ｚ

Ni 浜・新潟 イ校以 . i;';III' ff .i n .  ，ｾￎＧ ｉ 前 Ｑ ・

1. ｍｩｾ＠ .  J ;( /:I I  . 大阪・f i I 'r; ・jム，(: ) ・松 iI 一

品松 田小1r .  ff .il 前l 熊本 .JA児向



クラスメート

1i. より( 徴的.8;¥)

一 宮 太 平

錦 回 直 一

( 安治川鉄工建設以盟事〉

( ( 目。日本建築総合試験所刷所長)

佐 々 木 新 一

( 旧{ 佐々 木J . l l 築事務所取締役目長)

{半 潔

( 工 時 ・神戸大学工予 i官民)

浦 辺 鎮太郎

(KKnli 辺住築事務所代主取締役)

栗 本 栄 一

( 学技法人愛Jj{"f: 1輔理 'Ji民〉

河 田 明 雄

( 阪大林組常 vi 取締役)

京剖l ・ ミちもとミにて

京大1112誌科1If1和 9 年 $。一紡 Iζ 卒業した 14名のうち ，矢折や戦死で半数を失い ，

l談後はずっと 7 名のクラスメー卜である 。m定協会編集子から 本側 lζ 写真を掲，1売し

たいとの話しに応じて，学生時代 lζ 馴染み深かった京は阿川町ドのミちもとミで同窓

会を似し ，オー J レスターで集まった。

河田， ' ; : 生時代から直前り%がなく，凶刊にもよく耐えた彼だ った が ， 大 林 組 本

ｬ ζ 生き ， 今では主役として東京文 ｊ ， ｉｾ で文 ＧｦＺ 通り重きをなしている。適材である。

栗本，lI {j 和34年大阪市の営紙諜以をやめてから，堺市の愛J見学園の理事長。学校

経営のお手並は立派た‘ と思うのだが，子i(} の教育の方はどうた‘ か知 らない。

浦辺，学生H与代から口八丁手八了。デザインの一つ一つに理屈がついていた。ず

っと 倉敷レーヨンで腕を鍛え，昭和38年Ht 立。目下益々その本領を発揮しつつある 。

伴，神戸大学「工学部長」にな ってから教授H寺代のように容気には参らず，名上

多忙で弱っているらしいが，なかなか1 ' 1 以がついてきた。学生時代から京市口な榊

巡催。

佐々木 ，ｽｾＨｪん強 り とエネノレギーではクラス ー得。拶 11 1でi 2 t 凶していた彼の童話は今

でもは っきり 臼に浮ぶ。長谷1¥11竹j股. ':2( ) 1の| 何事務所で燦いた腕で1111拘136"下独立。

二宮 ，学生11年代から陽気で人のよかった彼も ，満州引 ftJ げ，日東化学勤務と不通

が続き大分l苦労した。今はクラスメ ート の多い大阪に帰ってきて頑張っている

錦田 ，永年の役人をやめて，目下 「円ノドill 築総合試験所J ( 所長は京都の坂先生)

の創設にやっ%になっている。ぉ干・，1T- は ど う た ‘ ろ う か 。 ( 錦 IJ] ｾ 己Ｉ

19 



C OAL; いて50年

あ ら ゆ る 扉 を

言蔓っ て

き ま し た 。

豊

富

な

品

種

と

精

密

さ

・

竪

牢

さ

・

美

し

さ

を

そ

な

え

た

ゴ

i

ル

の

錠

は

日

本

一

の

生

産

量

が

証

明

し

て

い

ま

す

。

有

名

ビ

ル

・

ホ

テ

ル

で

採

用

さ

れ

て

い

る

の

は

完

全

な

品

質

管

理

と

半

世

紀

に

わ

た

る

鍵

づ

く

り

の

技

術

を

高

く

評

価

さ

れ

て

い

る

か

勺

で

す

。

運

設

省

日

本

住

宅

公

団

各

府

県

市

庁

-

有

名

建

築

設

計

事

務

所

ご

指

定

株

ネ土

コH

IL 

本

村

・

1

場

/

大

阪

市

W

A

叫

川

げ

れ

三

は

い
民

北

泊

リ

凶

l

三

O

⑧

(
百

一
口
一
)
一

主

一

九

州

1

場

/

佐

川
H

山

町

神

山

川

郡

三

川

川

町

A

V

H

業

所

/

米

以

・

名

J

叶

H

U

m

-

札

悦

・

仙

台

静

凶

令

沢

広

仏

・

リ

川

松

-
一
仙

附

20 



圏

輔

自

国

白 石 博 三

京都 工芸 繊維 大 学

高 橋 慶 夫

大 阪 遁 築 事 務 所

山 田 義 行

限 竹 中 工 務 庖

中 村 文 夫

日 本 仮 硝 子 限

上記執f医者でこの「悠

築の眼」 糊を 1月号よ

り本号まで担当しても

らいましたが，次号よ

り12月号までは新執

者 iζ 交代の予定です。

.  パッド・デザイン

青空と新緑 l乙映えて ，鯉のぼりが泳いでいる。日本人の考え出したすばらしい デ

ザインだ。ととろが緋艇の方が，白地 lζ 赤でうろ乙がf r ' ，'jいであるのでなくて ，黄色

地 lζ 赤のうろとがある。まるで安物の金魚だ。実にいやらしい。よく見ると ，継の

上 lζ 金太郎のへばりついたのまである。作る方も作る方だが，買う方も買う方だ。

日本人全体のデザイン能力の レベノレが低下したとは思わない。しかし昔に較べて ，

デザ イン の最下| 吸は低下したのではあるまいか。例えば背 いポリバケツ ，公衆用の

赤電話機，若竹色のプラスチック波板など，色彩デサ. インとしては ，なっていない。

あれで人目をひいているつもりだろうが、それは ，えげつなさで人目をひいている

のである。グッ ド・デザ イン の表彰も大いに結構だが，パッド ・デザイン征伐も大

いにやらないと ，悪貨が良貨を駆逐しかねないと思う。 ( A )

. 模 型

模型は スケッ チのときに造ってみるものである。 28年ほど前の乙と lとなるが，あ

る製鉄所の柱の形を図面の上でいろいろ工夫していた。ある朝スタッフの 一人が家

で造ったと 言っ て紙製の 1/40の模型を持ってきてくれた。なかなか見事な出来で ，

ケン ト紙でアンクソレを造り乙れを糊付けしてあるのだが ，アイロンを使って糊付け

の所を早く乾かす乙とに成功したとの話でt あった。設計完了後一部をブリキで造ら

せたが， ζ れは素人ではできない。

その後も紙で造っ ていたが ，セルロイド板と按着液を届けてく れた人があって，

H 形鋼が出始めた乙ろには接合方法などの研究 lζ 利用したものである。セルロイド

板で H 形鋼などを造ってくっつけていくのであるが， 乙れとは別に板の上 lζ トラス

の絵などを書いて組み立ててゆくと ， 乙れで骨組が浮 き上 ってく るのでおもしろい

ものができる。 ( B )

. な ぜ ( その 6)  

日常使用している建具金物，水道のガラン等がち ょっ とした点で故障を起し ，住

宅や事務所，あるいは工場でその機能を卜分果し得ない場合が非常に多し、。しかも

欧米の輸入品には故障の度合が少なく ，国産品 lζ 多いのは「なぜ」だろうか。乙れ

らの故障の原因は種 々考えられるが，主として材料の品質およびその加工技術， さ

らに乙れらの建築部品を建物に取り付 ける施工技術のいずれかに欠陥があるからで

ある。建築を専門 とするわれわれはとれ らの故障を単に修理し補修するという繰り

返しに終るだけではなく ，故障の原因を徹底的に調査，分析し ，その対策に万全を

期さねばならないのである。

筆者 lζ 諜せられた回数も今回で終 らせていただくが，われわれの周囲には ，仕事

上あるいは社会的に解決していかねばならない問題が山積みされている。乙の問題

を一つ一つ解決していくと ζ ろに社会的進歩がある。そのためには ，われわれは ，

いかなる職域においても常 IC I なぜか」と疑問を如き ，その解決:1ζ 不断の努力を続

けたいものである。大方の賛同を得れば幸いである。しかし疑問のみを抱く者に退

歩と停滞のある乙とも忘れてはならないと記して ，結びとしたい。 ( C )

.  三つのルート

遠く西暦紀元前数千年の昔，メソポタミヤや，エジプ 卜付近 lζ 端を発したといわ

れるガ‘ ラスの製法は ，永い年月を経て各地へ伝i脅しているが，我が国へは三つのノレ

ート を経て伝わったとしてよい。

東方へ進み ，印度，中国 ，朝 {!.I洋を経て渡来 し，正念| 涜の御物につ ながる第一期。

乙の j レー トで伝わ った技術は 800 年どろ自然消滅している。 その 後しばらく IIi 't 黒時

代が続くが，17惟紀の末から 18111: 紀の初めにか けてヨ ー ロッパへ伝わ り，その地で

発達 した技術が海路長崎を中心 lζ 我が国へ入り ，やがて薩摩切子，江戸切子につな

がる第二期をつくっている。 一方ヨ ー ロツノマか らアメリカへ伝わっ た技術が、やが

て明治年聞に渡来し 、我国が近代ガラス工業へつなが る第三JOl をなしている。乙の

系譜 を，その時代時代の産物 lζ 求める楽しさは一入である。伝来ものとしての比較

的新らしいものよりも ，発掘で得 られる古いガラス器の方が手に入りやすし、。地下

水に i受されて七色 lζ 輝ゃく古代ガラスの肌合いは ，すてがたい魅力を感じさせる。

( D)  
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冗新 発

特許多彩模様塗料

ヲラヨートヲラミシザヲ

ゾラコー トクラシックは ，It も 新 し い 感 覚 の 多 彩

模 機塗 料 で近似の パステ ルカラー 2 色 か ら で き て

います 。 少 しはなれると単色 の よ う に 比 え ま す が

この 近 似 の 2 色 が微妙に調和 して普通 の シ ン グ ル

カ ラ ー で は 見 られない落着いた 咽 や わ ら か い 奥 行

きのある I!床 わいを 山 します 。

命、開茜べイン! 似合私

大阪市東区伏見町 5 - 27 東京都中央区宝町 3 - 2

きの
@  

切言a
* 営業品目

圃スチールサ ッシ・ドア ・アルミサ ッシ・ドア

ステンレスサ ッシ・ドア・カーテ ンウオール

. 冷暖房・ 給排水・衛生設備工事

・電気設備工事

・建設用機械

発 売 元

近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市北区締ケ校町 1 0  8  ( 新締 ケ校町ピノレ)

電 話 大 阪 ( 363)  3  3  7  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 結 本 町 2 ( 共同ピノレ)

屯 結 束 京 ( 254) 2  0  5  1  (代表)

名 古 l京 市 中 村 区 平 池 lur 4  T  EI 4  8 の 2

屯 指 名 古 屋 ( 551) 2  5  2  2 ・8 6  5  5 苦手

東 京 支 広

ネ土
..0.... 

コ'"
式キ朱車両車畿製 造 元 主 丘

名 古 屋 支 庖
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発 行 人 畑 中 定 三 郎

発行所 ( 社〉日本 u 銀 協 会

大阪i I J ! I r 民 j t 浜 3 - 37 

111 大 阪 231 9 6 4 8  

lI<o ロE巨大底 3 9 9 7 5

印 問 者 側 野 栄

印 聞 所 〈 捻 〉 研 文 祉

大 阪 市 北 区 営山 町 66

電 大 阪 3 6 1- 2 0 9 1

売 価 l 鰯 200円 ・送料共
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. ピ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

. 木 遣 建 鏑 洗 浄 ・ 鍵 豪 仕 上 工 事

. ピ ル デ ィ ン グ の 清 掃 ・一 般 管 理

美 素 工 業 ( 株 )

美素建物管理( 株)

本 栓 大 阪 市 東 区 瓦 町 三 和 ピ ル

. 醤 (231) 5  8  8  8・4 9 3 a  

省 銀 所 大 阪 市 東 区 本 町 二 丁 目 玉

株式会社 木 下 盟 三 商 廃

大 阪 市 西 区 江 戸 纏 南 i畠 5 ノ 3 5  

電話(443)0115- 8

**式会社 久 保 商 腐

大 阪 市 北 医 真 砂 町 5

電話 (3“10206 - 9

2 友 ヱ 集 繰 式 会 社 大 阪 支 腐

大 阪 市 丙 R 再i j @ il 大 通 1 の 1 9 電話 ( 5“ ) 6161- ・
合名 会 社 利 倉 拳 筒 庖

大阪 i!; ，軒庶民地情筋 2 / 20(ilt 傾唱電{ 事前) 電話 (211) 0571- 4  

販 売 部 分 弔 電 訴 (211) 6923 ・ω75

京御世銀所 京事JHI i 中京[ i 1 河原町夷川下ル (23) 3277・3279

和 泉 憲 司 量 繰 式 会 社

大 阪 市 博i R 日 本 僑 筋 2 ノ 3 6  

電話(632) 0  1  2  1  -・
石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 R 荒 回 目1 1  

電 訴 ⑧ 2697 ・21ω

24 

電巌 ( 261) 4070 ・ 制9 ・617

車 産 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 衝 m

卓 郎 市 下 京 区 大 流 通 四 条 下 ル

電 it (811  0  8  7  1  - 2  

岡 図 . 材 鎌 式 会 社

名 古 fi 市街r < : lii 本・1 3  - 8  

電3Ii (571)  7461- 3  

練 式 会 社 名 聾 商 会

名 古 原 市 中 I烹 高 :h '1 4  1 ノ 2

官U I (261} 367  1- 2・3ωa

B  . 物 11 * * 式 会 社

本 社 ・名，IJ "11 市中 I烹車 l (・13 9 電話 (261)2501代表

厳阜出損所 ' l ¥ 阜 市 竹 県 町 2 7 電:t ③2201 ・23ω

青 盛 . 材 鎌 式 会 社

耳住 宅士 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 5 暑 1 6 号電話代1 <(21)2281

岡 山 ・ 岡 山 市 車 回 目1 3 電話代 Zc (23) 82邸

補 同 ・ 緬 岡 市 冷 泉 町 5 醤 6 号 電 磁 代 毘 (2815566

松 江 ・ 快 江 市 西 冷 岡 町 2 5 8 電話 ，② 9 5 5  1  

関西三星タイル会員
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協力 : t 2: 計速合

精進 横山建築柵造訟計事務所

設 備 桜 井 建 築 股 備 研 究 所

工 事 管 理 建 段 省 近 館 地 方 建 設 局

施 工 大 成 建 設 橡 式 会 社

上 / 京 商 外 観 下/ 南而外観全策

所 在 地 京都市左京区松ヶ崎玄池

1. j量 鉄骨コンクリート造、 一部鉄

筋コンクリート造、地下 1 階、

地上 6 階、 t苔屋 2 階

敷 地 而 積 約 154 ，200m'  

延 面 積 27 ，079.  2m'  

摘手町内訳

仕上: 屋上 プチルゴムシート防水磁器

F イル濃

外見守 キャスト ストーン粗みがき、

モルタル刷毛引 1) シン吹 付

絵 キャストスト ーン組問

関 口 部 ア ル i サ ソY 、一部スチー

ルサ ッン

建築部縦 揺床而積

会 検 場 9，495. 7m'  26，807. 8同2

1字 国1 207. 5m'  188. 8m'  

屋外便所 58. 7m'  58. 7m'  

ポンプ室 23 加1

2

23. 9 m

2  

合 計 9，785. 8m' 27，0乃2 m'

起 工 昭 和37年 11月19日

開 館 昭 和41年 5 月21 日

29 







l  階玄関ロビーおよび会議場ラウンジ

1也階宴会場



E哩軍司 薗
聞 置 ' 圃

S 曹. .  盟圃 立
大会議場正而

33 
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仕上

[一際館
ｬＵ￦ＮｉＡＡムｾ、官 μｉｅ 同ｩＧ￞ ｾ ｬ ・

政 骨十 大谷・夫

協力. 訟計連合

横山強Z事情造訟計事務所

桜井建築館備研知可

工事監E豆 電 位 省 近 . 地 方 建 段 局

il 工 大 成 . 股 練 式 会 社

大 会 1車 場/ 床: じゅうたん般. ビニ ールF イル

ｾ Ｚ 木細片セ〆ントｦｦｩＮ

天井: ミキラートン、木細片セメ ン トHi

中 会 t車 場/ 床 じゅうたん敷 、 中央サクラ寄木ｾ

ｾＺ木細片セメ ント 版 、 石綿板

天井 ・ミヰラ一 トン 、木綿片セメ ン ト板

小 会 磯 犠/ 床. じ ゅ うたん数

段: ベニヤ下地、制i貼、とり のこ貼

天井 ル一川一 、アルミ板

委 員 会 室 / 床: じゅヲたん般

ｾＺ米松ベニヤ事ｵｻ寸、 Ｗ リヤラ γ カ 一

天井 ミキラート ン、綿ベニヤ下J也、 V.P

宴 会 崎/ 床ーサクラ苦手木張、 じゅうたん般

ｾＺ木材集成、モル ＷＱ レゾラコ ー ト

天井: ベニヤ布貼 E. P、 ミキラ ー トン

代表団事務室 /床 : じゅうたん敷

! 立: コンクリ ー トプロ ックモルタルl金.fl i貼

天井: ミヰラ ー トノ

上 1 階 委 員 会 室

中 2 階 小 会 議 場

下・ 6 階 代 表 団 事 務 室



2 階

γ 一一、一一.. .. ー y - 一一、

1 階

子
地階

39 



I一一 会 館I

主 要 構 成 と 収 容 人 員

室 名 該 当 階

面 積 ( m')

プ _ " . 煙車を' " む

大 会 蟻 場 1 - 4  3. 150 

会 議 場 A 2 - 4  1，160 

B  - 1  650 

会 駿 場 B - l  
2 - 4  

B - 2  

B  - 2  550 

会 議 場 C - I  
C  1  225 

l  

C  2  225 C - 2  

宴 会 会1iJ B  770 

喫 茶 室 1 ， 4  310 ，130 

運 営 ー 事 務 室 5  1，660 

代 表 団 事 務 主

6  1 ，170 

{ 30室 )

⑧ 配置図

五まロ

断面図

ブースの窓よリ大会・喝をみる

40 

設 計 大 谷 幸 夫

協力 : ま主計連合

工事監理

施 工

収容人. . 0 .

2 ，000 

550 

170 

130 

50 

50 

300 

160 ，64 

横山建築精進訟計事務所

桜井建築訟備研究所

建設省 近館地方建段局

大成建設株式会社

4耳目 考

議 場 800 

オ ブ ザ ー パ ー 200 

イ穿耳車 1，000 

ま車場 300 

イ受F耳卓 250 

議 場 100 

イ望F耳事 70 

機 場 75 

{穿耳卓 55 

積 場 50 

笥里会111 50 

事 務 室

議 長 室

印 刷 室

タ イ プ 室 e t c.  



| 国立京都国際会館工事関係難者・ PRI

地工 大 成 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市東区南本町 4 - 20 ( 252)  1131代

キャ ｚ トストーンヱ Ｔｾ 緯式会社 熊 取 谷 石 材l吉

大阪市旭区中宮町 3 - 5  ＨＹＵｾＩ＠ 2738 

蛸 (- l 4> セ ン ト ラ ル 硝 子 機 式 会 社

本 社 東 京 都 千代附区大手町 1 - 4

癌板儲子 ( 大手町ビル) ( 201)  7711 11: 

( デュープレ y クス) 大阪支 l占 大阪市北区侮 F U7 - 3

コーキシグ工事

エパシール

( 梅悶ピル) (312)  6431 f¥: 

昭 和 化 工 株 式 会 社 大 阪 営 鎌 所

大阪市北区梅悶町27 ( 産経ピル)

:，... lJ コンコム，，- ) ! - ( 341)  6395- 7  

床工4軒 伊 丹 木 材 練 式 会 社

本郷木貼 大阪市西区南細江i面1 - 44 ( 5311 0971代

. 11 ステンレス水糟 練式会社 釘 安 鉄 工 所

ストレーヂタ ノク ・熱交換器 大阪市西区江戸崎 1 - 128 (441)  0440 ・4830

J骨H量房給排水14i生設備 株式会社 栄 奥 商 会

空調換気送ll ，風 織

大阪市似品区上偏尚北 2 - 1  (451)3391- 5  

株式会社 谷 山 鉄 工所

大阪市城東区野江東之町 2 - 1  

(931) 代7803- 9  

司ｾＮｬＱ制 コ イ Ｂ 新 晃 工 業 株 式 会 社

各州吹/ t ， u 大阪市東区大川町 1 ( 花魁f品納銀 ヒ)!- )  

( 202)  4761大代

ｌ ハラ Ｕｆ ｗ 相官 ｉ ｾｉ 式 株式会社 荏 原 製 作 所

冷凍機 田空調用ポ ンプ 大阪市北区; 主ぬ浜i曲1 ( 新大阪 ビル)

( 363)  1301大代

本 社 東 京 都 大 凶 区 *Jl B1I!l田fll

(741)  3111大代

ｍｐ Ｎｾ イラ ＷＰＰ ，，ｾ＠ 棟式会社 平 川l鉄 工 所

本社・ ｔｾ 品大阪市大淀 ｬ 豆 ｫ ￬ Ｚ ε 田 ｉ 北 ｬ ー ＱＱ

( 458)  8681代

東京 ・名 占hl .  1L州滋t : i I J品

造 作 強 兵

家具・装飾

床 l <l'

日i前ゴムタイ ル

P主料

ンピ# 3伐10 エ 〉ヒ # 60

S Pへ イン ト アルキス

スチ ー ル ｾｊｪ ｾＧｦ＠ '，ij l  

アル ミHl 'I 上げ窓

主l l R工事

特 許 鈴 木 式 y ャタア

表 ｉ ｦ｜ｾ￤Ｚｾｾ 倫

肱送中継設備

拡声骨量設備はか

同時通訳肱送」立働

」 技場 音響 ｾ ｩ￨ 備工事 ｉ ｊ 刀

動力操作ｾ

エレベータ Ｍ ｾｬ 且盤

分 ｜Ｑｴ Ｎ ｾ

内 外 木 材 エ 集 線 式 会 社

大阪府大東市深野南 l∞ 大 東 ( 72) 2161大代

日 満 ゴ ム タ イ ル 商 事 株 式 会 社

大阪市城東区古市南通 1 - 39  ( 931) 侃 96

神 東 塗 料 株 式 会 社

尼崎市尾浜字国広 1 - 1  (4MI)  o2bl - b  

ダ イ ケ ン サ ッ シ 株 式 会 社

堺市松屋田J. I - 6  (38)  1141 

本 国 工 業 繰 式 会 社

大阪市北区芝附田J 65- 1  Ｈ Ｋｴ ｩｪｬ ｬｬｬｲ ｾ＠ 1. '1' 従 L _  I  

(341)  0831- 6  

三 和 電 気 興 業 株 式 会 社

大阪市東区南久宝寺町 5 Ｍ Ｑ ｾ Ｈ ｉｴ ｊ 九 ヒ九 Ｑ t 主l 叫 川

本 社 東 京 都 港 区 新 編 5 - 18的 1 (4J I )  b131 

日 本 無 線 練 式 会 社

大阪市北区堂品中 1 - 2J  (:; 主川中圃l ヒペ)

(361)  4631- 6  

本社 東京都港 ｉ ｾ ｚＺ似川町己 Ｕ (挽 5 ;'" ヒん J

( 591)  3451大代

中 立 電 機 練 式 会 社

大阪市北区梅 ケ枝田J 63 ( kj 色 L . )  (J ol l 出 。7

(312)  ＱＶｍｾ＠

本社 名古屋市昭和l正白金田) b  出 (861)  ol l l  -̂ I¥. 



本寄木鮎 樹種桜岩手身材 寸法 18' %. X75哨 X 300' %. 接着剤使用隠釘打施工

伊丹木材株式会社

42 



スチール防音焼 納品

アルミ摺り上げ窓

( パランサー使用屈折型) 納品

• 

2 階大会織場線道ブース

@  ｾＮＮｯｦＧケシ旬 Ｚｶ シ撤式会祉

43 



1鯖 鎗 溢.

( 1 T  V) 綱慾卓およびオベークプロジェクター装置

〈拡声機〉鯛墜阜、 BGM装置、電源装置

φ 三和電気興業株式会社

44 

表示器設備( I T V)

放送中継訟備

アンテナ共鳴設備

電気時計設備

紘声機設備

ページング設備

火災報知機設備

電話コンセント配管

同時通訳配管

インターホン設備

屋外電話マンホール工事



同時通訳放送設備工事 各会議場 6 ヵ国語同時通訳

議場音響設備工事各会議場

個 イト選択呼出装置( 無線ベージング装置) 納入

駐車場呼出スピーカ システム( トーンゾイレスピ ー カ) 納入

3 階 調聾網光宣

唾亘 日本無線株式会社

45 



由自下 1岡E ボイラ- .

M P ボイラー 7∞型

株式会社 平川鉄工所

46 

新宮殿に納入の光栄に浴し、引続いて日本の代表的な建物京都国際会機場に納

入できたことを誇りとしている 。

M P ポイラ 7∞型は高低いずれの負荷率の下でも 8 7 %コンスタ ントのポイラ効

率を発期しポイラ周囲の表面温度を低 t 保ち炉問後部と管板の聞には広い隊問を

設けてありますのでポイラの下部まではいって点検ができます 。

またポイラ主要都の発生応力を所要庄カ下において厳重に測定した上て' 設計しで

あるため不明確な部分がなく締途上最も簡単であり、ポイラ内外部の点検ができ

ポイラおよびバーナーも簡潔に設計されて故障発生の原因となる部分がありませ

ん。なお、ポイラの効率が各負荷率の下で一様に高いため日常の燃料 '{ ' / は少なく @  

なります 。



ｉ ｾ＠

"  

330 トン 300K W 2 台

220 トン 2∞K W  1台

エハラ 5 F W型密閉式冷凍機

泊下 1111 ・..

空調用ポンプ

⑨ 荏 原 製 11=所

47 



国立京都国際会館

、

味の豪 州の

完全不燃 (吸音) 亨，，'1'l

ス，-1，- ill ・目"1'1

ｾｴ 光 ｉｃ Iほ の J.i K K

製j J j J じ ｻ主 ｾＧｬ 縦割 ｾ ｋ K  

• J; I日l fTせ・ご削減 !S

佐賀板紙 K K 大阪営業所

大阪，1; 北区凶.I-. ar Ifl( 味円諜 ビ' " T ビ1. けば' - ，Ii:-I



司r

‘r  

国立京都国際会館のデザインについ て

- 設 計 者 ・大 谷 幸 夫 氏 に 聞 く ・

l  勺'Jt 都だからミという' " ' 識はない
8  ラウンジのデザイン

2. 敷地との対応 ・刈聞とのボリュ ーム

3  台形 ・逆台形の発也!

9. JA 組の敬服( キャスト ・スト ン)

10. 大会議J!:; のインテリ 7

4  台形の発也! の災施

5.  J j 本 ft，という己となと

6. 民般という庄、滋 . t 1 めという E と

7. 大 . LjJ ・小会議協のデザイン

深谷浩一氏

11 インテリアとアルミの彫刻等

12. 造凶 について

13.  ｗＺＡＯ，ｾの国際会議 ｊ 品をみて

大谷幸夫氏

大谷 ｾｩ Ｉ 己先生を閥んで ， いろいろと ， e. の凪

郎国立国際会館 のデザ イン についてお話をいlい

ましたが，聞き手の各人の質問ゃ ie ;j 'はひとつ

にして ，すべて問答の形式 IC まとめてみ たも の

です。 内鮮 は多岐にわたって ，非常 IC有益なお

おをき くζ とができましたが ，紙数の関係上 ，

コンべからの絞過や，監理 l:aJ l l i なとはすべてす! ?

時 しました。また編集の段併で， 前後 を組みか

えたり ， ｦ 商船イ包 したり判ｾしたりしたととる

もかなりあります。けれど，大谷先生のデザ イ

ンポリシーは ，できるだけ忠実 IC伝えるように

したものの，ど乙までそれが生かされているか

おそれています。( なお ，大谷先生には ，e. の

J己録をど査読ねがい ，訂正加mしてもらいまし

たが，文氏 は編集にあります。)

Ｑｫく編集のｾ、凶 ｉｃ 応じてお話していただいた

よ谷先生 K 感謝いたします。

なお ，乙の出談会をもった時期は ，竣」ー l カ

JJ lI iJで，まだ敷物や 家 具 は 入 っ て な し ま た 造

闘 も完成していないときだった ζ とを f. ]' . iL!して

おきます。

栗原嘉一郎氏

ｭｴ ｾ 防一郎氏 問畑 弘氏

聞 き 手 (11民不同)

栗 原 嘉一郎

( 大 阪 市 立 大 学 助 教 授 〉

根 津 耕一郎

Ｈ恨ｾ処築事泊所長Ｉ

田 畑 弘

( 8 処 投 JI' ] 二務 株 式 会社)

深 谷 浩 一

Ｈ大成 ｾ ＮＺｬｬＺ 株 式会社大阪支 ｬ 山Ｉ

編 集 倒IJ

長谷川 哲之助 ( 近畿地方建 .&1.;)

松 井 昭 光 ( 1 . 1 水処築協会)

と き Ii H 和 41 年 3 月 19 日

と乙ろ 北 水 ( 大阪市北浜)

49 
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<4II1II :::京都だからとという意識はない

一一一まず環境の乙とですが，京都という土地

と建物との結ひ、つきについて，最初どの

程度，京都を意識されま したか。

よくそういうととを聞かれますが ( 笑い) 。正直に いいまして， 京都で

あるから ， 乙ういう設計をしたというとと はない。 日本的な格好をしてい

るもんだから ，京都である と意識 してやったんだろうと思われているらし

いけれども。

乙の形体は ，国際会議場であるという ζ とからでてきた。

現在の日本が建てる国際会議場 という ものがもっている本質的なものが

あり ， それが ， 東京に建つ場合 ， 箱 Ｔ 艮 ｬζ 定 ｾ つ場合 ， あるいは琵琶湖に沿う

て建つ場合，それぞれ の敷地条件，社会的条件というものがあって，それ

によってかわっ たプランをと るかも知れないが，本質にはかわりはない。

ミ京都だから ミという 意識ではなくて， ミ日本の現代建築主と いう乙とに

対する ，ぽくなりのひ とつの解答で= すね。

4 敷地との対応 ・周囲とボリューム

一一ー敷地との対応ですが，周辺の山なみから

考えて，建物の高さ ，ボリュ ーム，距離

に対するお考えはとうでしたか。

そんなに厳密には読んではないんですよ。ただ正面宝ケ池から見える問

題とかは ， ロケ ーションをどうするかというときの計算にははいっており

ます。そ れからトンネ J レをでできてからの問題とかもはいっております。

ただ，それは いくら調整しようとしても， 会議場と しての使命があります

から ，それを殺 して までも調整はできないので，ある程度，内部の必然性

というものを そのままに受入れるよりしょうがないと思います。意識的 lζ

高いものをつくろ うという乙とはなかった。

最初，山 なみとの関係は主たくなりすぎているんじゃないかと思いながら

やったんです。 というのは， 将来増築の ζ とがあるから ，あんまりうしろ

へやってもいけないし ， とい って前へやってもいけないわけですね。そう

いうととで位置はだいたい決めたんです。しかし ，紋子力、 111との関係は思

ったほど扶くは なかったという感じですがね。敷地がだんだんノミンキング

されてくる。バ ンキングされ るという ζ とは ，建物のボ リュ ームlζ 対し て

担子力、山が相対的 lζ ，小 さくなる。バラ ンスの問題ですね。そのへんは ，

むつか しいですよ。

建物のボ リュームは思ったより大きいんじゃないですかね。

、.



‘ 台形・逆台形の発想

一一台形の組み合わせがいちばんの特j乏なん

ですが，その台形の発想について ・。

そ うですね。設計のやり方をいいますと ，会議場は凹つありますね。委

員会室を入れればもっと多いが，設計の仕方と しては ，大会議凶 ，1:1-' 会議

lJi; ，小会議l易をひ とつ ひとつの空間と考えて，それを集会させるという ，

プロ セスをふんでいった。

立識のなかでいちばん大きいのは ， まず会議場の空間というわけです

ね。ほかの事務室とか，控室だとか，いろいろなものがありますけれど，

それは会議騎にくっついてそれを文えるものとして考えていった。

会議場の空間ですが，その形体とかボ リュ ームを考えたとき ，平 1mの広

がり ， 大会議場だったら ， 各国代表のｊＮ｜Ｇｾはどういう配列でないといけな

い，それによって平聞のプロポ ーションがある程度きまります。また ，セ

クションについても ， 伐 ｊｦｾｬ 者の ｊｾｉ［ やブ ー スなどの視線の関係から ， 空間の

断 l扇形やプロポ ーションが導かれる。台形という形体は ，視線の問題から

山てきていて，それに音響上の性質とか，議場のボリュ ームなどからその

妥当性を確めたものです。

乙の台 j彰が{ 紅泌されたとき ，それが日本建築の肢も古い j 彰式と知似して

いる乙とを意識しています。

けれども ，一方で ，機能的には空間を l爵状に組立てながら構成してい乙

うとしていました。会議湯の上になにか乗せられれば，たいへんコンパク

トlζ うまくまとまるという乙とは分っていた。だから ，三角形のなかに無

理しておし込もうとした。

そして ，ある機会 lζ ，1;jt いから jよげればいいんだというととで，逆の台

形ができた。乙乙で， 乙の辺の台形というのは ，どういう培、 l床なんだとい

う乙とで考えたわけです。そ ζ で，JlJ1山 づけ といいま すか ， LI 本のII 物の

ＱＱ じを含む外 ｊｾ が逆台形だ。オフ ィ スとしてのスペ ー スを逆台形で考えると

いうのは州立 l床ではない。

そういう乙とで，台形と逆台形の二つの形体の空間でまとめられるはず

だという乙とを舷認した。それからはもうなんといいますか，いっぺんに

構造ができてしまう。あとは ，各空間の機能的な層状の関係をとの桃造組

織によって制経し確定しています。

そ乙で，空間の組織づけを要約してみますと ，各空間の機能的な特性と

それらの機能的な相互関係が居状鱗成として現われているという乙と。も

うひとつ ，各空間の作業特性( アクティビテ ィの形式) を，ひとびとが集

まる形式と ，ひとびとが執務する形式のこつで担え， とれを空間のぼiTm) 彰

体 iζ 現わした ，あるいは作業特性を二つの空間形式に固定した ，という乙
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とです。

4 台形の発想の実施

一一そういう台形の発銀を，実施の設計段階

において貫かれていくにあたって，笑際

上当面したいろいろなお話があれば，し

ていただけませんか。

台形のほうは ，おもに人の集まるスペ ース，たとえば会議場とかラウン

ジなど，概して広い場所なんです。広い場所で構造を斜めにかけているの

は，わたしはそれほど問題はないと思う。むしろ逆台形のほうは ， どちら

か というと ， スケ ーノレの小 さいもので，J.比とサッシ ュと いうのがあって，

それを包むのが逆台形でしょう。構造は垂直でも斜めでも 一向にかまわな

い。 lキI I!ょとしては同じなんです。ただ狭いところで，サッシュまで斜めに

したととろでは空間 とし て少し落着かない ，無辺がありますね ( 3 階フ ー

スのフロアなど) 。もう少し余裕をみれば，斜めの住で垂直のサッシュを

やる乙とができます。だから A 似( 代表団事務室) なんかはそうしていま

す。

また ， 6  I替の個室のときは ，相 当に神経を使いました。( 上から光が入

っていて，逆台形の斜めの壁を光の反射板 lζ 利用し，窓 l必の淵1皮をや わら

げるよ うにした。)

4 日本的ということなどについて

一一｝ｾ体として斜めの線を追求されたという

乙とはよく分りましたが，その過程で全

体のみ閥気Iζ 関.i i l i して，いわゆる日本的

とか，そういう 問題について -。

自分でもデザインが日本的だと思っています。ぼくには ， ガウディみた

いなものはデザ イン できない。ガ、ウディが全然、きらいかというと ，そうで

はない。やはりギ ヨッとした り， ス コ1 なと思います。しかしああいう乙

とは ，ぼくにはできない。自分でやれるというものをやるととになる。! . l lJ

線ひとつを描いても ， ぼくの いいと思う l出線は ， 幼1Iの石底の線であ ると

か， ランカンの ソリ だとか，ああいう線にな ってしまいます。

一一いろいろ矢羽械のような] 跡随所にあり

ますが，イメージとしては日小; 的という

ζ となんですか。

日本的とい う乙と で，矢羽綬というものがでたのではないんです。



空間の基本が台形なもので・すから ，そ乙には三角形 という形体因子があ

る。だから ，いろいろなと乙ろに三角の因子があらわれるのです。紋章み

たいなもので … …。

台形のと乙ろに垂直線を使 うと，形休の因子がちが うでしょう。基木性

絡がちがうものを合わせるときには ，それな りの調継をしておかないと ...

。

一一ー小 ぐちのデザインを徹頭徹尾やっておら

れると思うんですが，そのへん25、図され

たと乙ろがあれば. . . ...。

建物のほうでいいますと ， もっと増築をするかも知れないという乙とが

あるでしょう。たまたま乙れだけの畳で建設 したというわけですか ら，あ

る広がりをもった空間を任意 lζ 切断したとい う乙とで建物の去 が 露 ，'/ '，す

る。

もうひとつは ，断而がでるという乙とは ，内容が露 11¥し，それは内容を

表現するとい う乙とと関係していま す。そうい う意味で，断而とか，小口

lζ はひどく神経を使いました。

‘ 屋根という意識 ・斜めということ

一一台形という乙 とか ら，斜めの柱，斜めの

壁面が基調になり . それが屋根 Ir. もな っ

ているわけで。すが ・・，内川村の合掌造

のイメ ージなどがおありにな ったのでし

ょうか。

いつか書いた乙とはありますが， コンペの始まる前，敷地が決ったとき

なにかで敷地の写真をみて ，かや葺の屋根の景色をイメ ージしたというこ

とはあります。しかし設計をはじめたときにはそのイメ ー ジを結びつけて

はいなかった。むしろ ，台形がでたときに ，そ うい えば，ぼくはあのとき

乙んな ζ とをイメ ージしたなとい う乙とを思いだしたく らいです。それか

らある期間， 乙のイメージ lζ 乙だわりすぎていました。逆台形の空間を思

いつく乙とによって，やっとそれから脱却する乙とができたと思います。

J巨体が似ているという乙とは ，技術的な問題とか，機能の問題とかの点

でも ，類似性がある。斜めであるという乙とは ，屋根というファクターを

どうしてももっております。

わた しどもは ，ふだん樋なんかないほ うがいいと思っている。今度の J&'i

合，屋娘とい う性質から その llq: 樋を逆 lζ デサイ ン lζ 入れていますが，形体

というものの意味について，考えさせられま した。

斜めのと乙ろ lζ 窓をあけたときに ，庇 といいますか，雨をよける ζ とに
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注立していま した。屋根に穴をあけ たんですから ，それだけの処置を しな

ければ，7. 1 < が全部なかへ入って しまう 。そういう と乙ろは ，] 1 : 直とは全然
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.  .  ちがいます。瓦が変形して ， Ｗ ＮＱ＼ｾ Ｎ の ノレ ー パ ー になったという芯識でザ イン

していました。あくまで ，7J<. を流すという性質をもたせながら ，水平にか

えていかなけ ればならない。はじめから Il 照のた めのル ーパーだとい う; 立

識でやってはいけない。

‘ 大 ・中 ・小会議場のデザ イン について

一一大会議場と rl1 ・小会議場とがあります

が，それらの関係について，とくにデザ

インの手法としてどう考え られていまし

たか。

大会議協とい うスペースは ，各国の代表の空間，議長の空間，それと傍

聴者の空間の三つからできているといえます。乙の三つの空間を合成した

というととです。

もう一つ，デザイン の手法からいいますと ，大会議場は ，小会議場と rjl

会議場のデザイン手法を合成しています。

とい うのは ，スケ ールからいって，小会議場は フレ ームを現わさず皮! 出

だけで空間をつくっています。 その皮j院の仕上には ，できるだけ うすい材

料，テンションを感じるようなものを使う。

'11会議場はスパンが30米ぐらいあるので，ス トラクチュアとしてのフ レ

ームを，'1¥さないと ，台形の空間が安定 して見えない。壁がくずれて見える

とか，不安定に見えるとか，そうい う問題が起ってきます。つまり ， ブー

スの窓など，斜めの壁 l乙穴をあけると ，ますますくずれてみえます。だか

ら，骨が支えて，なかに火があいているというようなわけで， フレームを

iff; ，'1 11 させています。

大会議場になったときには ， 乙の小会議場と rjl 会議場の二つの性質を合

成して， より大きいスケーノレの空間をまとめるという方法をとったので

す。

なお，二つの性質を合成したというのは ，大会議場はスケ ーJ レが大きい

ものですから ，都市の正広場主 と同じような性絡をもたせてもよいだろ

う，という考えがあったからです。つまり ，議長，代表，傍聴，報道，迎

併といったさまざまな 人の集り ， という乙と。もう 一つは ，笠間的に も，

柿 i lTの広場は ，いくつかの異なった建築にか乙まれているように ， ことで

も，いくつかの空間から ，大会議場がつくられているとい う乙とです。



4 ラウンジのデザインについて

一一ーラウンジは会議以と同等の前要性をもっ

と思いますが，乙のラウンジのデザイン

について 。

ラウンジのデザインは ， コンペの段階で最も弱かったととろです。ラウ

ンジについてはコンペの後，最も力を入れたもののひとつだとい えます。そ

乙で，デザイ ンの基底となったいくつかの考え方についてお話ーしします。

節ーにラ ウン ジはインフォ ーマ J レな会議，会 談，交流が行なわれると乙

ろだという規定をしました。フォ ー 7 ) レなものが議場で，インフォー 7 ) レ

なものがラウ ンジである ，という乙とです。つまり広場のような性絡をも

たなければいけないという乙とです。ぼくはとの広場を ， フォ ー 7 ) レな説

明と対置して， 自然のスペ ースがインテリア化 したもの ，建築化されたも

のと考えてデザインしました。石垣のような扱いや， 乙けの色をとり入れ

たじゅうたんなど，その現われて・す。

もう一つ重要な乙とは ， ラウンジはインテリアで全休似を表現できる l唯

一の場所である ， という乙とです。 それは ，代表や運営，報道といったひ

とびとが， ζ 乙l乙集まり ，あるいは乙の空間を介 して，各会議担へ流れて

ゆく ，逆 l乙各会議場から流れて来て乙の空間 lζ 集まり ，再び各会議場へ分

れてゆく ， ラウンジは そういう 空間です。つまり ， 乙の会館を構成する主

要な諸要素がとの空間 lζ 述らなっている。ラウンジはそのような新要素か

らできているから ，会館の全体像を表現する ，あるいはl I if 示する乙とがで

きるはずだ， という乙とです。ラ ウンジに立ち ますと 3 附あたり の辺路 lζ

迩営や報道のひ とびとの動きが感じられたり ， レベJ レの少しずつ; 巡うラウ

ンジのいくつかの床によって，大会議場や中 ，小会議場の代表団の動きを

みる乙 とができます。 ζ のようにさま さ. まなひとの勤きが互に見 えるとと

によって会議場全体の状況を感覚的 lζ 担えることができるのではないかと

思 っています。

4 骨組の被覆( キャスト

について

ストーン)

一-1'，Yt 造体は鉄骨鉄筋の打放しのようなもの

だろう という想像もあったのですが，鉄

句で粗商の〔プレ〕キャスト ・ス トー ン

)I，lj の形をおとりになっておられますのそ

のわけは ?

鉄骨が大きいですし ， コンク リー卜 を打っても外周部にうまく回らな

55 



56 

し、。

その コンクリー 卜は被覆にすぎはい。その部分のコンクリ ー卜 は構造 lζ

似j らいていなし、。そういうコンクリ ー卜は打 ちたくなし、。その被淀がすr

わちプレキャス 卜です。

プ リンシフ。ノレは鉄'目.，ζ いきなり防火被賀川の 4 cmか 5 cmJ l J I のコンクリ

ー 卜のプレキャス卜版を取りつける。ほとんど純鉄' 円の柿造 lζ コンクリー

卜を打つとい う乙とに ，部分的な経験ですが( 東京都庁合の経験など) ， 

相当 1f! omがあった。架の下 lと同らないとか… . .. 。ああいう乙とはしないほ

うカ〈し、い。

もちろん，被置として， もっと t降くて l耐火性があり ，H: 卜.材としてもい

い材料があれば ， 何もあんな ｭ いものを ｾＧｉｔ 労して使う要はない。もっとも

お金の計岱ーもしなければなりませんからね( 笑い) 。プラスチックを合成

してやるという乙とも考えましたが，適当な試験機関もなく ，やっぱり ，

なれた材料，安心して使える材料がいい。

表而を中Ilにしたという のは ，キャス卜 ・スト ー ンは自然、の石ほど致常じ

ゃない。燐ける材料というのは ，よほど致宿でないと熔けないという乙と

です。一郎磨いていますけれど，それは水がかかるとか，瓦と称すると乙

ろなどです o *11商に したら風化がはやい ，コケ が生えてしまうし・・・ … 。だ

からそういうと ζ ろは打ち方を厳重にいってできるだけ箭にしています。

円本の建築でいえば，位 とか精造休というのは ，少し光をおびた細くて

テンションを感じるようなものだと ，ぼくは思っています。ぼくは ，そう

いうのが好きなんです。けれど，使う材料がプレキャストだから ，表現は

材料にしたがったまでです。

一一乙の建物の場合， ( プレ〕キャス ト・ス

トーンのテクスチュアと明度が，建物全

体の印象をかなり決定づけていると思い

ますけれど， ( プレ〕 キャ ス ト・ス トー

ンの明度をあのようにお下げにな ったと

いうのは打放し部分とか D T版その他の

部分との対比という乙とでおやりになっ

たのですか。

キャスト ・ストーンの色は ， ぼくが想定していたのより濃くなってい

る。なかなかむつかしいですよ。試験ピ ースでやったときには ， もうちょ

っとうすかったように思 うのですが。 しかしあれだけ大長になりますと ，

うまくコン トロールが利かないんだな。純粋の工業製JPIじゃないでしょ

う。モルタノレと砂利と砂だけですと武いろっぽくなったので，それを乙ろ

すためにスミを少し入れた。だけど，その調繋がむつか しい わけですね。

それでも ， 1I，'i れた日はいいと思います。去りや雨のとき ， 少 しくらすぎ

る。



4 大 会 議 場 のインテリア

一一大会議以の22閉気には，何か宗教性を感

じさせるものがあるようにも恩いますが

会議場ではス トラクチュアは台形で， シンメ トリ ックなもので，その対

称性が空間の性格を大きく左右 しています。それを変えるというととは ，

よほどのデザインの力がなければできない。とくに会議場というのはフォ

ー? }レな空間で，機能も対称性とか ，rl二I心をもっという性質があります。

宗教性といわれますが，ぼくはシンメ トリ からくるのではないかと思い

ます。

はっきりいいますと ，ぼくはシンメトリで，モニュメンタノレで，あるい

は， フォ ー? } レな空間より ， インフォーマノレな空間のほうが好きだという

ζ とです。だから ，ぼくとしてはラウンジのほうがたのしか った。

一一疋而のアルミのスクリーンだとか. 天列

の円維などのね らいについて 。

正面のスクリーンというのは ，おまり閉じられた空間なので，正而を抜

けるようにして，それと多少あかりの関係で，焦点が議長のほうへいくよ

うに導いていきます。

それから ，いまひとつ ，あの横にやはりア J レミのスクリ ー ンが面として

でてくる。 そ れはＩｪ ｊ ｊ［ ｾ ｦ です ｯ InJ; ヤを そのままデザイン lζ 伎う。 それは ，議

長地廻りのスペースが広すぎますか ら， もう 一回その11ftヤのスクリーン で

小さい空間をつくり安定させたのです。

天 fl: の円維の乙とですが， ブースのすく二!こに光源があり ，下から照らし

ています。つまり ，照明のための反射板です。乙の円盤をつけたのは，鉱

山した架の関係もあります。架が全部誠 11'，している場合は ，スパンに対す

る力学的なプロポ ーションが目でたしかめられますが，空調などのため天

井によって架成の弘ぐらいしか見えない。スパンとの比が変ってしまうた

め目で みて力学的な安定感がない。それを修正するため，あの円量生で梁の

中央部を限ぺイして，スパンとの関係を調按 しようと考えた。

4 イ ンテリアとアルミの彫刻等

一一一インテリアというカ入 レリ ーフ，ステン

ドグラス ，彫刻そのようなものを含めて

お話しいただきましょうか。

ど ζ l ζ レリーフなどをつけたらいいだろうかという乙とは ，設計を進め
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ている聞に ，大体かたまってきます。有名な方に個々にお願いすればでき

るんでしょうが，ぼくは ，それではものた らない気が した。まあ実験とい

うものをやりたいと思 って，ある程度訴のできる述 rl : J とタイアップしなが

らやってみた。

それで，ぼくの弟 ( 大谷文男) が彫刻をやっていますので，それと相談

しながら ，若手のひとたちにグループをつくってもらい ， 乙の建築をつく

った意図を説明し ，また現実にみてもらって ， 乙乙の壁は乙 ういう性質を

もっている ，それについて何か考えられるか ・と い う調子でやってもら

っ7こ。

ステンドグラスは，玄関からはいって正面にありますが，あれは二つ lζ

分れると とろなんですね。左手にゆくと会議場関係，右手へゆく と委員会

とか事務局関係への分れ道 なんです。

それと大会議場背而，rll 会議場背面とかの監を選んだが，場所の選定に

ついて彼らとディスカスしでかえたととろもあります。

レリーフなど彫刻的なものが多いのは ，建築空間をつくっている物質的

な素材と ，美術を乱li びつけて考えているからです。つまり建築をつくる基

木 的物質の表現形式のーっと して美術を考えているからです。

レリ ー フ， シャ ンデリヤ ，スクリ ー ンなどにアノレミを使ったというのは

最初 tc ，彼らに鉄を表現したいといった。というのは ， 乙の建物の基本は

鉄とコンクリートでできているんだが，鉄は全然表現されていない。そう

いう意味で，なにか欽がにじみでてきたようなもの … … そういうととをい

った んです。結局 いろいろやりま したが，欽 そのものは表現できない ，錆

びてしまいますから 。

そ乙で欽というものを ， 乙んどは金属 lζ 置きかえて，それが アル ミにか

わってきたんです。ア ノレ ミといっても 主として鋳物です。

アルミ自体が完全に成功 したとは思わないが，意図としては ，今後も考

えてゆくつもりです。

いままでの ，ただ， E 乙乙 lζ 壁岡をやってください ミで は，建築 lζ 参加

したという乙とにならないのではないかと思うのです。乙れからの問題と

しては ， もっと密度の日い努力一一空間をつくるという意図一一建築家と

彫刻 家 ・画家が，よりすぐれた空間をつくるという ζ とのために参加する

という意識ですね。

4 造 園 に つ い て

一一乙の造園について，お考えをお聞かせく

ださい。たとえば . 7 ) < 而の光りを重視さ

れているようですが・ー 。



'  

回遊式の日本庭園というのは ，ぼくはあまり好きじゃ IJ. いんです。あれ

は，石組みとか， コケとか，植物だとか，7k とか，部分的にはすぐれてい

ると思うが，全体としてはちっともおもしろくない。だから ，造因 lζ も，

m築でいうと ，構造 K 近いようなものがあ って ，大きいスケーノレになるも

のがよい。

ではと造図のときの構造ミというのは何かというと ，大地の基本的な状

況から J与えられると思うんですよ。なぜ水があるか，流れるか，そうい う

大地の関係をはっきりと表現する。

造問についてもう一ついえることは ，外部空聞にも当然，機能というも

のが ａｾ ・えられるわけです。そ乙から進国の形式が考えられる。会館 ｬζ 集ま

るひとびとの活動からみちびかれた ，外部空間の機能というものがありま

す。また ，会館と周 辺地灰との関係で考えられる ，外部空間のもつべき性

格とか機能といったものです。そのへんの乙とは ， コンペのときの設計要

宵lζ 多少かきましたけれと。・・ … 。

‘ 世界の国際会議場をみて

一一般後 Ic : : ，世界の国際会議場をどらんにな

って乙られて，何か感じ られたと乙ろは

ありませんかの

あまり感激はしなかった( 笑い) 。国連とユネスコ ，ジュネーフ' のパレ

. ドロ ・ナシオン。それからベルリンのコングレスホー J レ。主なものはそ

んなものでしょう。あとは小さいのがちょっとありますね。

国連の大会議場はなにか会議場らしいフンイキをもっています。ユネス

コは芯外におもしろくなかった。あれはネ J レグィの構造があるだけで ，イ

ンテリアの空間というものじゃない。ジュネ ー ブのは全然どうしようもな

い。辿築的にはね( 笑い) 。インテリアで気になったのはブースの窓です。

必要だからつけたという粍類のものばかりです。ぼくにとっては ，大会議

場は E 広場ミという意識がありますから ，いろんな人聞がみているとか，

多加 しているという乙とで，ああいう窓はおろそかにできない。エキステ

リア ・デザインでの窓をおろそかにしたくないのと閉じです。

ただ，デザインそのものからはなれて感じたととを申しますと ， ζ れは

条件がちがうとはいえ ，先 lζ あげた主な会議場は ，多かれ少なかれ，各国

の協力によってできている。円木の場合でも ， もっと諸外国との交流があ

ってよいと思います。国の機構， 円木のア ーキテク 卜の社会的地位など，

デザ インの上で外国人を導入す る乙とが困難になっています。

ユネスコ本郎大会議場

ベルリン ・コングレス ・ホール
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国立京都国際会館の構造設計について

元繊山政策構造設計事務所

現木村俊彦構造設計事務所

木 村 俊 彦

昭和38年夏，大谷幸夫氏を中心とする設計述合の国立

国際会館設計計画案が，公開競技設計の多数の案の中か

ら，実施設計案とし て採択されて，いよいよ ，その本格

的な設計 lζ 協力する乙とになった当時は，正直にいって

「一体乙の巨大で複雑な建物がどのような構造原理K 立

っているのか，どんな構造方式や構造材料を適用すべき

か」について，全く頭を抱えてしまったというのが事実

であった。けれども，約 l 年後の l昭和391'1三秋には ，鉄骨

の建方を完了し ，更に半年後のnn和40年春にはほぼコン

ク リー卜 工事を終え，それ以後今日 に至るまでは . i 建

物の味付け」と私たちが称 している郎分，つまり二次的

構造物やアクセサリー の構造物や ，残ったディテー J レの

処理が，引続き設計されてきたの

そして，それだけの時日を経過した今日では，建物の

隅々まで脳裡に焼きついてしまっているので，もう少し

も複雑だとか難解だとかは感じないし，むしろ至極当り

前の構造のようにさえ感じるのである。それだけに ，今

またEをためて設計ーするとすれば，あの点、はああ したい，

乙の点は乙うした方がよか ったのではないかという点も

多く ，私どもの力の不足を感じるが，それもさいわい近滋

地建，大成建設をは じめ，工事関係者の長期にわたるど

尽力によって救われてきた。大谷氏の; 0 : 1立がど乙まで構

造化できたかについても若干の疑念もないではない。

構造設計の本来の役割は，第 1 fCは設計者の怠図する

空間構成に適切な構造を創り出す乙と . );f i 2 にはそれを

必要でかつ十分な強度のものに設計する乙と . ri i 3f c は

以上の 2 点を十分保証する範閣で ，工自の節減を工夫し

工法と工J切に対する見通し を固めるととである。具体的

に構造設計者の扱う対称は，構造材料と構造方式の検討

や，開拓であって，その中 lζ 前記の構造本来の目的を十

分に織込んで行く乙とである。乙の} 郊分を私たちは構造

計画と称し ，また構造の設計と呼んでいる。乙れらの条

件を満足する構造物の構想、を創り山すまでが，きわめて

重要であり ，その構想、が建物の意匠も施工も工費も工期

も，決定的に支配してしまうのである。

構造計算は，そ乙で拙かれた構想が果して力学的に十

分保証できるかどうかの検定であ る。 構想あるいは仮定

された構造物がない限り ，構造計算は何の力 も発揮しな

い。計算はあくまでも仮説の検定であって，計算から物

を生み 出す乙とはできないのである 。合ＧＭｴＷ ｾ Ｑ ζ よって一意

(I 'J f C 決められるものは，せいぜい仮定された郎材断面の
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中の鉄筋立や補強用のカバープレ ー トのような ，最終段

階の部分 IC限られる。したがって実際の構造青|釘を行な

う以前に，仮説( 構想) →検定( 略計算，略設計) →仮

説→検定という 作業を何回となく ，時によっては何十四

も繰返す。その問に先述のよ うな意 匠 ， 工法，工 Ｑｾ など

の角度からも検討を加えていくのである。そして，乙れ

で大丈夫とい う見通しの持てた段階，つまり 構想の確定

した段階K . はじめて実施計鈴・をお乙ない，その構想と

計算で得た結果とをl盟国 K 表現していくのである 。

建物が，ラーメンばかりであって，構造材料が現) ; 1 ; ¥11

ちの鉄筋コン クリート か，鉄骨鉄筋コンクリートでしか

なかった時代には ，構造設計や梢浩計岡はほとんど必変ー

ないとい 4 てよかった。それは，せいぜい耐力時の配置

を考えたり ， 柱の寸法とスパン ， ｾ丈と階高を仮定する

程度の仕事でしかなかった。したがって，いわゆる構造

設計というのは，ラーメンの音' -:)，1で，補強鉄ii11を算出 し

それを図而化する作業の乙とを指していた。と乙ろが，

今日のごとく ，材料 も，鉄筋コンクリー 卜，鉄'局，プレ

ス トレス ト・コンク リー 卜， 軽量コンクリート ，プレキ

ャスト工法，高強力鋼，溶接リベット ，ハイテンション

ボノレ ト等々と多数の材料があり ，構造方式にも板構造，

fぬ板構造，大架構，小架構，吊構造. J ! 英構造，スペ ース

トラス ，現場打ち工法，プレフアプリケ ーショ ン，プレ

キャスト ・アセンブリングシステム，更にラーメ ンでさ

え曲がっ たり ，傾いたりしてくると，その材料と構造方

式の組伶せは無数に拡がって行く。乙の乙と向休は ，構

造の 自由度が飛限的に拡大された乙とを怠味するもので

あって. 大いに歓迎すべき事柄である。

しかし . i 臼山」を得る乙とは，同H与にその無数の可

能性の巾から ，特定の材料と特定の構造法を IJ 出忌; 志lζ

悲いて採択 しなければならない ζ とを怠味するし ，なぜ

そうしたかに対して ， 責任がともなうと同ｮＭ ｾｪｋ Ｎ ある程

度客観性のある板拠を持たなければならない。そ 乙に構

造設計の志議と立ー任とが発生してくるのである。そして

戦後の日木の構造は材料と構造法の自由皮を手にすると

同時に，構造設計という役割が. :(E来の構造計算のほか

に重要度を，! 日びてきたのである。

材料や椛造法が多様化するのにつれて，Ｐｬ ｾ誌の設計や

建築家のタイプも多様化してきた。そして，構造をデザ

インする建築家も多 くな ってきた。日木の塔や伽I位lζ 11{i!

らず，j1q欧の伝統に見られる各極の建築が，構造技術を

'  



いかに上手に躯使して建築をデザインしていたかを考え

てみると ，1及近になってみられる構造テ・サ‘ インの傾向は

近代建築がやっと近代技術を使い ζ なして建築本来の姿

にもどってきたのだといっても過言ではないだろう。

昔前の四角いrti f L 機械的な割付けの: 容が聞いたビノレデイ

ング，あるいはそのような骨組に粉飾を施してそれをI l jl

の建築のデザインと考えていた l時代は ，建築家の能力

の問題ではなく ，椛造技術がまだI; I' J発途上にあって，建

築のデザインに対して許容していた枠が，凶角いラ ーメ

ン構造しかなかったからではないだろうか。

そのような怒l床から! 挑めてみても ，国際会館の競技設

JI.' とは ，建築家による構造デザインが多数提案されてい

た。そして，大谷氏を中心とした設計辿合の乙の計画案

も明らかにその範踏に入るであろう。乙の傾いた骨組に

よる空間j の織成は ，きわめて独自な提案であると同" 与に

設計者にとっては，構造方式の構想が応募案の段階です

でにでき上がっていたといえる。したがって，私どもの

担当協力した構造の分野というのは，その原案の構造計

闘を ，より専門的に絞り上け¥ そしてその内容を詳細に

そして的確に図画化して施工者Iζ 引継ぐ乙とであった 。

そのような私とも の椛造 E没ぷ| の立j払にと って，ki も.!rt_ j:

労' したのは， lI !ft日! の問題であった。38年の 8) J 3I <頃から

完施設計の具体的条件が次第 lζ 固まってきて ，その年の

ぶにはすでにわ，¥: : 1' 1ち工事を発注し ，逝壬p:の 3) ] ;1;:' 乙は椛

逆1ms分の工事契約を成立させ，着工しなければならない

という乙とにな った。元米，設計というものは長いH寺|自

の聞にあ らゆる角度から図iiu上の検，j J を)J nえて，あらゆ

るJ互に行制いた設計ができるものである 。人| 出が門知事

に気付く」乙とや「物を考える」乙とのスピー ドは ，;{'i 

|二の先天的なぷ質や ，経験による{ 盗事長もあるだろうが，

占今東山を通じてそのスピ ード の限界はそれほと逃少し

ているとは思えない の設計の完成したD ¥物を，施工する

場 F?とは全く色彩の奥る仕事である 。優れた施工者が膨

大な人員を動員して ，一糸乱れぬ統制の下に l i Aな建物

を，設計凶 Ir 基いてお々と完成していくよう すは，ナイ

ヤガラ iik.fl j や，じ. 大なダムの奔流を眺めるような力強さ

や ＯｾＱ しさを感じるであろうが 。

それに， ＩＱ較 べて ， 設計という 仕 事はホソボソとした ｉｾｾ

だれのCj、を寄せ集めてゆくような「とびしさが感じ られる

乙とがあるつつまり施工をダムの水1"] を聞いた" 与の奔流

lζ 例えるな らば，技庁| はそのダムに水を貯めるようなり4

4 であって ，延人員をふやす乙とによってH与| 聞を短縮す

る乙とができない 。特に通常放った乙とのないような桃

造物について，デザインから強度，工期，工111，工法に

まで神経を配って ，1;0. 11与|品Jlr i' . l ! れなく行届いた設討をす

る乙とは ，本当f L J滋しい乙とである。設計者は乙うした

苦難をもちろん克服しな ければならないが，物理的なH寺

間の不足はどうしても施工が始まってから後の時間に持

越され，下手をすると施工の足並みを乱してしまう乙と

になる。設計期間の極度に短いl時は ，どうしてもその辺

の所に，施主や施工者の設計に対する理解を必要とする

のである 。それにしても ，許容される限度内で，できる

だけ完全に近いものに仕立て上げたい。その点に ，設計

ｾ合をはじめ私どもの苦心があった。

私どもの採った計画の進め方の要点、は次のような方法

であった。そして，その到達した結論が建物の構造に具

体的に示されている次第である。

材料と構造方式の立案と検討

(1) 建物を 5 つの Wi ng (M. S. E.G. A)  ，ζ 分け ，柱列，

錯綜する床レベ j レを整理 して基準線を設定する。

(2) 柱，認，床，壁，耐火被夜，基礎工法について，考え得

るあらゆる材料，工法の組合せを仮定して，その優劣

を判定する 。乙の比較検討には ，概算- ，略算をふんだ

んに援用して簡便に ，能率よく，的確に判断する必要

があった。総工費の見通しも ，ζ の段階で幾度となく

樹て直した。比較，検討には ，各システムや材料の利

点，欠点を網縦した作表法を採用し ，概算，略算しによ

って客観性のある資料を用意し ，経験的判断や各項目

のウェイトを加味して判断を誤まらないように留意し

た。比較に際して注意の払われた点は ，特 l ζ(a) 内部空

間の適不適，(b)平面計画上の障害、(c)重量の大小，(ct) 

材料の適性，(e) 詳細設計の難易 ，(r)経済性，(g) 応力解

析の難易 ，(h)施工の適不通，などの諸点である。また

各方面からのA' 盾Iする希望や，矛盾する 利点欠点をで

きるだけ丹念に調べて十分議論し ，より高次の解決l乙

高めてゆくと同時に 、局部的な欠陥は局部的lζ 解決す

るよう先送りにして ，根本方針や大局的な問題，r は，

余程の乙とがない限り，フィ ード ・パックしない。

(3) 上記のような立案や検討によって到達した結論は大

町住 ，次のようになった。

. M似，S 似， G械は 8 - 5 階で縦; 形の大架構を組む。

. E 械は 8 - 4 階で梯形架構を組む。

.  MtJtiの 5 ，6 階， S 年Rの5 階， E 年Rの4 階，および

A fWは逆脱; 形の銀鱗にして ，M年U，S  株では中柱を

建てて大柴構で受ける 。

• M， s tJ t i の大知構の内) ¥fSのl末lζ は，斜めあるいは垂

直の柱を適宜設けて ，Mi nor  St ruct ur 巴 とする 0

・位の傾きは ，倒れの内 ril. iで40ハ00，外面で42ハ∞Iζ

統一するの

・骨組は純鉄骨溶段構造とする 。

Ｎ ａｾ 構の柱断面は日の字型， その他の Mi nor St -

ruct ur e や校往の断而は口の字型とし ，梁は I 型と

する。柱の傾斜している所での桁行きの梁は傾いた

I 型とし ，すべてプレ ート の熔接による ビルトアッ
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プセクションにする。

・位継手は現窃熔接，桁行きの I 型梁は梁端で柱側面

ｬζ 直 ｊ 安現ｾ治法し ， 日長問方 ｉￎ 司裂だけは ， ｾｩｍｽｾ￟ のー部

を柱からブラケッ トにして出し ，鋲接合する 0

・小梁は鉄骨として ，床はすべて現脇打ち鉄筋コンク

リートとす る0

・階段エレベーターシャフトは現j必打ちコンクリート

とし，外壁は主としてプレキャスト ・コンクリ ート

とする。

.  ;住，裂は 4 階床のレベ J レまで断面内1 ( コンクリート

をれ込み ，そ れ以上の自 ｾｉ 分は中空鉄骨とする。柱の

鉄骨内郎に充 ｪｪｾ されたコンクリートは，強度計算Ｚの

対称とするが，それ以外の被被コンクリー トは強度

計算ＱＨＧｴￎｾ入しない 。

- 柱， EZ2の被覆は，見えない部分は現易atJちコンクリ

ー卜 とし ，見える郎分および現場打ちの困難な郎分

には ，プレキャス卜 ・コンクリートのカグァリング

を施す。

・地業は既製コンクリート杭( 主 として径 3∞) とし

岩量産より上郎にある中間陪の砂利の第 2 周で支持さ

せる 。

・鋼材は S S39とする が. 25m m - 40ml l l のJ'J 板で T

型継手を受ける板は S M4 1 B を佼mする 。乙れはラ

ミネーションによ る降板の;/: 悩jf を避け るためであ

る。

おのおの結論に到i主した理山や経過は省略す る。

節点詳細について

乙の構造の品大の特徴は，傾いた住によ る架椛の織成

である 。また ，その然椛を純鉄何 rii 接構造とした点、にあ

る 。 欽， Ａ ｲ ｊ ー を採用した丑ｾ山は ， スパンの規模や部材の寸法

のがJ合から制約，施工の難易，仕上材の決定が時間的に

できないととなどの理由から先述のような各耐の検討を

経て到達した乙とであ っ た 。 特殊な鉄骨 Ｎ ｾ椛を ｭ 刊した

11.] に必ず逢若する難問は ，柱， E誌の断I扇形状がその特殊

性から定まり ，そのような特殊な断面の位と裂とが遊i註

するミ附IJ 按節点ミを解決する乙とである 。節点は部材応

力も Mも人; きくなり. t祈l似の接手も必史ーであり，大低 l

本の住に Ｔ 方向 か ら 裂 が ｾま っ てくる 。 架構が大きい上

lζ 往が傾いていると ，その節点の洋和lを鮮かに解決す る

乙とが，構造の設計の扱II を握っているとい っても過言で

はないだろう 。

乙の建物の協合 ，とのような節点の数は約 1， 4∞ヵ所

ほどあり ，柱および 4 方から集まる梨，あるいは傾いた

位同志のように . 1ii J点、 I ( Wまる部材の断直1形状の組合せ

は総数にあり . !lQ1L . 各; 取材の方Ir，J. レベノレ. :ii l材の板

j立の差まで考慮 lζ 入れるとほとんどの [D点、が全て臭って

いるのである。乙れを限られたH寺関内1 ( . 強度上の保証

• 
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を確かめ，製作上の可能性を固め ，積算: ができ，また全て

の節点がすぐ製作にかかれるだけの寸法資料を設計図に

盛込まなければならない。さいわいな乙とに ，との巨大

な建物は特殊ではあるが，すべてのl If5分に共通した構成

l原理が繰返し反復さ れている。そのため ，無数の節点も

その性絡にだi 目すれば ， 7 つのタイフ。に分類できた。わ

れわれはそのタイプにそれぞれK 型 ，K 型 ， J 型 p 型

P 型 ，L 型 ，V 型と名付け ，その 7 つの桜準&H剖を考案

して行なった。標準詳細について，強度，製作，賀用の

検討を十分加えておけば，個々の節点の寸法の変化 は，

組合わされる板厚 ，溶接 サイ ズ，などを記号化して，そ

の数表を与えれば，すべての節点を網羅する乙とができ

る。乙のようにして ，短期間 IL洩れなくすべての節点を

網縦して検討したので‘ あるが，それでもなお例外はある

もので 7 つのタイプの中 Iζ 分類しきれないディテ ール

も大小合せて数十カ所に上った。

乙の計画案は ，独創的ではあったが，構造的には「柱

がちょっと傾いただけ」であって，決して飛躍的な新技

術とか，新構造というほどのむりはなかった。むしろ ，

邸形のカに対する迫り持ちの効果は ，ブJ 学的には大い iζ

有利な結果をもたらしている。その点は計算や図面の段

階で1!fJ白 lζ ぷわれていたが，そのディテー J レの解決は苦

心のいると乙ろであった。

ζ の松! 準節)JJ ょのディテー l レにおいて，わざわざ厚い位

のフランヂ板を節点毎 lζ 切断し ，梁のブラケットの水平

なフランヂを通し板にしたのは ，む干の溶r &! 1えの増加lを

犠中|ーにして も，) 享板のラミネーションによる制再It の危恨

を避けたもので ，圧縮成分の多い住の板を切断する方が

合理的と J5・えたからであった。常H寺j，iI illlc対する重要性

が比較的少い Ni 方 lilJ の裂は，柱フランヂに直接現場で突

# せ溶接として ，乙の部分の位フランヂの厚板には溶接

性 lζ 適した S M41Bを使j 日した。乙れらの溶接の施工 IC

対しては東大 ('1
'
研究室の有安氏に指導監督をお願いして

綿，，t ，な施工言| 阻害を作成して災施した。

解析および図面化の方針

l時間的に構造設計だけが先行しな ければいけないので

各郎の仕上材重量などについては ，治二Fの余裕をみた仮

定のＡ也で ＮｽｉＧｾｾ を開始しなければならなかった。鉄骨が建

上がって後，決定した仕上荷重に2まずき，全 l町内に再計

算: をした結果，ほぼ原計算: の仮定で支障のない乙とを確

認した。応l Ij5的には数パーセントの不足を来たしたと ζ

ろもあると忠うが，通例の雄物 Iζ 許容されている限度よ

りは十分小さく ，完成したものに対する安全度は確保さ

れている。i U 物の特徴である梯形架織の解析には「鋭角

法精切式」をたてて，精算式の演Z;1; は，式を一度分解し

て表を作り ，機械的に計算できるようにして，辿乗の可

能な程度の計算機で計算した。基本式の誘導には ，早大

谷研究室の木原氏の努力に負うと乙ろが大きい。

また ，建物は平面的な拡がりが大きく ，荷量の平面的

分布の状況も著るしく変化しており ，吹抜け ，床 レベノレ

のl喰い迷いも多いので ，通常の水平荷重l時計ti: のように

「建物の全地以力を合計し ，それを柱や梨椛の剛性 IL基

いて再配分する」という考え方は不適当と恩われた。そ

こで，各架椛の柱と梁の接合部( 節点) 毎 l乙，その負担

範囲の荷重を算定し ，それに震度を乗じたものを ，各節

点に働く水平カと して解析した。

乙の際，同列の梁の上 lζ 並ぶ荷重は集計して各柱 iζ 再

配分した。いいかえれば実在する荷重はその近傍のラ ー

メンで-支えられるように「釣合条件」を優先して解析し

骨組の変形の適合条件( 分担率という概念の出発点) は

実用的見地から 2 次的に考慮するにとどめた。静的計算

においては ，同ー形状の柱は，その負担荷重に応じてそ

れに過した板厚を選んでおけば，ファイパ ース トレスが

許容応力皮で押えられるので，理論的にはほぼ同ーの変

形を示すはずだから ，i ' - J 合条件を優先して解析しておけ

ば，変形の適合条件は ，ほとんど近似的には充足される

結果になる。と ζ ろが，それを逆にして，分担率を優先し

て解析を行なうと，極度の偏りのある荷重条件の時K は，

& も大切な釣合の条件が崩れてしまっている乙とがある

ので注意を要する。

鉄骨骨組と鉄筋コンクリートによるコアーのシャフト

が，水平荷重時に動力学的にどのような力のやりとりを

するかについては . 後日になってからかなりな時間を割

いて解明しようとしたけれど，手計3?ーではどうしても手

におえなくな ってしまった。そのに辺ついては ，本格的

な蕊礎研究が開発される乙とを切望する次第である。

十分，案の固まっていないものを図面化するには「描

いてみる」乙とと， r考える」乙とと「訂正する」 ζ と

を繰返し繰返しやらなければならない。特K 時閣の少い

i時には ，ｾ誌を 頭の ｉ Ｎ � で創って から 描くのでは返すぎるし

山来上りが貧国なものになる 。そ 乙で，乙の設計図の作

製』ζ 際しては、Dr a w and Correct " という試行錯誤を

徹底的に採用し ，若いスタッフの強靭なエネルギーによ

ってまとめ上げたものである 。構造図は大版 ，ｾ� 版とり

まぜて，杭， ｾ区体の設計図および追加参考図など併せて

約 150 枚( 第 2 次工事以後は別) ，それに基く鉄骨の工

作図は約 350 枚であった。

l政後に乙の建物 lζ 使用された構造j 日資材の板略は設計

11与の杭算によれば

(1) コンクリー 卜深 約 2，500本( 0. 3;;j>:/3. 3m' )  

(2) 欽'円・ 約 3，5∞t (  0. 41 t  /3. 3m' )  

(3) 鉄筋 約 8∞t (0，095 t  / 3. 3m' )  

(4) コンクリート 約 20，0∞m
3

(2. 35m
3
/3. 3m' )

(5) 型枠 約 130，(別 m
2

( 15m
2
/3. 3m' )  

(6) プレキャスト ・コンクリ ー ト

( 往，架，壁の被夜および仕上) 約 13，従)() m
2

( L  6m
2
/ 3.3m' )  

であった。
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国立京都国際会館の設備について

桜 ｾｈ￟ 築設備研究所

福田鋼ー・野口 勇

本邦初の本絡的国際会議jおとして，伝統ある山紫水明

1! 1 i ¥光明胞の古都，京都は宝ケ j山ζ 国立国際会館の建設の

ための競技設計が行われて以来 3 年有余の才月を経て，

今やその偉容を衆自にさらしている。

本会t ! i: l i 主設の目的は ，周知のように，政府または国際

機関ならびに学術団体，文化団体などの主催する国際会

議に供するものであるが，会館の運営上 ，各部の国内会

議 ・文化活動の使川にも供すると同 H与に一般参観者の見

学をも考慮に入れなければならないという条件を兼備せ

しめられる。

本会館; ま，各会z議以を LII 心 lζ ，代表団 ，jlli 営事務局.

報道機関 ，t控除、 ・見学者 ，および管理事務局の 5 つの系

統から情成されているの

乙れらの系統の多縦性からＱｍ求される ， 険 ￭ｩ ｬ＿Ｚを ｩｴｴ 築［ＸｾＺ

ｼがのモチーフ ｬ ζ 調利させ ， また経済性のあ ｴ 縦 ｩ から，犯 ｾｪ 淫

され具現化されたものがん; 会館の設{I I / i である勺

本会館の設備工: j ( の極日は

(A)  空気調布 l設側L Cド

(1)  I暖房設備

(2) 冷房設備

(3) 換気設備

(B)  給排水衛生設備工事

(1) 術生7*具設{ J / I !

(2) 給水設似l

(3) 排水設備

(4) 給湯設。1m

(5) 消火設備

(6) ガス設備

(7) 浄化糟設備

(8) 焼冷炉設備

(9) さく井設備

(10) 飲料用冷水設備

(C) ｾｉｬ気設 備工事

(1)  受変I U設{J 1!i ( 乾式)

(2) ｾＷＱ ミ面白設備Ｈア ｊ レカリ ｉｇ 池Ｉ

(3) 自家発' 心設Wi

(4) 動力設備

(5) 氾灯設備

(6) ' ，l ! : 話設備
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(7)  同時過活設備

(8) 放送設備

(9) ページング設u I I i

(10) 有線テレビ設備( 表示器としてi * J l D

(11) インターホ ー ン設備

(12) 放i 25rj 1継投似l

(13) アンテナ設備

(14) Ｇ，ｬＡＺ ｾｴ ｬｬ Ａｪｊｉ 設似 ｬ

(15) 火災報知器設ulli

ＨＱ ＶＩ 避 Ｇｊ ｾ 創設ｻｊ Ｏｩｩ

(D) 昇降機設hiii 工' j (

であるが，木fi: :)で・はII 築計画上l刻述性の大きい点を取

り上げて氾したい。

空調計画について

空加設備，iI" ITll i! C 際しては ，とくに会議切の. i i l l 首のあり

方に ついてー|・分なI ! J j 鮮が必要であり ，その伏JTl状態を巡

『止に つかむととがi訟も重要な襲来と思われる 。

たとえば，会議開催仁11，大会議場または I1
I
会滋樹を II

I

心として代ぷ図室 ，委員会室などの消室と，そのイ，j- 1，局す

るロビー，ラウンジの利用度などは ，ll 築動総 lζ! 刻.i!liし

て ・時的 Iζ 過密状態がと ζ で主Eじるか，議境運営中の相 l

互 ｮｾｪ の 打 介せ ， 抜 ｪ 少なとはど乙で行なわれるか ， なとで

ある。また会議助についても，議問 Iζ イ、j 服して傍聴席，

J己創市もあり ，会議の極類，性絡なとにより ，その収容

人員 fC大幅な j匂減が考えられる 。なおかつ凶際会議場と

して使月i される尉代，人陸差ーによる/ ! n' d. i t 感覚の粧l迷点も

考慮する必裂がある 。

一方外気条件に ついて も，国際会議のI)N{即時期は ，そ

の開催地の気象条例z のよいH寺期 lζ 数多くI J rJ催されている

乙とを考え介わせると ，比較的，わが国の気象条例のよ

い春秋 fC多くなる乙とが予想され，IIJ 間期空調tζ 重点を

おく乙とも必要である。

各議湯の.iili 営方法は ，多極多機であり ，それそ、れ付属

する自; j i墜について系列化する乙とは困難である 。また五L¥

営上における 収容人員の数は ，その内容により全く異な

るため ，碓災 IC犯握する 乙とは不 "5能 IC近い。

各会議場の使用度とその組合せは ，会議の規模 ・内容

によりいろいろと 相違する と恩われる。たとえば，国述

4  
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総会，ガッ ト総会なと、では会議を梢成する人員数から

見て，大会議窃の使用ひん皮は少ないが，その付属とし

ての '1
'

・小会議場，委員会とさなどの{ 史川ひん皮は多くな

る乙とがうかがわれる。数多くの凶際会議および園内会

議においては l∞名前後のものがも っとも多いといわれ

ている。

会館のもつ本来の目的からするあらゆる国際会議およ

び園内会議に順応させる乙とは ，'1] ・小会議場のみの使

用とか，会館のある一部分の使mとかを考慮 IC入れて ，

空調方式の決定についての一つの条例と考ーえられる 。

また会議開催以外における 一般参観者の見学を考慮す

ると ，さらに乙れに対処する袈系が増加してくる 。そ乙

で方式の決定として，以上の要点を折り込んだものとし

て，個別万式を採用した。 一般に空調方式としてはセン

トラJ レ方式が段も多く採用されているが，

(1)  議場の使用ひん皮およびその組合せが不確定であ

り，推定が困難である。

(2) 巡営上から計画された建築怠匠および構造上の制

約から，ダクトスペースがセントラ J レ方式には不足

である。

(3) 使用されない郎分も同H寺lζ 空調される可能性が多

く，不経済運転となる。

などから木建物の空調方式としては不 liUであ る。

吏lζ 個別方式には下記の不IJ.，! ょが考え られた。

(1)  議j必のえij' 日と並行してili 転が可能である 。

(2) ブ':11立による非主主u' ，:i 変化 lζ 対処容易。

(3) 人員の移 ｲｾＩ に対処で きる ｱ

(11)  組介せに関係がなく 111 J 虫迎転がでさ ，経済性をも

つ -n、る内

(S) 搬i孟ダク トスペ ースが少なく ， ダクト工貨の低

減勺

(5) 項については ，セントラノレ方式の場合の機械室面. fi'l

と予定される夕、ク 卜スペース tu: j積の合計を 1∞とすると

個別方式の場合は 120となり，機械室所要面積は全体的

IC増加する 。

冷 却l 応

しかし，議場述蛍上から制約された条件下では ，205'ぢ

の11'9は ，機能の不確実さから述営上の合理性を欠く乙と

から比絞すれば，他少といえるものである。

空調の系統は ，下 記のごとくにした。

A  C - 1. ラウンジホ ーノレ系統

2 食営宴会14; 系 統

3. 報道事務室系統

4. 迩笹ii 訓告 ( N) 系統

5.  11 ( S )  

6. 11 ( ロビー， ラウンジ〉系統

7. 傍聴ラウンジ ( M.rJl O 系統

8. 小 '1
'
会議財ラウンジ系統

9 一般管理系統

10. 'ol . . i : 話交換室系統

11. 委員会室系統

12. 委員会ブース 系統

13. 議長団， i23空室系統

14. 大会議( 議席) 系統

15. グ Ｈ傍ｉ￻ ｾｏ 系統

16. 大会議窃ブース系統

17  中会議場系統

18. 1:1コ会議場ブ ース系統

19 小会議場 A ( 議席) 系統

20.  11 ( 報道控室〉系統

21. ノl、会議場 A ブース系統

22. 小会;i 義以 B (議)，1';) 系統

23.  11 ( 報道控室 N ) 系統

24.  11 ( 縦道他室 S ) 系統

25. 小会議場 B ブース系統

26 傍聴ラウンジ ( S ｾＣＱＩ 系統

27.  S  t地51牧 JHli 主系統

28. M株 5 ・6 階事務室系統

i品湿度条件は ，京都地方の ，銑地ICありがちな夏期は

i白温，冬期は厳2主である乙とを考慮して，下記条件を採

Jl J した。
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溢 湿 度 条 件

間 潟 度 。 c I 鵬 湿 度 必

34 70 

hl 外

冬 期 - 3  40  

夏 期 26 50 

冬 期 20 50 

屋内温度は ，種々と論議されると乙ろであるが，会議

場の性絡から諸外国人の感覚相迭をあわせて考慮 しなく

てはならない。幸い個別方式の採mにより大幅な調整は

可能である 。

熱負荷は ，大部分が内自:11負荷である乙とはいうまでも

ないが，とくに議以における j照明器具ーおよびT ・V lj J継

11寺のj照明発生熱註が大である 。

さて，熱負荷の内容として問題となるのは ，外部i負荷

の変化， 人員の増減 ，J照明器具による j曽減などである 。

またl喫煙による新鮮空気E のj魯加 も考え合わせて計画し

た 。 議場のｪＩｩｾ 催 時 期 は 前 にもふれたように春秋に多く開

催 される乙とを条件に加 えなくてはならない 。中間期 に

全外気運転のみでは ，議場内の熱負街の処理Hとは不完全

であるので，冷熱波、の確保も注意を要する 。

上記の冷熱波、の確保のために中間期月l冷涼機を設置

し，夏期の不安定要業のための対策と合わせて蓄熱水槽

をi没位した。

各系統の空気調手fJ 器は . それぞれのブ ロック内 lζ おけ

る機械室に設け られ. そのブロ y ク内処理! の方針で計画

したのでダク トスペースの問題は比較的円滑に処理され

た。

重量機器は地下 11槍機械室 Iζ 設置した の

しかし ，地下 1 階機械室および 4 f.杭 JjJ ・小会議場機

械室に隣接して，代表団ラウンジおよび会J義場なとがあ

るので機械室の気密性はもちろんの乙と ，騒音，振動 lζ

ついて特に考慮した。

ダク トの消音は要所に消音角 エノレボ( グラスウ ール50
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キ セ ノ ン 照 明 地

'II)/n内l 1，!i り) および消音チャンパーを設け i並; 音について

は機械室内ダク 卜はフレキシフソレボ ー ドおよびモルタノレ

塗り仕上げ と し，消音およびｾ音効率を上げるよう計画

した 。

方防振については，送風機，ポンプ，冷泌機など振

動街iとなるものはすべて防振ゴムおよびフレキシブ J レ継

手を使用して防振を考えた。

その他発' 屯装置の述続運転に備え，空調j羽冷却l塔 3基

のうち1 ; 1 まを発唱装置冷却水用に切替えて佼用できるよ

うにした。

大会議場の空調設備について

大会議切は本国際会館を代表するメインホールであり

辿 築 創 出内lζ もいろいろと 神経を使われた所である。 if!i'

lζ 空調関係では天井両が非常に高く ，室の温度分布，騒

音，到i主距離，その他 の関係で吹出口は，全体 的にノズ

J レ型1火山口を採用した 。また天井面よりの! 照明が多く，

その発熱が室内におよぼす影響が大であるので特 lζ 天井

内の換気を考えた。暖房H寺は ，新鮮空気負荷，屋根面よ

りの損失をのぞく室内負荷を ，パ 才、J レヒー テイングによ

りまかない ，温風暖房と制射暖房の併用と し， 室内の温

度分布を勾等にするよう計図し た。

なお会議Jt_Hζ 付属する報道ブース，同11寺通訳ブースな

ど放送関係室 1(1刻しては ，特 lζI次出口 ，! 政込口 ，手rjiHζ

消音角エノレポを 3 カ所ないし 2 カ所取付け先IJ4iを上げて

いる 。また I次出口， 1，汲込 LJ はノズノレ型を川い，吹出口は

l次出方向を在室:蓄が自由 lζ 設定できるようパンカ J レ一円

一型とした。

乙の他Iζ 中会議湯. 小会議場. 委員会室，などがある

が，空調計画については上記大会場と |吋じ考えで3十闘を

進めた。

給排水衛生計画について

当初計画において井水脈がなく，飲料朋 ，維月J7. l <朋と



もに全面的 lζ 市水の依給を受けて配水する予定で計画の

とこ ろ，付近敷地内において水量は少量であるが，水11反

のある 乙とが確認され，さく井の うえぜひを決定し，雑

用水に使用する計画となった。しかし ，当初は沈砂のみ

で使用可能と息われたが，実際 f<:: 錫71 < 試験を行ない，水

質検査の結果，鉄分が多く ，衛生陶器その他 1<:: 悪影響を

およぼすので急速伊過装置を設ける乙ととなった。

井水は館内の洗浄用 ，雑用7. 1<1ζ 使用し ，屋内 ・屋外消

火栓の水源とし，また敷地内の散水 ・洗車用 1<:: 供給する

ようにした。

排水計簡については ，敷地内排水路および岩倉川の改

修工事などの計画にあわせて計画し ， 雑用水は直接放

流，汚水は市下水道の施設が昭和45年以降に完成する予

定なので，敷地内にし尿浄化槽を設け ，浄化後放流する

乙ととした。

消火絵は井7 . 1 < を水源とし ，屋内 ・屋外消火栓の設置を

計画した。またロビ ー，ラウンジなどにはスプリンクラ

ー配管を計画した。

給湯はセン トラノレ方式を計画し，各洗面所 lζ 給湯する

ととに し，鋼管配管を行なう計画で進める乙ととした 。

飲料用冷水は セントラl レ方式として当初計画したが，

使用場所の自由性をもたせるために ユニ ットクラ 一式と

して計画を変更した。

焼却炉の設置については ，重要書類処理装置の設置を

計画したが，その重要書類の取扱い，搬送方法なとの手

段が不確実であるため，普通の焼: L{J 炉を設ける乙ととし

fこ。

電 源 に つ い て

関西電力松ケ崎変屯所から 22K V専用紙iで引込み ，館

内屯気室の乾式機器により ，降圧し ，館内各負荷 lζ 配屯

する 。配電々庄は，高圧電動機は 3 相 3 線式 3，3∞V ，

低圧電動機は 3 相 3 線式220V ， 電灯は単相 3線式 210/

105V である。

また，地域条件として，宝ケ池周辺はｾ苫害の多発地

域の一つで、ある乙とと，関西電力から本館に至る配電線

の内，松ケ的変笛所から都市計画道路部分の埋設ケ ーブ

ノレまでの聞が，製ZE配活線である乙とを考慮し ，会議の

進行に支障のないように しα氾K V A の臼家発屯設備を

設けた 。自家発Ia設備の設置目的としては上記非常用IG

imt、として設ける他K ，中間j羽冷房の必要性に対処して冷

凍機 l 台の運転ができるように ，契約屯力量を超過する

負荷 l ζEi i 力を供給する，いわゆるピークカットを行なう

乙とがある 。その方法として，電気 (1甘lζ 安定している 25

灯負荷と寅'" l ; i 剖線から遮断器により切り離し ，発砲機ZG

力を供給し ， 300K Wないし 400K Wのピ ークカ y 卜を

行な うようにした。

発屯機冷却水は ，発電機室床下 ( 2 重スラブ部分) fC 

ω m
3

の冷却水槽を設け ， ピークカ ット運転l時は温度検

出器および屯磁弁で，水槽内冷却水温を定温に保つよう

に井水を補給しながら ，総用水用弁水を循環して使用す

る。また，停電運転l時は，弁切替えによって空調用冷却

i蓄に冷却水を循環させて使用するようにした。

なお，本発電装置は，乙の程度の容量ではまれな高速

機関を採用し ，装置の縮少化と価額の低液化を計った。

機関の大容量と高速化による発生騒音の遮音と防振につ

いて，建築内装工事と消音器 lζ 特に留意を計り ，他室へ

の音の伝播のないようにした。

排気音消音のために ，低音部除去用語ヨ波型消音器 1 コ

と，中高音部除去用吸音型消音器 2 コを計画した 。乙れ

に煙突自体の消音効果を合せて N C- 50の条件を満足し

ている 。

中央監視室で，受変電装置の遠隔操作監視，自家発包

装置の監視，館内電動機の系統利遠隔操作監視，空気条

件の監視，火災報知器，昇降機，屯気時計なとの殿視，

fb灯回路の選択投入，外灯の自動，手動点滅などを行な

いうるようにし ，保守人員の合理化を計った 。

照 明 に つ い て

ミ国際文化の交流改善に寄与し ，外交の飛躍的発展 1<::

資するミためのミ観光と国際会議場と両目的を兼ねたミ

建物として，芸術性の香り高いデザインに調和した!照明

を目途し，美術家グノレープの協力をえて，それぞれの場

に適合 したデザイ ンと l限度と した。

! 限度は，およそ照明学会推奨! 限度とし，光源について

は，館内の代表団関係諸室は ，後光灯と白熱灯のカクテ

ノレ，傍舵、者関係諸室，会館運営関係諸室は鐙光灯，屋外

駐車騒は， キセノンランプ，庭園は ，水銀灯を基調とし

fこ。

本会館の主ホ ーノレ大会議場の照明は，床から 16mの高

さに位置する ， ミ天空をシンボラ イズした光る円板、か

らかもす厳粛なム ード と落着きをえるため，また会議場

内者の視線を集中させ，会議の演出効果をよりよくする

ために，間接手法による場内全般照明と，スポッ トライ

トによる演坦，議長団席の局部照明を併用している 。

なお代表団防 1<:: は，主としてスライド 1!!Ji: 写/ 1与に使用す

るために ，机上 1<:: 円球形のJ¥日明灯を設けた。

間接照明は壁面 lζ 沃素ランプを設け，天井部円板を照

射し，乙の反射によ って所要照度をえている 。映画の映

:写のために調光設備を備えた 。

乙の沃系ランプは，かなりの熱を場内 lζ 発散し，乙の

熱が空調の冷房負荷 lζ 加算 されるので，水冷式を係用す

るζ とにより，その熱の除去を言|った。冷却水は井水を

もe . 川し，7. 1<冷方式としては ，器呉市J聞に設けた 2 枚の 10

m mJ享の強化ガラスの聞に冷却水を流通させ，透過光か

ら熱源を除去する方式とし，乙の水 フィJ レタ ーはカ ー 卜
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大会議場水冷式沃濃ランプおよび上部吹出ノズル

リッジ式とし保守の容易化を庁| った。

とのフィ J レタ ーを取りつける乙とによって ， 1灯当り

l K Wの熱旦を除去する乙とができた。 * 議場では 1. 5

K Wを32灯設置している 。

関ーl 水冷式沃オ:ラ ンプ

| 冷却水

同時通訳および拡声設備について

* 設備は国際会議の円滑な運営に欠く乙とのできない

設備のーっとして重要なものであり，高度の信頼性を有

する乙と ，操作など辺用が容易であるとと ，使用者の長

時閣の使用に疲労，不快感を与えないととなどの条件を

満足するものとして， システムを考えなければならな

b、。

乙の設備は ，発言者の音声を噌 rl J7，告でi首巾してそのま

ま邸内に放送すると同時に発言者の音声を糊訳ブースl乙

送弘通訳が湖訳した数カ国語の音声を場内受話器に伝

述し ，受諾者が任意の言語を選択受諾するもので ，Ｑｮ ｗｾ＠

方式，有線方式および有無線混合方式とがあり ，それぞ

れのω:よとがあるが，本会館では，経済性と安定性を豆似

し，先日回路，すなわちマイクロホンから ilii l御卓，継'，u

rAJ 促までのI:J Jを有線とし， 受活[u[l的は ，すべて'dlf滋放に

よるＱｬｬｾ総とした。ＡｪＢＡ ｦ ｬｃｩￌ怠せねばならない乙とは， ミマ

イクロホ ンのIlf J 閉操作を発意昌i " I こさせてはならないミと

いう ζ とで，そのために ，7 イタロホンの選択盤会以内

1e ，j' -li 'を ・. ; 立に見渡せる場所ι 没けねばならない。本書症

の操作者は議事の述営上 t '，: 行lζi 議長J . I ';， 調ま皇室との辿絡

を欠かす ζ となく会議の流れを把仮せねばならない 。ま

た英語他数カ国語1 C l ; ! 1 ; 能である乙とが望ましい。

IJ i I 際的な通訳が翻訳 lζ 従事する通沢ブースは ，全神経
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大会議出 トー ンゾイレスピーヵ ーおよび議長国席mタールレイランプ

を集中する制訳業務l ζ63わるにふさわしい! 副主性を有す

るとともに ， 外 ＱｾＱ 音との［ｭ［音を ＴＰ､ b 以上取るように ，

前而ガラス，壁，天: 11・などの建築構造，仕上はもちろん

設倒的にも十分留ぷせねばならない。空調の l火山 ，! 以込

uからの消音，. i i l l ; 苫 ，U 気器具のl収付方法なと‘制11心の注

; 立を払う必要があ る。

大 ・中会議場企の原話事よ声設備は ，大会議場は ，3'i m止

が非常 Iζ 大きいため ，"' .1会議場は多目的ホー J レとして伏

期するため ，同会L音響によって，音声の伝M¥を計るよう

に，建築音響も考・えられた。乙の場合室内音響は ，音源

の指向性と音! J . ，j帰還をt J ; 本的条件として考え ，スピーカ

からの直接波管場と ，ぼなどからの 散乱波音場との比が

大きいほど，19J 限度を大きくするという乙とから ， トー

ンゾイレスピーカを使用する乙と κ よって，指向性を鋭

角的にし ，スピーカから放射されるパワーの大部分を吸

音率の大きい床( 床仕上は全部ジュ ータン敷) にむけ ，

極力散乱波を少なくする ζ とによって，増巾系の増 rl11交

を上げる乙とができた。乙の場合場内の散乱放係数は ，

ノl、さいほどよいのはいうまでもないが，他のスピーカシ

ステ ムlζ 比べてさほど問題にならないはずである 。

また装置全体の増けI皮を上げるために， マイク ロホ

ン，スピ ーカを含め使用機器全体の総合周波数特性を極

力フラッ トになるように ，製作せねばならない。

各機械室およびシャフトについて

機械室の機械配 ｩｬｾＧｌ は Ｉ ｊｉｊ 凶を参 ｬ ｬ ｊｻ された い 内

各機械￡ｉ ｬ￺ｩ 般の ｾＡＡｊＱＧ［ｬｦｉￎｍ に対する［や ｪ 介は

主主 誠H後械五 1  ， 843. 5/26，αXl ll1 2  7. 19o 

1U 公l 主 389. 25/26，αXl ll12 て 1.5タd

j'J :，Rje' ，L: 機京 97.75/26，α氾111

2

O. 3759o 

シ ャ フ ト 431.4/26，αXl m
2  ｾ＠ 1. 6596 

( 空調 ，衛生. m気)

であり ， 空調機械室が， 大きいようであるが， 乙れは

空調対象函紛が， 全館の 90% におよんでいる乙とと ，

ミ空間の積層椛成ミによって会議腸内およびラウンジ関

+1  



(3-3) 一般屯力設備 181，129千円

( 日| 込負担金を否む)

(IJ ) 通 日 設 備 206，950 11 

(4- 1)  ｭ 話機ｾ設備 35，795 1 /  

(4  2) 同時通訳設備 96，750 11 

(4-3) ー般通信設備 74，405 1 /  

(5) 昇 降 俄 設 備 87，∞o  11 

係、の天井が高いので，気取が非; 常収: 大きいためと思われ

る。

24，3∞/3，3m
2  

10，21

∞
/3， 3m 2  

わが国で政初の木格的な国際会議jJ2の設計段理 lζ 携さ

わって，乙乙にようやく竣工し，近く国際会議の開催を

ひかえて，万感胸に迫るものがある。運営上の諸条件の

積み重ねを経て立派に運営されて行き ，次へのステッフ。

の礎えにいささかでも寄与できれば幸甚である。

きカtとあ

工 事 費 に つ い て

本会館の計画 lζ 当って. 会館の 円滑な運営の ための必

裂な設備に重点をおくととを念頭におい て予算の配分を

行ない，総工't'! 32{窓6 千万円の中，設備 ["Jη 予算は . 各

負t日三訟を合めて ，3. 3m
2

叶り 12万 6 千円 としたれ 本会館

の延床而肢は ，27，884. 81n1
2  

(約8，5∞. Tl ) である の

実際 Iζ 使った各工事費内訳は次の通 り。

(1) 空 気 調 和 設 備 375，600千円 44，5∞/3. 3m2

(2) 衛生その他設備 95，729  11 11 ，2∞ /3. 3m2 

(3) iU 力 設 備 310，554  1 /  36，5'∞ /3.3m
2  

(3- 1) 受 変 屯 設 備 102，∞o  11 

(3- 2)  自家発ill 設備 27，425 ノノ
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国立京都国際会館の施工について

国立京都国際会館作業所長

大成建設阪大阪支活m築費I 一概長

高 木 義 夫

昭和38年 7 月競技設計の入選発表が行なわれ，翌39年

l 月杭打工事に引続いて，同年 3 月末躯体工事に着手し

ましたが，乙の建物の特殊な形状と複雑さから起る施工

上の困難さは その躯体工事と仕上工事とを問わず，全く

想像以上のものがありました。今紙面の関係上，。区体工

事施工だけについてその概要を記します。

幸いに ，皆様のご批判を得る乙とができますれば，喜

び乙れに過ぎるものはありません。

S 鉄 骨 工 事

概 要

構造設計担当 横山建築構造設計事務所

( 担当 者 木村俊彦氏)

鉄骨 コンクリ ー ト 造 ( 工場組立は全溶接，現湯組

立は梁行方向の梁の接合部のみリベット，その他

は全1容接〕

鉄' 自・総ill it1 3，4861江

総 接 全 長 523， C間口1

乙の架椛は鉄'南 コンク リート 造で ，ボックス柱の中 11:

打込まれるコンクリ ート に一部の垂直荷車を分担せしめ

である以外は純鉄骨造であって，柱の内似IJ で40/ 1∞，外

側で42/ 1Cゅの傾斜をを有すをボックス柱と ，工場製作に

よる H 型大梁およびフルプレートのボックスガ ーターと

から成立っている。

各所の伎と裂の接合部は，梁行方向は接合用短梁を柱

を丘通して持出し ，大梁と現場絞鋲K て接合したが，大

梁と同型の乙の コネクションブラケッ トが柱を賞通して

取付けられたために ，工場加工組立が非常に困難な作業

となった。その溶接を無理なく施工するために . 実物模

型を作製し ，花々検討を加え万全を期したので ，安定し

た溶接を得る乙とができた η

工 程

設計上の問題により ，鉄骨工作図作製の段階において

梁その他の位置等相当立の変更があり ，JI 与には! 京寸作製

後の変更も生じたりして ，Jf i  1回の原寸検査までに約 2

カ月を1'1 し，li X : 終原寸検査は実にそれから遅れる乙と約

70 

4 カ月という多大の日時を要したが，乙 れに加えて溶接

接合部の開先の変更等により主主接長が増大し ，屯当りの

溶接長は 150mにもなり ，工場現場組立ともに当初の予

定をはるかに上回る日 JI寺を要 した。

乙のため ，今後の型枠 ・鉄筋 ・コンク リート 工事にお

ける資材および労務者計画 IC大幅の計画変更を加えねば

ならなくなった。

鉄骨工事実路工程は Fi g. 1 のどとくである。

Fi g .  1 鉄 骨 工 程 表

建 方 :

鉄骨・のｾ方 ｩ 子 ｼ 聞を立てるにあたり ， まず考えねばなら

なかった主要点は第 l に傾斜柱の取扱い方であった。

一般の腸合のごとく ，アンカーボ ール トのみにて柱を

ci 立しておく乙とができず，そのため考えられる方法は

①柱梁の同 JI 寺建方，②支保工による支持，③控 トラによ

る支持の 3 額類である。

①のA見合11: はク レー ン等の錫重機の投入台数のi也大は

もちろんであるが， 3 - 4 台のクレ ーンの協同作業とな
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37. 5 

161 .5 

Fi g .  Ｓ 鉄骨建 方 ｾ ｉ 凶図

り，安全作業上からみても，絶対採用すべき方法ではな

いの次に②③の方法を比較すると，工事の而で③の方が

一層廉価であると同時1<:: ， 主主家内の軍機械の移動の難

易 ，大梁の地組，各部材の取込み等においても，②より

も③の方が一層有利である乙とが容易に考えられる η

乙のため建物の外周 lζ 各柱問lζ l カ所宛のコンクリー

卜によるアンカ ー用基礎を設置し，各位共乙れを利用し

てまず両側住を建て，しかるのち，梁を修めるもっとも

安全性に富みかつ肢も経済的な方法でTi' づf を行なった 。

(F i g.  2 参照)

ｾ方 ｬζ 際しては， Fi g.  3 の建方計図i図のごとく 7. 5屯

および 5 屯のガイデレッキ各 l 法， トラッククレーン P

& H 355C  T C  2 台， 7 5 T Mタワークレ ーン l 基をもっ

て建方を進め， 乙れに荷卸し地組み用として P & H105

B T Cを 2 台配置し . 合わせて校柱等の建方 i ζj 刊い，当

初号|画を上まわる重機械を投入した。乙れに加えて控ト

ラによる斜柱の建方が予想以上に順調に進んだので，建

方のみに関しては . 現場溶僚の遅延は別として，約 15日

間工程を短縮することができた の

また建方lζ 要した正 l床の日数は 108 日で ， 1 日約32屯

の主主方を施工した乙ととなり ，乙の建物としてはかなり

能率をあげ得たものと考える 内

電 弧 接 溶

百iJl ζ 述べたように ， 乙の建物の鉄骨全的感長は約 150

m/ t  ( 工場溶接約 135m/ t，現場溶接 15m/ t) もあり ，全

依按の一般 ヒソレ等 lζ 比較して， 1. 5- 2.  0倍 という膨大な

m接長であり ，特異な柱梁の接合1司) ，傾柱の現場紋手等

高度のi容接技術を必要とする作業が多く ，その従事する

溶接工はすべて東京大学中研究室の担当になる 技能試験

に合格したものに限られた。なお試験項目はT 字紙: 手を

立向上進 1<:: て溶接し . 乙れの表曲，W: 曲，仮IJ[出，引張お

よひマク ロ試験，十字 L 形突合わせ溶接航手の表幽，裏

山. 引張および 7 クロ試験ならびに自動i容接( 潜弧) に

よる突作わせ的接の引張，表裏出l け¥衝撃およびマクロ

試験が行なわれた。

現湯治接にあたっては ，溶接歪の集中 1<:: よる建物j の変

形をJil 小限度に止めるため，鉄骨の建ち直し絞鋲終了後

各械を 1 - 3 スパンの数フーロックI e 分ち ，隣接しないブ

ロック毎に各その外nll Jより内側 lζ 向け ，かつ上部よ り下

Fi g .  5 鉄 骨 佐 沼 接
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Fi g .  -4 鉄 骨 夜 間IJ YE 友

; 怖に向って常 IC女ナ称の位置で同時に溶伎を行ない，ブロ

ック毎に固めた上で各ブロック の聞を，前と同様対称、同

時の原則により抗接を行なった。

かくして溶懐が完了した建物の桁行方向について， 設

計図の正規寸法 l乙対する各スパンの過不足寸法を実測せ

る結果， Fi g. 4 の数値が得られた。

なお梁行方向 lζ 関しては吹抜部分が多く，また床高の

変化が非常 IC多いので，11寺聞の関係もあり ，遂に笑ill lJで

きなかったのは残念である。

なお柱の現場継手lζ 関しでも l カ所の継手iζ 必ず対称、

に2 名の溶接工を配し ，出りを生じないよう施工した。

(Fi g.  5 参照)

S コンクリート工事

概 要 :

コンクリ ート 全数量

コンクリートの諸元

20，400m
3  

コンクリ ー 卜の種類

|説恥 I Ｇ￩ ｾｚ 般
kg! cm"  

所 要 強 度

180 180  

cm 

15- 1 7  I  18- 21  
所 要 ス ラ ン プ

セメン卜酬使用kF 「 |- 1 F- |- E J -

表而活性斉IJの種目IJ 分散剤 A E弗l

Ci' l) 使用骨材 ，組制'同' 材共滋賀県120川j) (
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打 設 計画・

大小 5 つの棟が互に接合 して巨大なブロックを形成し

ている乙の建物には，随所 lζ 3 - 4 階の吹抜荷s分があり

その床高の変化は実に24稀: 類の多きに及んでいる 。また

前述のとおり ，鉄骨' 工事の遅延のため，コンクリ ー ト打

投期間も当初の 7 カ月から 5 カ月 l乙短縮し ，ほとんど述

日 160- 170m
3

平均のコンクリ ー トを打込まねばならな

い状況となった。

かような状況のもとで，型枠組立，鉄筋組立とほとん

ど全館で作業が続けられている縞験したなかで，吹抜部

分や床の段違い個所のカ ート 渡り浅橋の架払を初め，種

の々 コンクリ ー卜 打の段取および打込みが行なわれる乙

とは，11寺l乙平面的に| 時IC立体的に交叉し ，如何に級密な

計画を立てようとも ，ど乙かでいずれかの工事がで' きな

くなる乙とは必至であった。

このため ，コ ンクリ ート 用エ レベータータワ ーに加え

て，圧縮空気によるコンクリ ー トのバイプ輸送を採用し

作業中の他職の頭上を何の危険もなく ，また大掛りな桟

橋もなく作業の立体交文を行なう乙とにより ，工程の進

捗をはかる乙ととし ，呉造船所製の 1 m
3

のプレ ーサー

1: 基を加えて Fi g. 6 のコンクリー 卜打計画関のとおり

実施した。

また と う然考えられる乙とであるが ， 市販の ｾ ｴ コンプラ

ントに頼る ζ とは :;:UIZj時間的1<:: 到底工程を維持する乙と

はできないので， 現場 lζ 全日 ID) Jのパッチャ ープラン ト

(21切テイノレディングミキサ - 2 台設間) を設問し ，現



当現場 にて使用の機械は呉造船

所製造による ミプラッシ ーミG F

1，∞0 型で， その諸元は下記のと

おりである。

貯蔵槽 ( プレー サー) 容量

1  m
3  

打設能力 ＲＰｾＳＰｭｾ ｪ ｔ Ｍ ｔ＠

( 叶現湯での実績

15m
3
j H )  

全1

使用空気圧力

4. 5- 5  k gj c 01
2  

最大輸送距離水平

1
∞

m X 垂直50m

輸送時間 2  - 3  O1 i n 

また乙れに姿する コンプレッサ

ー， レシ ーパータンクの所要馬力

数および容量は，長支大輸送距離，輸

送パッチ数，管筏，空気圧等lとより

おのおのその大きさを算出する 0

;i)1l:11 : l 式は次のとおりである 。

I

l

l

l

1

1

1

1

?

J

 

コ

-

b
棚

一

ぶ
旬
、

l

l

↓

Ｎ ｾ Ｇ＠砂州 10"，"， 

コンプレッサ 一馬力数

Po=  uj_ ・P ・N ・[ ( 1-
， 6  

レシ ーパータンク容E

Ut ・ρ ・[(2

P - ρ  

UL: プレ ーサーおよび輸送管内の全コンク

リー トIII (01 3) 

ρ: 平均操作圧力 ( kg j c m
2
)

N 輸送パッチ数 ( b j H )

P : レシ ーパータンクの絶対空気圧力

(kg j c01
2
)  

砂 .I IJ 40，% 

V
R

=  

但

Fi g.  6 コ ン ク リ ー ト 打 計 画 図

場練の方式を採用し ，プラントか ら各タワ ーへは分離の

恐れのない距離のため ，能率の良い小型ダ ンプカー ( 4

輪および Ｓ 輪Ｉを ＳｾＴ 台 配車し小述調 ｴ にあたらせた。

(Fi g.  7参照)

プレーサー:

[ ( 1 : コンプレッサ ー係数

/ ( 2 ・レシ ーパー係数

京阪神地区において も，特 lζ 気温の低い京都地区では

あるが，当会館の周辺はその南に速なる小山を隔てた京

都の市街地1<: 比し ，かなりの低温が記録されている。

初めに述べたどとく ，工程の順延 lとより大部分の コン

クリートを Ｑｾ Ｓ 月に打設せねばならない状況となり ，

l 月末から 2 月にかけてのコンクリ ー ト打1<: 対し極寒期

の計画を取入れる ζ ととしたの

しかしながら予定外の乙となどで，厳密な極寒期の仕

様を採用する乙とは費用の J互にてで・きかねたため，次の

とおり対策をたて実施したが，結果的に不都合は全然生

じなかったの

(イ ) Wj C は55961<: 押える 。

( ロ) セメントビンの保11'if l はせす、そのままとす。

極寒期のコンクリー卜 養生 :

圧縮空気による コンクリ ー トの輸送装置にして， ミフ

レーサーミと称する 上部 円筒下部円錐形の鋼板製圧力容

器 と， クィック ・アクション ・カップリングを有する打

抜鋼管製の輸送管と，最終端末にて加圧されて送られた

コンクリ ー トを受け加圧空気を除去する ディスチャージ

・ボック スの 3 つよ り成立つている。 (Fi g. 8 参照)
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F ig.  7  ，てッチャープ ラント



プ レ ー サ ー パ イ プ 配 管

Fi g .  8 プ レ ー

ＨハＩ粗細骨材の加熱は大掛りな設備とｾＡＨ用を要する

ので，養生シ ート による凍結および氷雪の混入を

防ぐ乙ととした。

( ニ) 混線の水は絶対温度を 10
0

C 高めて 15

0

C 前後に

保つよう ，灯油焚の給湯用ボイラー( 巴ボイラー

- 70) を設E したの

乙れは ω t/ mi n 必要水量10
0

C 高め得るもので

あり，ランニングコストの点において，プロパン

ガスボイラ ーの2096，屯気ヒーターの4096と経済

的であり，重油，石炭K 比し ， コス トは約 1. 5 倍

となるも ，操作の而にて格段の便利さがある の

( ホ) 養生方法としての建物の形状からみて，コ ンク

リー卜打設スラフe の下階において採燥するととは

ほとんでできない状況であって，スラプ上回の保

温のみにとどめた。すなわち 1 mx 2 mの木製枠

lζ 1∞m m間隔に侃床総を配し ，れ設直後のスラ

プに乙のＮｦｩ ｬｾ を敷並べ通 ｦｅ し ， その上をビニー ｊ レシ

ートにて隙聞なく被ねしたの

S 型 枠 工 事

型枠総数{l 122，0∞m
2  Ｈ内化粧型枠 Ｗｾ ぢＩ

当工事は地中梁にも鉄骨が用いられているため ，鉄骨

工事の終了を待たねば，型枠工事に若手できない状況で

あった。乙のため鉄骨の一部( 大会議場株) が完了した

10月より型枠組立に着工したものの ，そのテンポは鉄骨

の進捗に規11;IJ されて12月末までに は，地階および l 階の

部が完了したに止まり， Ｙｾ りの ω Ｍ ＶＵ ＹＶ は Ｑ ｊＱから Ｓ

)  J  にかけて組立てねばならなくなったのその当然の結果

として山l 初の予定より大仰な人員，資材を投入せぎるを

得なくなり，また随所 lζ 持山された梁，A¥I色 Rt ，悩士事が

化粧と普通のミックスされた型枠で-構成された非常にむ

ずかしい ζ とであって，全工事のなかでも取りわけ難渋

な工事となった。
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サ ー

また型枠図( 躯休図) 作成においても ，5 名の製図係

を準備したが，設計と施工の進捗状況の不均衡のため毎

日書く型枠図も，設計者の承認を得るまでに相当の日時

を要し. 現場加工組立の計画的な推進をはかる乙 とが困

難を極めた。

建物の形状からくる型枠の特殊性としては ，やはり吹

抜郎分の斜壁の支持方法とスラプの支保であろうの

幸いにして，乙の建物は鉄骨コンクリー卜造であり .

かっ花梁の被穏コンク リー トは仕上工事のキャ ス トス ト

ーンブロック貼で代替えされるため，斜壁およびスラプ

の コンクリー ト打の時期では柱梁は鉄骨のままで残る乙

ととなり . 吹抜部1の車j↓ 壁およびスラ ブ( ま全面的に鉄骨柱

認を利用して支持する乙とにしたの

すなわち鉄骨柱梁にm気溶接 lζ てピ ースアングJ レを取

付け ，乙れに柱問または梁聞にペコピ ームを渡して，そ

れぞれ斜壁の内側型枠またはスラブ型枠を支保すること

にして，大規機なステージング等の設置をなくし ，工事

のスピードと工7!( の節約をはかった。

×  ×  ×  

以上国立国際会館の工事K 関して，そのu一物の形状そ

の他から起るととの特殊性について，とくに躯体工事の

みについてその概ｾを記しましたが， ζ 判読の上戸 ｪ かの

ど参考にでもなれば幸甚に存じます。

最後に工事と不可分の安全管理に| 到し ，当現場の安全

施策と 安全成献の推移からみ て， ミ徹底した安生管理組

織の確立と巡包' ミとミ個々の労務者 lζ 対する安全教育の

徹底ミによってのみ . 災害の絶滅が期せられるというこ

とを再確認しましたのoa工以来，延274，500人を動員し ，

皮数帯6. 69，強度率2. 77という成制をあげえた乙とは ，

に徹底した安全活動 IL基つ、く労使一体となった災害絶

滅の気巡のぷわれである乙とを確信し ，ヨ作業所で勤務

した 1. αl O 余名の人たちが，他所で更に多くの同志をつ

くり，さらにさらに安全なる職湯を築かれん乙とを祈っ

てやみません。



国際会議都市京都と国立京都国際会館

一 都 市 計 画 と 関 連 して -

京 荷l 市 官| 蘭 局 長

島 村 忠 男

囚 は じ め に

洛北宝池の地lζ 偉容を見せはじめた国立国際会館は，

風かおる 5 月，いよいよ開館の幕があげられ，わが国は

じめての国際会議場として脚光を浴びようとしている。

壮大なとの国際会館を ，今後どのように述用し ，機能さ

せるかという乙とは ，京都市が直面している最大の課題

である 。建物は「機能J を入れる器にすぎない。器がで

きたからといって，そのまま京都が国際会議の舞台にな

るとは限らないの器を生かすも殺すも ，すべて，京都が

どんな将来像をもち ，国際会館にどんな位置つ‘ けと役割l

を与えようとするかにかかっている η

国際会館の建物や周辺の都市計画などフ ィジカ J レな問

題については，すでに諸誌上に紹介されている の本稿で

は，むしろ ，迎用や機能の商 lζ 力点をおきながら ，国際

会館と京都の将来について述べてみたいのそのためには

探である国際会館のかなりきびしい実体を明らかlこする

乙とから始めなければならない η

回 国際会館と都市計画

1. 国際会館の実体

ユネスコ総会級の大規模な政治的会議，分科会システ

ムをとる学術会議などを行な うには ，現国際会館は ，規

絞，機能の両面 lζ おいて，きわめて不十分である。規模

の而については. ＩＡｦｾ＠ 2 期計画の問題が，また機能の面に

ついては ，会議場パタ ーンの問題がそれぞれ内在する。

(1) 国連パターンの会議場

国際会館は，ニュ ーヨークの国i卓会館，ジュネ ーブの

国際会議場をモデノレとし ，総会一一委員会という国連方

式の国際会議専用につくられている の乙れは，内部構成

が. 大会議湯 (2. ( 別名) 1 ，小会議場 2. 委員会室 2.

代表団事務室30. 会議運営事務室および笈会J s となって

いる乙とから明らかである 内すなわち ，国際会館は「特

ｬ ζ 政 ｊｾｦ 主催の国際会議 ｪ 易 ｉｃ 当てる ｊ ( 国立国際会館建設

方針) 目的で建てられたのであって，学術会談，民閉会

議などにも利用できる多目的国際会議としては，考慮さ

れていなかったようである 。

(2)期待される第 2期計画の実現

国際会館の全体構想、は，第 l 期工事，第 2 期計画あわ

せて ， 総工事政 ω 億円 ， 延面積 ＵＰＮＰＰＰｭ Ｒ • 国連会館の

規模のものとするという壮大なものであった。うち第 2

期計画の内容は， 中会議場 2. 小会議場 1. 委員会室

4. 代表団事務室 120 などである。しかし . ｾｾ Ｒ 期事業

は. i 外務当局がなお東京 IC移す案を固執しており，宝

池11 : ー宜して建設できるかど‘ うかは予断を許容ずJ (37. 

11. 19起工式における河野建設大臣の記者会見) . 現在な

お，と乙 lζ 立地するか決まらない状勢にある の国際会館

の建設は，主管者もしくは国際会議のための常設事務局

機構がつくられないまま ，建設省を中心とし ，総理府，

大蔵省および外務省を含めた政府連絡協議会によってす

すめられたの まさに「施主のいない国際会議境」であ

るの国際会館の構想が，乙のような事情によって，首尾

の一貫性を欠き ，第 2 期事業の実施が見送られるととに

なったのは ，惜しみでもあまりある 。補完計闘の早急な

実現が望まれるゆえんである の

2. 国際会館の環境整備計画

(1) 周辺整備計画

国際会館の建設と関連して，周辺地域をどう開発する

かについて，政府は当初，会議場施設だけでなく ，ホ テ

ノレなど関連: J J f I i 設も含めた ，宝池 ・岩倉地域全般にわたる

開発を検討したよ うである が，結局「国際会館以外に事

務局員宿舎なども含めた大団地開発の構想、」は笑らず，

敷地内の局部的計画にとどまった。京都市は，乙れに対

応して，地域地区制による土地利用の規制をとおして ，

会議湯にふさわしい環境を保護育成するとともに ，都市

計画街路事業をすすめていく ，いわば都市計画諸制度を

活用する開発構想、をうちだしたの乙うして，政府の国際

会館建設の姿勢と表裏一体となってすすめられた周辺整

備事業は ，第 2 期計画の見通しが困難になるとともに，

現敷地部分のみを対象としたものに限定されていった。

その結果，国際会館建設事業は ，第] j 羽事業のまま凍結

し，今後の第 2 期事業および関連施設整備事業の実現が

いちじるしく困難になってしまった。

(2)  計画の概要
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4 国立京都国際会館と交通網 と京都のホテル
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会館への所要時間( 自動車)

京都駅か ら 20分

名神南インターチェン ジか ら 30分

名f l I ! : mインターチェン ゾか ら 30分

伊丹空港から 60分- 80分

ミヤ コホテノレ

京都ホテル

国際ホテ J レ

タワーホテノレ

ステ ーシ ョンホテノレ

比叡山ホテノレ

A

B

C

D

E
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V 国立京都会館と宝池公園計画図
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宝池一帯とその北部岩倉地区は ，宝池公園区域が緑地

地域Iζ ，その他は，住居地域お よび住居専用地区に指定

されていた。 ｈ 自和 Ｓ Ｔ 年 Ｙ 月 ， 国際会館が京 ｾ￭ 宝池に決定

すると ，京都は，緑地地域を北側におよげるとともに ，t(キ

北山総SfSIζ も追加指定した。さらに，乙の地区への過也、

Lt 官の1iiZ砲を排除するために ，住居専JTI 地区の拡大およ

び第 7 極空地地区の 指定を行ない，あわせて ，宝池付近

より展望される範囲を風致地区に重訟指定して ，自然環

境の保護の網をかけた。国際会館の立地は ，周辺の土地

利用 IC大きな変化をもたらすおそれがある。付近の現状

は，大部分がJZl 地および111林であ って ，すでに ，市街地

からの住宅や学校のスプロ ーノレが現われはじめていた 。

そのため ，予防措置として，緑地地域，風致地区および

空j也地区の指定を基礎とした，乙のような強い制限を設

けたのである。

また ，Jl U也の重点的買収による宝池公園( 都市計画公

闘〕の終b11にt(業IC着手する 一方，国際会館への進入路お

よび宝池 ・岩倉地区開発の幹線街路を造成するため ，都

市計画街路 8 路線の追加指定を行なった 。乙れらの路線

のうち ，会館への主要な進入路となるのは ，現在すでに

供用が開始されている ，修学院幡校総! (22m- 27m) お

よび宝ケ池通 ( 14m) の 2 路線である 。前者では ，会館

正面にあたる東西の街路を . rtJ員27mの修景街路とし ，

また後者ーでは ，宝池公園の自然保護と修長上の配慮から

とくに墜道を設けるなど，施工にあた って，それぞれ周

辺の自然景観との調和をはかるよう腐心した 。

H日和35年 4 月，会館第 q 切事業の敷地が確立したが，

第 2J切計画の具体化はその後進捗せず，用地の選定も行

われなかった。そ 乙で， 昭和40年 9 月にいたり . ｾ ｮ＠ J切

事業の敷地部分のみを残して ，その北側に ，区画整理事

業施工区域の都市計画決定を行な った。同時 IC ，修学院

幡校総以南の施工区域内の緑地地域を解除し ， 住居地

域，住居専用地区および第 7 種空地地区を指定したので

ある。乙れは，土地区画整理を通じて住宅地化の道をひ

らき ，行政指導によって高級住宅地を育成するととをね

らいとし ている。また ，会館敷地に隣接する 北部 ，東部

には絞街地，EJ- として植林公園. i l l ! ; 断緑地を計画し ，環境

の修公的な配慮をも加えている 。

団 京都の将来と国際会議都市

すでに 切 りかなとおり ， 虫 Ａ国際会館は不完 全な会議ｊｴ ｾ

である門乙れをどのように機能させるかという ζ とが，

.l ;di lS1ζ 与えられた課題であるが，この II¥H泊は そもそも ，

.l ;WSがどのような将米像を摘さ ，どのような位位づけを

国際会館に与えるかをぬきにしては考え られない 。

1. 世 界 の な か の 京都 へ

京都は ，過去一世紀にわたって ，LI 本文化の集績のセ

ンタ ーであり ，その生産 ・交換の センタ ーであった。 乙

の機能は ，汁都機能が東京 iζ 移って以来表えたとはいえ

依然として生きつづけ，働きつづけている 。京都の生き

る道は ，底火的番高!i を高度に活用した日木文化のセンタ

ーの機能を再確認するとともに ，首都として日本のあら

ゆる機能を ｾｴ ・ 鐙して，日本文化を画 一 化していく東京に

たいし ，個性的な役割を担うととである 。具体的には ，

現在の東京を中心とする同心円状の日本文化梢造にたい

して，東京と京都を二核とする桁円状の文化構造を想定

し，両者の相術的な機能の仕方を設計するととである。

二つの抜の| 切に紡ばれる緊張と調和が，ζ れからの日本

文化の方向を決定するといってもよいであろう 。京都 iζ

課せられた役割は ，日本人の根源的な存在にかかわる場

すなわち ，自に見えない壁によって閉ざされ，分化され

た「大衆文化状況J 下の現代人 IC人間性を回復する場を

与える乙とである。

乙のように，東京と相補的な関係を保ちながら ，日本

における文化 ，学術センタ ーの役者jをもっ京都は ，同時

IC ，巨大な空間意識に支えられた世界都市 (Cosmopo・

lis) としての使命を自らに諜さなければならない 。科学

技術の飛践的な進歩は ，世界のあらゆる地点閣のH寺間距

離を短縮する乙とを通して，人間の空間意識を際限なく

拡大していく。いまや，世界都市が現実のも のとなる条

件は熟してきた 。乙んと半世紀の世界史において，日本

は東凶 ・南北のさまざ、まな諸国家ないし諸文化の接点と

して ， 国際関係上の重要な要衝になっていくに迷いな

い。すでに驚くべき置と速度で，日本研究ない し東洋研

究の動きが l. t t 界の学界 lζ 生まれている 。京都の歴史的 ・

文化的蓄積は ，世界的規模での学術的 ・文化的研究の対

象となり ，また研究の場となりうるに違いない。したが

って ，京都が自らを世界都市と規定するならば，京都の

役割は ，国際会議や国際的学術 ・文化研究センター の場

のひとつとなる乙とであろう。いいかえるならば ，京都

に課せられた使命は，国際会議都市(Conv巴nti on Cit y) 

として生きる 乙とでもある。内 外のさまざまな人間が入

り乱れ，国籍を乙えて交流しあう都市，こ れが国際会議

{;I STI) であ り，世界都i I f である 。

2. これからの国際 会 議 と 京 都

Ｕ［ｾ＠ (，ISI ζ |時立の会議場を設置するという乙とがは じめて

附議の話j越にのぼったとき ，);i 都設置という発想の j底を

流れていたのは. I アメリカ における ワシン トンとニュ

ーヨーク，スイスにおけるべノレンとジューネブとの関係

のように ， 今後，わが国における主ｾな国際会議の開催

は. Wボと並んで京占ISを中心とする」という乙とであっ

た。乙の考え方は ，その後，国際会館建設の過程にも

賞していたとはいいがたいが，それ自体は卓抜な考え方

であって，本市の姿勢とは基本的に一致する 。乙乙 l乙は
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東京と京都の相補的な機能のあり方が示唆されている。

東京での国際会議と京都での国際会議とは ，当然性格

が異なってよいし ，それぞれが独自の役者j をもつべきで

もある。機能的 ・能率的なビジネスレベルの会議は，東

京がふさわしい。また，会議とともに ，庭園のなごやか

な雰囲気を味わったり，会議のあいまに ，エクスカ ーシ

ョン，夫人プ ログラム ，観光などを楽しむ国際会議は，

京都という場がふさわしい。はなやかな政治的 ・外交的

国際会議は東京で行なわれる必要があろうし ，静かな文

化的 ・学術的会議は京都がより好ましいだろう。あるい

は，大規模な国際会議のうち ，ビ ジネス レベルの会議は

東京で，観光レクリエ ーションを組みあわした会議は京

都でというように分ける乙とも必要となろう。欧米中心

であ った国際会議は，日本ないしアジ アに舞台が移行す

る組勢にある。その理由のひとつは， i 論理」ないし

「合理」のヨ ーロ ッバ的思考にたいして， i 調和」ない

し「非合理」とい う日本 ・東洋の伝統的知恵が，国際会

議の場において見直されてきた乙とであ ろう。また ，1設

近の国際会議には， ビジネスの性格が希薄になって，

「お祭り」的要索が加味されてきたのが著しい特徴であ

る。 エクスカ ーション ，夫人プログラムなどの行事が，

国際会議において恒例になっている乙と，万国博期間中

には，実 lζ 多くの国際会議( ブラッセ J レ博で、約 2∞) が

開催されるようになった乙となどが好個の例である。国

際会議のもつ意味と役割が乙のように変ってきたという

乙とは，東京における国際会議だけで1はもはや不十分で

あり，新たに京都の湯が求められだした乙とを怠l床す

る。東京と京都との悶の相補的な関係とは ，乙のような

ものでなければならない。

四 国際会議都市への道

国際会館の建物Jができただけでは，京都が国際会議都

市の資格を得たととにはならない。京都が国際会議都市

になるためには ，国際会議を演出する舞台を整備する乙

とが要求される 。し、いかえるならば，会議場の機能を整

備する乙とはも ちろん，国際交流の湯や施設を用意して

会議都市の基盤を整備したり，さらに観光の主芸術をはか

るととなとが必要となる 。京都市は ，長期開発計画の一

環として，次のような施策をm芯している 。

1. 会 議 場 機 能 の 整 備 ， 強 化

(1) 第 2国際会館

第 2 国際会館の計画は，現国際会館の欠陥を立rr めて，

その機能を補完，強化しようとするものである 。そのね

らいは ，ti' J 16回ユネスコ総会( 昭和45今・) の京都誘致を

目般に ，必要な規模を用意する乙と，および分科会室の

増設によって，大規模な学術会議などにも応じ うるよう

にする乙とにある。また ，会議主催事務局の宿泊施設お
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よぴレセプション ・ホールなど食堂施設を増設して，関

連ホテノレ織能の代替施設とする。用地は，現行環境整備

事業κ 変更を加えないため， 会館の現有敷地を活用す

る。このようにして，周辺から隔絶し，凍結している国

際会館の機能を回復する。

(2)  Kyot o Convent i on Bur eau 

京都が国際会議都市になるためには，会議場機能を十

分 lζ 活用する「迩用」と国際会議の「制作」という仕事

が必要である。 Kyot o Convent i on  Bur eau は，国際

会議の誘致を行なうだけでなく，国際会議』ζ 練遥したス

タッフやコンベンション ・マネジャ ーを擁し ，いわば，

国際会議の制作を一手に引きうける機関である。すなわ

ち，期日の調整，設営から宿泊，輸送，レセプションな

とのサービス，資料，印刷物の作成，配布および速記，

同11寺通訳などの会議運営サービス，参加者の接過などを

行なう 。国際会館は， Conventi on  Bur eau と一体とな

ってはじめて，十全な迩用が期待できる。

2. 会議都市の基盤登備

(1) 日本文化館の建設

日本文化館は，日本文化を総合的に研究する日本文化

研究所，内外の日本文化研究者，教育者，学生を対象と

する日本文化講座の開設および付属劇場における古J l l ! 芸

能の上演などを通じて，日本文化についての国際的な理

解と協同研究を促進する施設である。

(2)  国際文化学術村の造成

共同利用施設をそなえた住宅団地および国際的な研究

機関団地からなる国際文化学術村は，創作もしくは研究

を目的とする学者 ・芸術家 ・研究者などの京都滞在をう

ながし，国際交流をはかる窃ーである。

3. 観 光 の あ り 方

京都の観光は ，大量観光客が，短時間 11: ，ｾ足で「見

てまわる観光」と化 し，日本文化の本質を深く理解させ

るものにはなっていない。京都が国際会議都市になるた

めには ，京都の観光を，国際交流の場にふさわしいもの

に変えていく乙とが必要である。いいかえれば，京都の

観光を ， i 見る」観光から「知る」観光へ変えるととも

に，京都と奈良 . J1琵湖との結ひ. つきを強めていかなけ

ればならない。

国 お わ り に

京都市は ，上述のとおり ，国際会館を拠点として，国

際会議都 Ili への道を歩もうとする法大な構恕をも ってい

る 。 なかでも Ｎ 第 Ｒ 国際会館の計画は ， 乙の ｾｉ｜ｾ 惣のかな

めとなる大 :Ji 業である 。日本のため，ひいては世界のた

めにも ，乙の奇I'ii ! l i の実現は急がれねばならない。政的は

もちろん財界など各伎の強力など支援をお願いする次第

で=ある 。



国立京都国際会館建設経過年表
(1昭和41年 5 月 6 日現在)

昭和 起工までの経過

設計競技および建設工事

年 月 日 および管理運営

32.  河野一郎経済企画庁長官「会議湯の必要性と

京都周辺設置」を発言。

32.  11. 上記につき閣議決定。岸総理より 方針の発言。

33.  各地より候補地の名乗りあがる。

京都宝ケ池，大亀谷，御所，長岡天布jJ， 大

原illf ，大山崎，宇治，1 : 益、賀県皇子山( 堤康

次郎氏提案) ，亀岡市。

33.  10. 6 .  建設省営繕局「国立国際会館建設方針番」発

表。

34. 京都府会，京都市会にそれそ' れ「国立国際会

議場誘致委員会」設置。

34. 京都市，市会述名で「国立国際会議場を京都

市IC建設方要望書」を政府関係機関 K fRtLi。

34. 総理府に「国立国際会館建設等述絡協議会」

設置が閣議で了承され，会館の位置 ，規岐，

述営方式等を協議するよう定められた。協議

会の庶務は内閣審議室と建設省営絡局』ζ 置く

ものとし，会長には総理府総務副長官を任命。

34.  9 .  15. 建設地を京都市。宝ケ池公園付近と閣議決定

( 河野一郎氏建設大臣)

34.  10. 17. Tli lC r国立国際会館建設京都市協力本 )'¥iU 設 34年度予算 5，000 千円で空中写真測量と地盤

o  iu: 調査工事を実施。

35. 35年度予算( 用地買収費) 約 134，000 千円を

- 11. 11 .  
もって民有地約 23，500 J 5 j i . および京都市有地

約23，000坪の買収を完了。

35.  12.  外務省会館の京都設置に反対。 地盤調査開始( 工期約 4 カ月)

36.  神奈川県，箱般に誘致運動起る 。

37. 河野u ¥設大臣現地視察。会館規模等につき発

言。

(1)規模および施設についての建設省の最終

ｺ ヴｾ。

延面積53，700m
2

，工費約60億円。

(2)第 1J(ij 分は使用頻度の高い主変」な施設を

優先し て建設。

延面右 ｾＲＶ ， ＵＰＰ ｭＲ ， 工費 ＳＲ 億 Ｖ ， ＰＰＰ 万 円 。

主な内容( イ) 総会場 2，000名収容

( ロ) 大会議場 700 1 /  

#  い) 大委員会場 175 1 /  

(ニ) 小委員会以 50  11 

(3) 第 2 JlJ J分は付属施設とし，工事27億4，000

万円。

(4) 敷地は周囲の環境 l ζ 7 ッチするよう日本式

庭園を造りたい。

(5) 上記原案を基にした設計は競技設計とし，

H付利138年 6 月 l EI 応募受付 IJ I' J始，同年 7

J:] 中旬当選当表。

37. 10. 25.  W; 1  JUJ 全体計画として32依6，000万円が決定。

37. 10.  31.  「国立国際会館設計競技審査委員会」設置

Ｈ委員 ｬｬ ｾ ， 決定。 ｉｉ 月 Ｙ 日 第 ｬ 巨 ｼ 委員会Ｉ

37.  11.  17. 整地工事着工( 第 11明から第 3 期まで工期約

16カ月 )
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昭和 起工まで の経過

設計競技お よび建設工事

年 月 および管理運営

37. 11. 19. 現地にて「起工式J 建設省主催。 ( 河野建設

大臣，大野自民党副総裁，捲川京都府知事，

高山京都市長等500人出席)

37.  12. 11. 「審査規定J i 設計競技募集要項」決定( 第

4 回審査委員会〉

38.  設計応42者の登録。1， 124名。

- 2 .  11. 

38. 1. 18. 整地工事土取場で古代瓦 ，須恵器発見。京都

- 5. 29.  
府文化財保護課へ届出，調査。

38.  競技設計質疑88通，900問。

- 3. 20. 

38. 4. 11 .  質疑応答. l J 伏'人じ( 第 6 回，第 7回議査委員会)

- 4 .  12. 

38. 6. 15. ｾｩＵＤｻ作品締切り 。 ＱＹＵ 作品 。

38.  6.  24. 選考開始( 第 9 回審査委員会)

38. 7. 13.  最優秀作品( 大谷幸夫氏案) 決定( 第151!! 1務

査委員会， ):fS  6次選考)

38. 7.  19. 競技設計入日発表最優秀 1 . 優秀 3 (立金

4 名分，1， 200万円)

38.  7. 24.  京都市都市計画道路修学院，幡校線( 童生足辿

絡道路) 着工( 工期約 4 カ月)

38. 8 .  応募開作催占fI 1f  311点展 日本大学 8月 8 仁1- 16日

- 8. 21. 展 京 都 展 美 術 館 8月19日- 21 日

39. 1. 24. 建物杭打工事実施

- 3. 30.  

39. 3. 26. 建築主体工事者工( 工期約12カ月)

39. 8. 12. 管理問題の検討に若手

39. 8. 14. 建設省は京都市 fC対し「管理を市 fC委託した

い。引受条件提出依頼」を申し入れ。

39. 9. 25. 京都市より建設省へ収支推計案を提出( 赤字

Ｍ 辺営ＧｴＧＡ Ｑ 億，維持修絡ｾ ｾｬＮ 2億)

39. 10. 京都市より所管省の決定，管理方針の決定等

の促進方を建設省へ依頼。

39.  11. 氾気工事，通信工事着工( 工期約17カ月)

39. 11. 21. Wi 生設備工事者工( 工期約16カ月〉

39. 11. 25. 空気調和設備工事着工( 工期約16カ月)

39. 11. 27.  進入路工事者工( 工期約 4 カ月〉

39. 11. 30.  上棟( 鉄骨処方完了)

39. 12. 15. 橋梁工事者工( 工期約3. 5カ月〉

39. 12.  28. 昭和40年10月完成のための予算措置完了( 初

度調弁は除く〕

40. 8.  河川改修工事者工( 工期約14カ月)

40. 1. 28. 昇降機設備工事着工( 工期約14カ月)

40.  1. 29. 「収支赤字は国で負担する乙とを検討。 ti :理

は主管省未定だが京都市に委託したい」白浜

建設政務次官言明。

40.  m話設備工事，訂工 ( 工期約14カ} j )

40. 2. 18.  受変-;:u設備工 'F-if i工( 工期約12.5カJ J )

40.  3. 「管理 ・辺営は京都市と地元関西財界で民間

ベースで行なうよう受入体制を整えてほし

い」河野国務大臣提案

40. 3. 10.  Iru時過，1{ 設WI 工事者工( 工期約1:1カm

40. 3. 19. 政府述絡協議会で管理巡営の方針 ，主管省は入;

蔵省，京都市の要望の取扱い等決定。

40. 3. 24. 「管理委託特別措置法」立案( 大蔵省国有財

- 4 .  10. 
産局)

40. 3. 26. 建築仕上工事者工( 工期約12カ月)
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|昭和 起工までの経過

設計競技お よび建設工事
年 月 および管理運営

40. 3. 31. 
建築主体コンクリ ート 打工事完了。

40. 
京都市より建設省，設計者 lζ 「改造等 lζ 闘す

る姿望書」提出

40. 4. 10. 京都市に「国立国際会館対策本部J 設置

40. 4.  20. 京都市，初度調弁要求リス ト作成に着手

40. 4. 22. 「改造等 K. 関する要望J fζ 対し回答( 建設省

で実施項目を選定)

40. 5. 10. 京都市会に「国立国際会館対策委員会」設置

40. 5.  25. 了IT，京都財界，市会合同の「国立国際会館管

理 ・巡営問題懇談会」発足

40. 
自家発'44設備工事着工( 工期約10カ月)

40. II l: i和40年度予算，公共事業貸10必留保( 大 }I夜

省指示)

40. 6. 12. 「国有の会議場施設の管理の委託等 lζ 関する

特別措置法J 公 布

40.  6. 21. 京都市より建設省，設計者に「改造等f L l刻す

る追加，再要望書J 促山

40. 7. 
屋外盤的( 造l調その他) 刷盛土工事着工( 工

40. 河野一郎氏死亡

;l!i J約 9 カ月)

40. 7. 14. 「改造等 iζ 関する追加，再要望J fζ 対し回答

( 建設省で実施項目を選定)

40. 7. 15. 初皮調弁京都市案を大蔵，建設両省 iζ 説明，

- 7. 21. m山

40. 「笛ＧＮｦｊｊｩ ・ 巡営問題懇談会 ｊ を「財団法人 ｉｾ 立

京都国際会館設立準備委員会」と改称

40. 公共事業費10;; ぢ留保解除

40. 8. 15. 
冷凍機設備工事着ニ工( 工期約7.5カ月)

40. g. 24. 初j 度調弁賞 269，178 千円金額予備費よりえ; 出

の閣議決定

40.  12. 
固定家具製作設置工事着工( 工期約 4 カ月)

40. 12. 10.  
フライン ド ( 初度調弁資) 大蔵省より建設省

へ支出委任10，000千円示述

40. 12. 22. 京都市初J1変調弁工事発注( 凶房. I決:与 各設v;U，

-12.  27. 
家具工事等)

41. 1. 18. 
屋外! 照明設備工事着工( 工期約2.5カ月)

41 .  1. 28. 
追加予算として工事貨50.000千FCJ . 災害復旧

資2，500千円示達

41. 管理運営団体として「財団法人国立京都国際

会館」発足

41. 2. 18. 
屋外整備工事お よび寝子ケ 山災害復旧工事着

工

41. ブラインドその他設置工事着工

41. 3. 財産引継l時の問題点検討会( 近畿地方建設局 ，

近畿財務局，京都府 ，京都市)

41. 3. 17.  財産引継上 の問題について現地立合会

41. 3. 31. 
建築，設備各工事竣功，引i度，土地所管換

41. 財団法人国立京都国際会館，入館，運営1)11始

41. 4. 初j 度調弁家具，事務用機器，厨房用品等搬入

41. 5. 21. 「竣功( 開館) 式」建設省主催

41. 6. 30. 屋外整備工事( 造園 ，舗装，人工池その他)

峻 JJJ ，引渡。( 予定)
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KJ (竹中工務J . ! i 天 池 嘉平; 台

ー寸見たl時には，傾斜形による空間的な無駄，あまり

にも装飾的な形にとらわれた無駄を感 じたが，よく見て

いると，やはり日本を代表する国際会議易として，最も

相応 しい建物である と いう乙とが心から感じられてき

た。傾斜のある援体は日本建築の屋恨であり，たくまし

い骨格は周囲の造園 IC用いられている粗々しい石垣と共

IC. 日本古来の城郭建築を思わせるものがある。日本独

特の城郭，社寺を近代的に造形したものが乙の国際会議

場の外観を形造っているといえるのではないだろうか，

白い皇室，淡い柱と壁，そして屋根の形，その造形の美事

なる乙とは，日本の外国にも誇り得る建物の一つである

乙とは間違いのない乙とと思う。特 IC四周の緑の山々と

の調和は永久に残されねばならない絶対条件と息う。

前近後地建営繕都民 ・安宅エンジ ニアリング阪 中 原 茂

私は国立国際会館が建設されるに当り ，その位置の決

定以前から会館の建築工事の半ばまでの間，建設笑施の

立任者の 一人として関係する機会を得た乙とを光栄か

っ. wt上の喜びと感じております。国際会館が京都宝ケ

池にy1設主れる乙とが国において決められてから約 6 年

余の歳月を経た今日 ，見事に会館の完成を迎えた乙 とを

心から祝福いたしたい。会館の設計は公開 コンべによっ

た政優秀のものであり ，現代日本の建築技術とその文化

を世界に誇示し得るものであろう。そ乙で今後は会館の

堅実な述営と各方面の協力によって，利用度がますます

高められ，近き将来には第二期構想による全体計画の規

模に発展充実されるとと. また会館敷地周辺の環境も立

派な都i iJ 公園として整備され，さらに広く附近一円に新

しい都市計画による市街地の発展が強く推進される ζ と

を望みたい。乙乙において世界的な国際会議協とし ての

真価が決定的なものとなるであろうと思う。

兵，1m 営繕線長 光 安 義 光

l 外観一一扱い慣れぬ悌形を非; 引乙よく締めていると思

う。各機が近接していて，ユトリ が少ない乙とに残念

な気がする 。

2 断面一一複雑な高低差は変化のあるプランとなって国

際会議にとっては大変良い空間だと聞かされ，改めて

勉強しました。

3 国際政治の場 としては東京にある乙とが好ましいよう

に思う。 しか し京都にも ，大会的な国際会議幼は必要

だと考える。

大阪市総合計画局 近 藤 達 夫

文化施設も産業施設もむやみと東京へ集中したがる 作
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今，落着いた京都の近郊に国際会議場のできたととはま

乙とに喜ひ下ζ たえない。

最近，東京で I. F .H.P. の第28回世界会議がIJrJ かれた

が，アジア州では始めての 乙の会議に . F A R  E A S T  

とはいうけれども，航空機の発達によって今日ではもは

や速い国ではなくなった と見えて， 外人参加者は 5∞ 名

lζ 透したそうである。そして亭主が会議に参加中，同伴

夫人を対象とした半日 コー ス程度の観光ツ アーが大変人

気があるそうだが， その点、京都はま乙とに恰好の協所

で，奈良も一日の行動閣に入る 。乙れを機会に白木の学

者諸公も ，会議の際は夫人間伴で京都へ来て臼どろの内

Il)J の功に報いるならば，夫人の若返ったサービスによっ

て一段と研究の能率が上るのではあるまいか。

日建設計工事首脳 富 吉 志乃武

南側のアプロ ーチより見たとき ，いかにも山あいに快

まれて窮屈な感がし，もっとノビ/ ビとしたものにして

欲しかった。その点入選案のプランや透視図の方が実物

より良かったと感 じる。形といい色といい何れの点にも

冷厳さがきびし過ぎ， ミ京都の良さは物柔かな中に芯が

あるミの物柔さが全部切捨てられている 。乙の中で行な

われる会議は 四季の花で 飾 られて 行なわれるとは思う

が，夫妻同伴で行なわれない限り ，冷たい，ト ゲ 卜ゲしい

会議になりはせぬかと危具する 。付近にある 円通王寺の木

立のようにノピノ ビとして比叡が! 眺められるようなもの

にして欲しかった。余りにも力み過ぎて，晃互い意味の若

さだけが出ている感がする 。池の水を使って，凝縮水に

したらと思ったが，乙れは水温水質水深を検討して後，

冷却塔にされた由で，何故池の水を使わなか ったかの疑

問は解けたが。

東洋紡績は 元 木 貞 次

国立i剥切の校倉造のぷ村、さを東京にもち ，合掌造を幻

想化 した目をみはるようなはでさを持つ乙の会館が. fn 

敬消寂の茶道のような格北にある乙ととが，若し逆にお

きかえる乙とができれば，さらにコン トラス トの妙が発

揮 した乙とだろう，一方形を追うのみでなく ，木材の l沫

のある色，あるいは純白の崇高さを外uii 全体 lζ 表現し ，

根本的に泉質な コンク リート 色を消す乙とが，乙の大た

んなデザイ ンを世界Iζ 具現するために必裂と，思われる 。

とにかく恐らく日本独特の乙の建築手法が代表作品とし

て世界 lζ 誇示するととができた乙とに敬怒を表したい。

平和処設は 星 広 文

局所は京都裕北宝が池畔の必やツツジの名所，会議場

としてはうってつけの環境地である。日本の伝統的建築

.  
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様式を取り入れた大谷氏の傑作であるにもかかわらず，

『材木屋の板ほ し場J 11 : 似ていると批評している友人が

あったが，暴言も甚だしい ? だがいかにも建築家らしい

批評である。

比叡山の影を静かにうっす宝が池i畔，もう少 し全体の

色調 iζ 考慮がほしかった。しかもテラゾウをわざわざ菜

市に叩き仕上げた資用を考え併せて，建物がほとんど斜

而構造のため管 理面 が大変だろう。特 ｬ ＱＺ ｬｩｬｾ 子の掃除が心

配される。屋根而はどうするのか，その費用も莫大のも

のになろうが，高山館長も頭の痛む乙とであろう。しか

し大会議窃内部の表現のうつくしさには敬意を表しま

す。なにはともあれ大谷氏のあの大J m. 不敵な手法と彼を

一等に推薦した老大家 ? の近代感覚のするどさにも併せ

て敬意を表するものであるの特に古都保存法，都市開発

法等々 一速の問題をなげかけている時11:'" 。暴言多謝

清水1間以 伊 藤 幸 一

表道 路かｾ道路か知らないが ， 宝 Ｑ 山隊道を入って行く

コースの途中に墓場が 2 カ所 もある。会場への アプロー

チとして気にかかる風景だと思う。過円の見学会からう

けた印象として， 思いすごしかも知らないが，桂再佐官，

修学院離宮，京都御所に加えてまた. 悶立京都国際会館

が一般市民の生活とかけはなれた存在として現出したよ

うな感じがする。

大阪市街帯課 原
桂一郎

賛辞省略。

内外の空間を決定づ‘ けている順逆向悌形の構成は ，ｾｾＱ＠

fll J的な ，記念的造形を期待する コンペの要求を満たした

ようだが， 面接すると ， 外観は必要以上に 抑圧感を与

え，内観は船酔いに似た焦燥感を抱かせる。乙れほど見

学疲れを感じさせる建築物も少ない。早いと 乙外 lζ 飛出

したくなる。そして，無国籍的な価値あるｾ匠 ｬζ 背を向

けて深呼吸する。疲労回復に周聞の自 然美が，ーさわ効

果的である。会議場というより，むしろ ，娯楽センタ一

向きの造形ではなかろうか。

兵1011県建築l . l ! 山 田 勝 成

建築 lζ 対する構想は突に立派に表現されている一一ー

si te planni ng から空間構成に至る ，いわゆる建築家 と

してのそれは十分のようだ。だが立地条件のいかん にか

かわらず結果として少々疑問が残るのは，それだけのエ

ネルギーを機能相互の関速に対しても進めて欲しい。京

都という古い都市における幹線の整iilll 一一各種交通の中

心地区と北洛に至るまでの1時間および輸送能力と国際級

的なホテノレの収容カに対する不安は，取りも直さず建物

の利用価値の減少になりはせぬか。環境施設整備と都市

計画の再検討に今一つ エネノレギー を.ノ と設計者に希望

したい。

大阪市建築局審査線 西 川 幸之鞠

平紫，鉛直と水平とで構成された，建物J の外観を見な

れている目には，この建物の，合掌:造りに似た，傾斜壁

而と灰色の外観11: ，一種独特な霊感をおほ・える。また会

館からの眺望も ，純白 木調の風景の美しさを十分にとり

入れてあり ，いずれも ，来訪の外人に強く 印象づけると

とであろう。しかし一方，壁面の傾斜等は ，デテ ールの

困難さもさる乙とながら ，何か心理的疲労を感じさせる

よう な気がする。 乙の会館が， 国際聞の文化の交流"1:

寄与するととはもちろん として，地元関丙の文化の向上

lζ も只献するよら ， 許す限り ， 開放的な辺! 't可を望みた

し、。

大日本土木版 やまもと・しげる

4 月某日 ，京都の河原町通りを北上，加茂川 を渡り ，

下 ｾｉＮ｣ ｪ 事 Ｑ Ｑ 社 を ｴ 誌に見て ， さらに北に進むと小高い丘にか

かる ，新しいアスフ ァJ レ卜 道の ，ペア ピンカ ーブを盗る

と， (孤子坂 と呼ぶとか) 眼前 lζ 忽然と丘と. E: I : の! 簡を通

して宝池が抑IJ i 萌をにぶく光らせ，その向うに巨大な建物

が， 昔の木造船が造船所で，横たわ っているかの如く眺

められた。近づくに従っ て，日本古来の合1;;: 造りの屋根

を恩わせ，重厚な感じは恰も出雲大社を思わせる 。周聞

は小高い松ケ崎の丘 ｉｌ 閉まれ，北に比 叡 ，速 く ｾ ｴ､ｬ ，比

良の述怖を臨む::;'，s券の地に ，うまく 宝ケ池を配して， 一

怖の絵の如 lき来観は実IL 国際会議場にふさわしい局所だ

と感じた。

遠来の諸外国の人たちも乙の風景には十分i前足し ，木

当lζ 美 しい自然美の 日本の国を再認識する乙とでしょ

う。また 乙のような雰囲気に図まれて聞かれる会議も向

然 lζ 融け込んでずい分などやかな会議の進行をたすける

乙とになると思う。乙のような景色に建物の方が圧倒さ

れ，小さくなる乙ともなく ，よ く融けとんで些かも不自然

さを感じせないのは，設計者の大谷幸夫先生の卓越せる

技師と ζ 努力であると賛訴を呈したいと思いながら ，帰

りの市中の人となった。馳け足の見学会での感想でし

fこ。

乙の「国立京帰国際会館 IC とう思う」 のア ンケートは唆工半月前 IC行

なわれた見学会 IC怠加した見学者よりいただい たものが多い。乙のほか

に京部の観光組合を通じて 建築界以外の京都の市民( たとえば餓光関係

者，運転手等々) IC も 7 ンケ ート したが， c れは返事 が な か ったので集

録できなかったのは残念である。

83 



「国立京都国際会館特集」 関係文献 目録 ( 建築関係雑誌より 〕

題 名 | 内 容 | 執 筆 者 | 雑 誌 名 | 年 月

国立国際会館設計銭伎はじまる |  目的 ・応募条件 ，股針条件 I  r雄築文化J I  1963
i
f- 2 月号

国立国際会館館技! ! l : 計はじまる | 座 談 会 咽 際 会 館 ス タ ー h I  r京郎新附」提供 I  r近代建築 J I  1963年 2 月号

建設大臣/ 河野一郎 ，京都市長/ 高山韓三

東洋パルプ取締役会長/ 伊藤忠兵衛，建築

家/ 前川園93 ・丹下他三 ・船rn市平 ，司会

/ 京総新聞井上東京支社編集部長

国立国際会館続技設計入賞作品 |  

発表 ，第 1 回報告 l  

同上，第 2 同 附 | 一 国 立 国 際 会 館 鮒審査会 一

国立国際会館設計続技審究報告岱

I  審査絞過

｝｛審 ＧｩＧｴ［，ｉｩｾ事

解 説

. 資 料

国立国際会館ＡＡｬＺ計ｾ伎 優 秀作品および司自

優秀作品役計説明書

国立国際会館設計鏡技審査報告 I  1  審査経過 |  

笹 ( 全文) I  ][  審 査 論評 |  

子 高 … 叫 作 品 「 一 一 一 一 寸

特集/ 閏際会館入選発表

国際会館コンペ II 隙 1111

国立間際会附設計続技作品

国立国際会館設計銭技? 存資報告

書

国際会館コン ペを鮭って

閏立国際会宵{ コ ンペ

コン ペ特集
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圃国立国際会館投 Jt妓技入選: 程

最優秀作品

優禿作品

. 建築創造のるつ l:f

一 一般終段階Iζ 残 った 12' 告の人々 一一 |浜口降一A C R O通 f:':

・20世紀lJl 築の展開における主主技設計 |  巾 政己

| ー 刷 出た無名の新人 2 人 IC拍 手 を ー | 成 制 彦

| 最優秀 作 品 … 部 制 作 品 第 三

次選考通過作品，第二次選考通過作品，第

一次選考通過作品発友

| 悶 立 国 際 会 館 設 計 制 脳 会 |  

|  腔談会 |  

乙の一年の足跡

園実感の不在

一国立劇場から国立国際会館まで

・入選 4 作品の! ! l : 百十プロセ ス

設計システムの発見と その展開

( 一般優秀作品/ 投計連合)

分散方式の適f t I

( 一優秀作品/ 戸原義fi i l : l ! 築設計事務所)

東洋的近代の追求

( ー優孫作品/ 大同辿築設計事務所〕

投"1ノソァドをとおして

一優秀作品/ 菊竹情。州ill 築設刑 事務所)

. 国立国際会館設計貴重技審査械告官/ 審査

会

圃選後感/ 審査員各氏の意見/ A C R O，

伊藤滋( 蚕員長) . 伊藤忠兵衛. ! {(村[[1

午郎， 大原総一郎 I iiiJ 川国別，総rn"I( 平

園町i 優秀作品 8 点

円堂政府他/ 小林武夫他/ 阪倉金屯他/

佐野幸夫他/ 樹， 竹中工初応設計総他/

向岡長和/ 柳Yf I J l 他/ 吉村町1三

園 田本の コンペ

. 投針組織のゆくえ

・今後のコンペ Iζ 望むもの

. コン ペIC閲するメモ 10:市

. コン ペティションの理念

. コンペの意量産と/ f l l題点

・ 設計続 技 のｬＩＨｾ見とその 問題点

圃国立国際会館投脅| 鏡抜溝査会報告/ 国立

国際会館設計鏡抜人選作品

・国際会館設計餓技所感/ 伊麟 ilt . 伊藤 忠

兵 衛，拙村町l 午郎，奥村勝厳，佐様武夫

丹下他 =.. m畑Jf 三，前川園Pj ，船 Ffl" I(

平

. 国立国際会館段:n: 査技入選所感/ 大谷幸

夫 . 大高正人 . 1吉原混信

. 国立国際会館応募作品をみて/ 川島市士

斉藤宮{ 郎，志賀憲一，図邸主i1i彦，情家評f

滝沢 ｐ［ ｉｾ Ｎ rfl 村順平，中村径一，西山 011

三 ，符内ぷ久 I 'B川英二，向J t - 正也

r l . l l 築」 1963i l:  8 月 号

「 雄 策 」 196311:  9 月号

「国際建築」 号

悶

川
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「近代建築」 1963年 8 月号

脇 III 総史

神代雄一郎

「国際l J l 築J 1963i
J' 8 月号

「新主主築」 1963
i
f' 9 月号

「建築文化J 1963
1
下9 月号

宮内嘉久

雄弁正一郎

Ul rj J 誠，村訟以次n t I

川上秀光

河合正一

川添主査

本以和彦

占Ihl 文児 ，被辺i l l :

1963年 10月号
「姐築雑誌」



題 名 内 '同.，河r 執 '1! 者 雑 箆 名 年 月

シン ポ ジウム

|洲一
「国際建築J 1963年 10月号

主 ｬ 血Ｎ閣立関際会館 ｾ［ Ｅｴ妓技応募作品展

r J . ! 行寮員会

1I' . 闇. 浜 口隆一

「雄 築」 1963年 11月号

国立国際会館設計践校応募集設計笹

l m - |  
etc  

二大 コンペその後 「建 築文化」 1964'1' 9月号

国立国際会館

国立劇助

国立国際会館rTmJ 報告 |  1 2 m位関係の修正

"  "  

2. イン テ リアデザインに ついて

l司立国際会館: x 施設計策 |  大谷準夫/ 肘1迎合 | 「国際建築」 1964年 9 月号

国立国際会自由中J l 日報告 |  現助写真 |  大谷帯夫他 「建 築」 1965年 l 月号

国立国際会館の構 造設計

1  ｾ＠ 側 役百十

M 

"  

B. 精造設計の要点
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古

同力
ボ、

j レ

高力ボ J レトは最近かなり一般化 しましたが，との高カ

ポノレト という呼び名は，建築一般の用語と迷うためにし

ばしばなぜ乙のような名がついたか聞かれます。乙れは

正式には J I S B  11861ζ 示される摩擦接合用高力六角ボノレ

ト・六角ナッ ト・平座金のセットといい，高カポ J レトは

初めの乙 ろには，ハイテンションボル ト， ハイテンサイ

ルポノレ ト という呼び名が用いられ ， 日本建築 学会 で ｉｾ￬ 和

34年11月どろにま とめた規準( 案) IC高強力ボル トとい

う呼び名を採用し，昨年どろまで一般に用いられていた

わけです。米国では規準などでは Hig h S tr ength 

Bolt と呼んでおります。

製品規絡としては J I S B  1186が|昭和39年に制定されま

したが，今までの J I S 規格とはトルク係数値の規定のよ

うに今までに見られなかった点があり . JI S の解説の一

郎を引用してみると . J I S の基本的考え方は次のような

とと です。

(  1  ) 六角ボルト ，六角ナッ トおよび平座金をセッ トと

して程々の品質を規定しているのは，ある強サのボノレ

トに対しては，それに適合した強サのナッ ト

と座金が必要であり ，また， トノレク係数値は

ネジ( ボル トとナッ ト) 間相互の状態および

ナッ トと座金の表面状態から定まるという点

，と，実際IC生産者と使用者の受渡しはセッ ト

として，組み合わされた状態において取引き

され℃いるという点を考慮して，品質の保証

. 単位としてセッ トをとりあげるのがよいと考

えた。

( 2 ) 摩擦接合用と して とくに必要な品質規定

を除き ， その他の品質については . JI S B  

1180 ( 六角ボル ト) . JI S Bl181 (六角ナッ

ト) および J I S B  1256 ( 平座金〉の規定との

関連を考慮して矛盾しないようにした。

( 3) ネジはメ ー トJ レ才、ジを基本とし ，ウイッ

トネジは瞥定的なものとして，両者を規定す

86 
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る乙とにした。しか し今後 1SO ネジ導入による JI S

ネジ基本の改正方針が決定 した段階に至れば，その方

針に したがって，他のネジ部品の JI S と同様にウイッ

トネジの規定は削除され，メー トJ レネジ 1;本立てに改

正される乙 とになる。

( 4) ボノレ ト， ナッ トおよび座金の機械的性質は，完成

品について試験するととを原則 とし ，材料および製造

方法は. とくに規定せず，最終的の製品の品質が規定

IC合絡していればよいという立場で. 乙の JTS は作 ら

れていた。

( 5 ) 現在一般に行なわれている締付方法は， トルクモ

ーメン トの値によ って，間接的 lζ 締付力を推定してい

るので，ζ の J 1S では，とくに トルク係数値 Iζ 関する

規定を設け ， トルク係数値試験の方法および測定機器

の精度も ，試験条件の標準化を図る意味で併せて規定

しTこ

乙の JI S のうち ， とくに重要な表を依すいしてみま

す。表- 1 は「セッ トの種類および適用する構成部日: の

等級の組合わせJ . 表- 2 は「ボ J レトの機械的性質J .  

表- 3は「セットの 卜J レク係数値J を示 します。

袋一 1

セ γ トの厨据1
適 用 す る 摘る成部級品の機合械 的

性 質 ICよ 等 の 組 せ

機械的種性質鎖 Iネジによる援額 Iトルク係数 値 殿高様接合周 I  ｾ官僚筏合周 ｉ 摩高擦力接座合金 用

による による顧 カボルト 高カナッ ト

A  

B  

F  7T  1" 4T  1  ｾ軍

ウイアトネジ( り|

A  

B  

A  

B  

F  9 T  1" 6T  1" 40 2 種

A  

ウ イ ッ ト ネ ジ ベ

B  

A  

B  

F l1T  F  8T  3 極

A  
ウイ ッ トネジ ( 1) 1

B  

A  

B  

F 13T  1" 10 T  F 45  4 種

A  
ウイット晶子 ( 1) 1  

B  

J主 ( 1)  ウイットネジは， 当分の閲乙れを用いるとととし，将米は廃止に向かうも の と

する。



表- 2

織

に

の

質

級

ト

性

等

山

川

的

る

ポ

械

よ

カ タ サ 試 験

カ タ サ

HnB 95- HnC30 

表 - 3

区 分

I 製 造 ロ ッ ト ( り の

トルタ係数値 の平均値

0. 150-0.  190 

l 担造ロット ( 3 ) の I  ^  n l n l"'. l - r "  I  

I  0.010以下 I  0. 013以下
トル ク係数 値の 原 準偏 差 I  V . V I V ' - A I  I  

注 ｫ ｾ ー エ 「
Q 1 X N  

ι I:. IC k  トルク係数値

T  トルク( ナ γ トを締付 けるモーメント)

d， : ボ ル ト円筒却径の基 本 寸 法

N: ボル ト軸力

4. 

設: 11施工規準 : 日本建築学会において，昭和34年 lζ 案

が山され. J [ S  8 1 1 8 6制定後に J I S 8 1186の規格を取 り

入れて . 11(1和40年Ki '話カボ J レト摩擦俵合設計施工規準 と

してまとめられま した。 乙れには，日本独自の多数の研

究と ，アメリカ， ドイツの仕様書111121 が参考にされてお

ります。

高力ボノレ卜摩擦接合は乙の規準 2 条主主義にも述べられ

ているように ， ミi有力ボノレトを締めつけ. ｬｾｓ 材聞に生 ず

る摩擦力 によって応力を伝える接合ミであります。

乙の接合msの許容力の算定は次式によっ ていますo

ｒ ｲ ￷ 川 • No  

I  ｾ＠ 肋μ川…一一レ川川吋一卜問岬叫の伸叫許措容

[長期街重 lκE対し

r す べ り 附 す る 安 全 率 |短期樋 ぷrU5

l  U = l. O  

H nC36- 45 

l  H 摩擦函の数

μ: すべり係数

No: 設計ボルト張力

乙ζ にすべり係数という新しい言葉が用いら

れているが，乙れは ，接会部材の接触面の見か

けの摩擦係数で，摩擦係数よ り，幾分小 さい値

であると考え られていま す。

実際の設計 では • 1"は0. 35- 0. 46 が採用で き

ます。しかし0. 35を越えるすべり係数によって

設計する場合は，試験によって確認され， 乙れに対応す

る施工条件が保証されなければならない。 乙のすべり係

数に0. 46を採用し . 2 種のボノレトを用 いた場合の接合郎

の許容設計耐力が，板が十分厚い場合の問径の リベット

を用い た場合のそれに概略等 しい。

最近では，高カボノレ トが良く使用され，鉄骨加工工場

もかなりの経験をもって来ましたので， μ = 0. 46 を用い

て設計しでも，施工時に 1" = 0. 46 以上を保てないとい う

乙とは比較的少なくなってきています。

設計 lζ 井j いるすべり係数を諸外国の ものと比較したの

が，表- 4 です。

表 - ，( 股 肘 に 用 い ら れ る す べ り 係 数の 比 較

|母 機 | μ | 表 面 処 理 条 件

国 鉄

S  S41.  
0. 40 

サ ン ド プ ラスト等 ICよ り 烈 庇 を 除 去

S M50 表 面 ア ラ サ 約50S

主E 築

0.35 
浮料いたを十自民皮分清，浮掃サピ， ゴ ミ; i11i. !f; 

A - l  - 2 )  

M 

実施等験 ICより硲留され. 1 : . れ IC応 ず る

0. 46 
工 条 件 を 保 証

ド イ ツ S  t  37 0. 45 フ レームクリーニン グ，サ ン ドプラ

A - I - 15) S  t  52  0.60 ス トがけ

アメリカ 母材 ICか

0. 35 

浮料 いた黒皮 ，浮 サ ピ ， ゴミ. IUI . 塗

A - 1- 14)  か わ ら ず 等 を 除 去

イギリス 50キロ鋼

0. 45 同 よ

A- l ・11) まで

また，設計ボノレ ト張カは，次式によっています。

1極および 2 種に対し . No= O. 85σ y ・Ac

3  11 4  11 No= O. 750v ・Ac

l  h  …  耐耐………カ引巾巾巾(恨働倒最骨劇叫，J川峨] 日湘{ 値直

Ac :  ]l S  8 11 80の参考別 表κ 示すネジ部有効断

而主!i

対モ 特言宅/ ｉｉ ，ｻ 翼言電 ｉｾ 空室

/ 防火シャ. y9ー全般 I 4面 持 主

小 俣ご多ヤwッ タ ー 工 業 株 式 会 社

r  大 阪 支 J吉
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表- 5 股針 ポ ｉｾ ト 張力 意味でも行なっています。

| 股計ボルト引張応力度δo t> I  oo/ O n  2)  1  0 0 の決定
乙の締付けの問題のl長大の解決者は ，ツ

ーノレの開発にかかっていると考えられてお

り，現在も各所て・新しいツールが| 片l発され

ており，私の所属する鷲尾研究室でもエネ

ルギーを一定にして締付カを今までよりも

パラツキを少なくする方法を考えて ，5lf m 

化の試みをしてお ります。

穐 0. 85 
"v 

0.61 

fJ A<の脱却j

2  積 0. 85 
"11 

0. 66 

3  話 0.75 
"v 

0. 65 

4  峰 0.75 
"v 

0.63  

ア メ リ カ
1/4- 3/4  O  1，3)  ｾ＠ O.  965 δu 0. 71 

A S T M A 325 7/8- 1  
，; p  = 0. 965 " y  0. 68 

11/8- 11/2  
" "  = 0.9ω aV  

0.63 

8 G 0. 72 。M 0.575 

ド イ ツ 10K 0. 72 .、司 0. 65 

12K 0. 72 。y 0. 65 

1)  ねじ部有効断面における値

2) ボルトの ｾ ｉ ｾ 昌強吉Ｈ段小他Ｉ r求ー 2 t1: ft現〕

3)  UP は Pr oor  Sl  ress 

乙れをアメリカとドイツの場合と比較したのが， 表 -

5 であり ，ボノレト強力の大きさの決定はi慨してアメリ カ

とドイツの1: j : J 間的な値 になって います。

5. 

高カボノレ トの締付け時 fCよく現場の人から ，工場検査

の ト ルク係数値によって ，現 ｾでの締付けを行なうのが

良いかどうか聞かれますが，工場検査のトルク係数値は

むしろボノレ 卜の締付けやすさの目安と考えるのがよく，

特にインパクトツーノレの場合ICは，必らず，現場でボノレ

卜紬力計 lζ 数ふ; 締付 けてみて，そのl時のボルト張力のとド

均値が綴準ボノレ 卜張力になるように制整して行なうのが

重要な乙とであります。昭和35年には，アメリカの仕椴

:占では T u r n o f  Nu t  Me t hod  ( ナット回転法) の締付

け方法が採用され数回の改訂をへて現底 IC 至っている

が，アメリカの高カポノレトは日本の高カボルトの 3 極以

下のものです。乙のと とは，ナット回転法のように . ボ

ル卜f C 降伏点を越えてかなりの仲びを与えて締付 けた場

合に ，比較的問題を生じないが， 4種ボル トでは， ζ の

方法はおくれl波地の現象なととあわせて未知の問勉があ

るとされています。ナット回転法については，われわれ

もボル 卜の締付けの基縫的な力学 (1'-] 性質を調査研究する

O
V1 

Uj J  

を対象

ￔｏｾￔ ＯＧ＠

Oo=  .O'! ，o
v  

1. 25  

H 本ではZ26カボル卜の使)IJ は，I事機接合

lζ |絞られていますが，当然ながら下凶のよ

うな協合があり， 引強型接合といって現

在，外国でも LI 本でも研究中のものです。また，せん断

型( 文圧型) の接合 lζ 使う乙とも考えられ，実験研究が

行なわれています。

高カボルトのｊ￭合法 ｦｃ 関する参ｾ文献を全郎品目べるの

はたいへんですが，外国の 1954年以後の A S C E の St .

r uct ur a l  fζ ，日本の研究文献とあわせて調べれば必要10:

小| 狼は満たされると息われます。

111S pec ili cal i on ror  Sl r ucl ural  J oi nl 5  U出 ng A S T M A 325 

or A490 B oll 5. Ma r ch  1064 

121Yor lii llli gc  Ri cht l ini en  rur di c  A n wendl l ng Von  H Y.  

S chr aubcn Ycr bindungen  i m St ahl ball 

( A lI sgabc 1963)  

711DV22RJ j 浅沼/

ヲ帆. 0・句勺今. . ，. .

乾 .:12; 処少水谷ペイント
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と

一「鬼ボ、ルト」か ら「鬼」へ ー

この君崎尾

弓真沢滝

故尾 崎 久 劫

前 ・日本建築協会会長

日本建築協会名誉顧問

君と知り合ったのは大学Iζ 入ってからだ。当時ある友人が一一中学では僕

の同窓だったが三高で君を知った由一一「建築科に田中久助というがいるだ

ろう。頭のよい上に大した勉強家だ」といった。君はまだ「田中」姓だった

が， ζ の言葉は君 lζ 対する批評として僕の始めて耳にしたと乙ろであり ，爾

後つねに耳底に存し て消え る乙とがなかった ・と いうのは ，やがて時と共に，

事々にそれが実証されるのを見たからである。

i時，吾々の組は僅か十六人で互に親しくなるのもわけないことだった。

間もなく一般構造の講義でt鬼ボルトなるものの存在を知った。逆自の立った

その形が君の頭髪 lζ ホウフツたるものがあった。そして，いつのまにか吾々

の間では「鬼ホ、 J レト」という語が君に対する愛称として通用するようになっ

た。発案は級友の S かY かだったが，僕もこの名は建築学的でよろしいと恩

ってl時々使用させてもらった。 と乙ろが何時のまにかーーかなり後の乙とで

はあるがーーーその「ボル ト」 が抜けて「鬼」だけが独り歩きし出した。ある

人は，その方が却って君らしくてよいといった一一何しろ勉強の鬼だったか

ら一一ーと乙ろが君の方では，僕がボ J レトを外した犯人だと信じてしまったよ

うだ。僕の方でも不徳のいたすととろとあきらめて弁解しない乙とにした。

君と僕は ，どういう因縁か，同じ設計事務所に就職した。君は新進の構造

学者として所員の指導に忙しかったが，デザイン係の僕にはあまり仕事 も回

って来ず，所長もおおらかで，仕事が無ければ本でも読んでいたまえ，なと

という: 元々気楽など身分で，経営も甚だ呑気なものだった。モノグサの僕

には打って付けの所だったが勤勉な君には物足らぬようだった。

大正十二年の大震災を契機に君と僕は別れた。君の本領の発揮されたのは

それから後だ。が因縁浅からず，やがて二人は前後して関西に移り ，いわば

再会の形だった。 乙ち らは相変らずのモノグサだったが，君はいつのまにか

油絵をやり短歌をやり ，さらに小唄だの踊りだのという乙とになった。絵な

ど在学中は決して上手の方ではなかったが，めきめき腕を上げてきたのだか

ら「やっぱり鬼だったな ア」と 今更ながら篤l興した。小唄と踊りの方では ，

余徳として時々悪友共といっしょにご馳走になった。

君は元々身体頑健で，それを自慢の一つにさえしていた。その点でも伎は

いつもコンプレックスを感じていた。が今にして思う ，君の非凡な勤勉と健

康とは一身同体だった，と。精励また精励。ついに健康そのものが燃焼しつ

くした。齢正 lζ 古稀。けだし充実せる一生というべきだろう。ま乙とに畏友

というべき人であった。今[ まあの世で、本物の鬼共をも畏服せしめている 1<: ち

がいない失。

明治29年 5 月 4 日生

昭和 41年 5 月22日死去 70才

学 歴 東 京 大 学 建 築 学 科 卒

( 大正 9 年)

業 医 大正 9年~昭和25年まで

一一辰野葛西建築事務所

技師，帝都復興院技師，

日本銀行技師，長谷部竹

腰l J l 築事務所東京事務所

長住友土地工務 l剖，日本

建設産業 問専務取締役を

経る

昭和25年~昭和 41年まで

一一 日建設計工務 KK取締

役社長，同会長， 同相談

役

講師歴 早福岡大学 ，京都大学，

大阪大学の講師

名誉職 大阪府建築士審議会会長

日本建築協会会長，同名

誉顧問，大阪府建築士会

理事，大阪市建築審援会

委員 ，中央建築士審議会

委員( 建設省) . 日本建

築家協会終身正会員，等

を経 る

賞 罰 大阪府知事表彰( 昭和32

年) . 建設大臣表彰( 昭

和32年) . 藍 綬褒章 ( 昭

和35年) . 大阪府知事表

彰 ( 昭和40年)

なお， くわ しくは本誌昭和 40年 1

月号「尼崎久助特集」号を怠照く

ださい。 ζ の「尾崎久助特集」号

ICは尾崎さんの建築作品，絵画，

短歌のほか，尾崎さん自身の「回

顧 録 J . 先輩 ・友人 ・後也よりの

「尾崎久助を居 るJ . 同期生による

盛 談会などを収録しであります。
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E  故 山内嘉兵衛氏を偲びて

1  4 b ; ) ‘  1  日本述築協会 兵 附l文部長 官 飼 克 ニ

依山 内 嘉兵衛

日 本 主 主 築 協 会

兵 庫 支 部 長

略 歴

明治29年 12月25日，大阪市東区備

後町に生れる。大正13年 3 月東京

大学工学部建築科卒業。卒業と同

時 IC銭高組東京支庖入社。続負業

IC不向きと判断，在施 1 カ月で，

筏庁建築課へ退出。以降，長崎

県 ，福岡県などの建築課長を歴任

最後の兵凪I県建築謀長時代，戦時

の近畿土木l 1 ¥築統制組合専務理事

となって地方庁と訣別 ，建築関述

の団体生活 IC入り ，兵w県ill 築士

会会長のほか兵蹴III 築会顧問，日

木 ill 築協会兵> I l 文部長などを兼ね

ていた。附和 ＴＱ 年 Ｔ 月 ＲＴ 日ｾｊｪ耳演

のため死去。 70才。

彰 賞

藍綬11. : 賞受章 ( 昭和38年) その

他建設大臣 ，県知事の数々 の感謝

状，表彰状を受〈。

ヨ11111111111111111111111111111111 川 111111川川川11川川'“川川川11川川11川"川川"'川川11川川川11川川川11川川川11川11川l日1川川川11川11川11川川11川川川11川I日'"川川川l川川11川川I日川川川1日川t口川11川川11川川"' 川 川川11“ 川t

いろいろとと指導をいただいておりま した山内 さん (兵庫支部長) は. 4  

月初め頃から休養されていましたが. 4 月 2 日夕には有志 2 . 3 の方ととも

に会食して懇談され，私もその席に列しました。その後は ど自 宅で休養中で

したが，同月 24日夜，病勢急変 . 25日朝，そ の言ト報を電話連絡で知り ，直ち

に住吉のお宅へ駆けつけた乙とでした。

山内さ んは ，大正 ＱＳ 年東 大ど卒業後 Ｎ ｾ視庁を振出しに ， 福岡，長崎の各

県を経て，戦時中に兵庫県建築課長としてど赴任になり ，早々協会を中心と

して県市その他協力のもとに，防空講演会が神戸海員会館で聞かれました

その頃から神戸~兵庫県における山内さんの存在が明らかとなり ，終戦直後

から兵庫県建設業協会の専務理事となって，同協会の今日を築かれ，最近間

協会を男退されてからは，務仕的 IC毎日兵庫県建築士会事務所 iζ 顔出しされ，

同士会々長，日本建築協会兵庫支部長，県建築会など ，建築団体の育成 ・迩

営に尽力されてきました

県建築部の廃止後，何かと不{ 更を感じておりました県下建築界のために ，

県下建築団体を一丸として建築部の復活運動を起し ，成功させて建築五団体

協議会を永続的なものとし，一方には，県市の建築審議会の両会長として尽

力されてきました。その他県下位築界の向上発展11 " : 献身的な努力を続けられ

ましたととは，枚挙lζ 退なく ，山 内さんの高潔円満など人格と ，その識見の

すぐれておられた乙とに対し，心から敬立を表し ，感謝しております。先年

間出場で倒れられてから ，お好きな酒も慎んでおられましたが，各方面への

ど献身が再発の原因になったのではないかと恩われ，痛恨の極みであります。

先年強綬褒章を受章，その他数々の表彰などど貢献を証して余りあり ，哀

悼の怠を表してど冥福を祈る次第です。

/γ f，{ζ ，ぷ

4 昭 和 4 1 年 一 級 建 築 士 試 験 の 施 行

建築士法( 昭和25年法律第 202 号) 第13条の規定によ

り昭和41年一級建築士試験は次のとおり施行される。

1. 試験地

(1) 試験地 ・札幌市，仙台市，浦和市，市川市，東京

都，横浜市，富山市，静岡市，名古屋市，京都市

布施市，神戸市，広島市，高松市，福岡市，熊本市

(2) 受験地の指定 : 受験地は，受験者の住所地に基ず

き指定する。

(3) 受験地の変更 - 受験地の変更は認めない。

2  試験期日および時間割

昭和4l年 8 月20日( 土曜日)

午前 91時20分- ー・・午前 11時

正午ーー ・・… .... 午後 l 時40分

午後 2 時.... ... … 午後 3 時40分

昭和41年 8 月21 日( 日曜日)
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u築計画

建築施工

建築法規

午前 9 1時20分…・・・午前11時 建築構造

正午…・…. . . . ・. . . . . 午後 4 時30分 建 築 設 計 製 図

3.  受験申込手続

(1)  受験申込書受付期間 ・昭和41年 6 月16日( 木限日)

から昭和41年 6 月24日( 金曜日) まで

(2) 受験申込書受付場所 ・住所地の都道府県建築主務

課

(3) 受験申込書などの交付 : 受験申込書，受験案内な

どは 6 月 8 日( 水曜日) から各都道府県建築主務

課で交付する。 なお，郵送で交付を求める場合は

所要の郵便切手をは ってあて先明記の返信用封筒

を必ず同封する乙と 。

4. 合絡者発表 : 12月中旬の予定

5  建築設計製図の設計課題

「市街地に建つ庖舗付共同住宅」



日 本 建 築 協 会 月 閣 の 動 き (4月 分)

理 事

. 6.  

ココz

5 日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出席者東畑会長ほか 9 理事，井手京都支部長

新旧役員会食懇談会を開催した後開会

議 事 ( 1  ) 参与委嘱の件

( 2) 理事会務分掌の件

( 3) 継続事項承認の件

( 4 ) 委員会委員委嘱の件

( 5) 理事会定例開催日の件

( 6) 寄付金受領承認の件

( 7)  3者連合表彰候補者詮衡委員会設置の件

( 8) 入退会者承認の件

( 9) 報告事項

主計理事会

5 日 2 時- 2 時 半 於 会館集会室

出 席 者 梶 本，伴理事

事務局職員の昇給案査定

編集理事会

15 日 3  f時半 4 n 寺於会館集会室

出 席 者 岡 橋，長谷川編集淫事

編集委員長推せんの件と編集の方針について協議

出 版 委 員 会

新鉄骨構造計算と実例集特別資料打合会

8 日 2 1時- 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者鷲尾委員長，木田 ・宮川幹事，八幡製鉄ほ

か5 鉄鋼会社

執筆テ ーマ( 共通，特別) およひ‘ 執筆要項について打

合せ

新鉄骨構造計算と実例編集委員会

14日 3 時半 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者鷲尾委員長，木田 ，宮川幹事ほか 8 委員

議事 l  第 1次原稿( 某屋上独立鉄塔〉の討議について

2.  第 2 次原稿と工程などについて

3.  特別資料について

4. その他

基礎工法と実例原稿検討会

15日 6 時一 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 吉 仲 ほ か 3 委員

原稿草案による検討打合せ

基礎工法と実例編集委員会

19日 6 時一 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山肩委員長ほか 4 委員

原稿執筆状況と執筆原稿について協議

住 宅 委 員 会

委 員 会

6 日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 間 橋，黒谷，野々村正副委員長ほか20委員

議事 1. 委員長および副委員長選任の件

2  前年度よりの継続事業の件

3.  定例開催日の件

4. 新事業企画の件

住宅展小委員会

18日 51時半- 8 時 於 会 館 集 会室

出席者 泉谷副委員長ほか 4 名

議事 住宅展出展業者の勧誘について

事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

11 日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者久保田委員ほか 6 委員

議事 1. 主査選出について

2. 前年度委員会よりの引継事項について

3. 本年度の事業企画について

若い会員の集い小委員会

18日 6 時- 811寺於大阪府職員会館

出席者能勢主査ほか 5 名

議事 1. 本年度の事業企図について

2. 小委員会の運営について

3  その他

委 員 会

20日 51時半ー 7 時 於 会 館 集 会室

出席者増井委員長ほか27名

議事 l  正副委員長，幹事の選出について

2  各小委員会構成員について

3. 第 4 回欧州建築事情視察団 につ いて

4. フリントコート説明会の企画について

5  本年度の新しい事業について

6. 5 - 7 月の事業企画 について

7  委員会の定例開催日について

8.  その他

編 集 委 員 会

造園特集幹事会

13日 4 1時一 7 時半於会館集会室

出席者近藤特別l幹事ほか 2 名

議事 8 月号「造園特集」の企画

委 員 会

15日 4 時一 7 時 半 於 会 館 集会室

出席者 長谷川委員長ほか 17名旧委員より 5 名

議事 1. 委員長選出

2. 前年度より引継事項

2- 1  編集の技術的内容と企画の説明

2- 2  4月号= 建具金物特集経過報告

2- 3  5 月号 = 法規特集経過報告

2- 4  6 月号= 国立京都国際会館特集経過報告

2- 5  7 月号= 第13回青年建築家特集経過報告

2- 6  8月号= 造園特集幹事会案報告

2- 7  シリ ーズもの報告( クラスメ ート ，技術

の頁)

2- 8  作品作風小委員会報告

91  



2- 9 表紙デザ、イン

2- 10 懸案事項，雑誌' E t 収支説明

3  本年度の編集方針

4. 9 月号以降の特集テー7 について

5.  9 月号= 地下工法特集幹事選出

6. 小委員会委員選出

ウー I 技術の頁小委員会委員

6 - 2  レタリング小委員会委員

6 - 3  作品作風小委員会委員

6 - 4  広告企画小委員会委員

7.  定例曜日について

「大谷孝夫氏を囲む座談会」記録整理会

25日 5 時一 B 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 栗 原 特 別 幹 事 ほ か 3 名

「国立京都国際会館のデザイン」について設計者大谷

幸夫氏に聞いた話のまとめを行なったが，記録のぬけ

ている点などの補足を 5 月 9 自に再び行なう乙とにし

7こ。

法 規 委 員 会

委 員 会

27白 4 時- 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 佐野委員長 ほか13名

議事 1. 経過報告

2  今年度のとりあげるべきテー 7

! 日本 万 博 コ ン ス トラク ショ ン ガ イ ド 作 成 委 員 会 |

1 日 51時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 塚本副会長 ，浦辺委員長ほか 12委員

22日 41時- 8 時 於 レ ス ト ラ ン パ レ ス

出席者 浦辺委員長 ほか 14名

役 員 委 員 懇 親 と 見 学 の 会

16日 1f時- 6 持

国鉄京都駅東口 (C集合して l 時発。国立京都会際会館

を見学の後京都ステイションホテノレにおいて懇親パー

ティを開催 出席者 80名

見
平[子

. 6.  

τE丈

朝 日新聞本社地下エ法見学会 ( 竹中式深礎工法)

設計 ・施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

7 日 3 時一 5 時

参加者 84名

国立京都国際会館見学会

設 計 大 谷 幸 夫

協力 設計連合 ・横山建築構造設計事務

所 ・桜井建築設備研究所

工 事 監 理 建 設 省 近 畿 地 方 建 設 局

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

9 日 11時一 51時

参加者 142名

東洋棉花株式会社本社ビル見学会

設 計 監 理 株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所

4 階 内 装 設 計 株 式 会 社 池 旧 宮 彦 設 計 事 務 所

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社
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30日 1時半- 3時

室担主 61宣

講 習
..0.. 

=  

左官工事講習会

日時並会場

4 月 4 日 91時一 17時 於 兵 庫 建 設 会 館

11 5 臼 11時 13時 於 洲 本 市 民 会 館

11 6 日 ? 時一 17時 於 姫 路 商 工 会 議 所

11 7 日
ι， 

於盛岡労働会館

11 25日 11 於愛知建設会館

11 27日
乏，

於岐阜建設会館

1. 講師並題目

左官工事総論 ・各論( 全会場)

工学博士 山田幸一氏( 大阪市立大学助教授)

左官工事各論( 神戸会場)

谷口尚武氏( 大林組取締役技術部長)

左官工事各論( 姫路 ・豊岡 ・名古屋 ・岐阜会場)

長谷川哲之助氏( 近徽地建監督官)

左官工事各論( 洲本会場〕

橋本良介氏( 大林組技術課長)

新しい左官材料

ヘキスト合成( 神戸 ・姫路 ・名古屋 ・岐阜)

吉野石官( 神戸 ・洲本 ・姫路 ・盛岡)

サンエス石膏( 姫路)

信越化学( 名古屋)

1 共 催

兵庫県建築士会，愛知県建築士会，岐阜県建築

士会，兵Ji !I 県建設業協会，愛知県建設業協会，

岐阜県建設業協会，兵庫県左官業組合迎合会，

愛知県左官業組合連合会，岐阜県左官業組合連

合会，本会兵庫支部，本会東海支部

1. 聴 講 者

兵庫建設会館 80名

洲本市民会館

( 総務者少数のため座談会 K 変更した〉

姫路商工会議所 70名

盛岡労働会館 130名

愛知建設会館 150名

岐阜建設会館 150名

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

編 集 後 記 : 国立京都国際会館が唆エし， 話題を呼んでい る折，乙

の会館の設計から施工， 管理までの企画を考えてみたも のです。大谷幸

夫さんのデザインポリシーを聞く E とができた己とを喜んでいます。江

ぉ「管理」についての原稿は得られなかった のは残念です。企画にど協

力いただいた方は，谷fi 之 ( 設計迎合) .  稲村数矢( 近織地建) . 熊本

政哉( 京都国際会館) . 深谷浩一( 大成建役〉の各氏です。

次号は「第 13回背年l ] 築家特集」の予定です。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川11111111111111111111111111111111111111111111
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一一一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ご 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株 式 会 社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 笛 閏 町 1 6  1l! J !i (淵) 代表7031

支 府 東J;r ffl I千代川天神川小川町2了 11 1 泡，11; (292) 代表7751

広島市紙屋町 1 丁目2 番 2 2 干;- 司1，1l; (21) 代&4535

福岡市大名 1 丁 目8 者 1 2 号 ?古川 (76) 代炎3795

名古府市中区新栄町 2 丁目 1 1UJ ii (941)  5  9  6  6  

7吉 山 市 籾 111 小 泉 IIIJ 2  8  6  11J:.l 1; (31)  2 2 7 4  

金 沢 市 下 新 聞J 8  11!.! ，f; (34)  4  0  8  9  

筒 井 市 西 玄 7I<P1f 2 丁 目 1 1  3  111，1，1;  (22)  1  5  9  6  

怯江 市東本田T 4 丁 目 1 4  7  1ll，lii (  2  )  5  0  9  8  

冷 暖 房 ・温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 讃 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

出張所

社

本 社 大 阪 市 西 区京町桝 l 了 U62 司1 J fo (443) 代袈 8161- 9  

出強所 東京綿北区上十条 l 丁日10 市 ，Ifo (911)  3  9  4  1  

名古l五市中村区牧 野 町 l 町 6 電 話 (54)  0  9  6  6  

神戸 市生日1区北長狭通 7 丁目 l の l 需品 (J4) 1778. 4386 

1五 山 市 袋 町 6 帯 4 号 電 話 (21) 7  575 ・758 8

A

Q

一

A
式業 株エ回山

絵

暖

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

ilI 気 ・H是冷房 ・水道 ・衛生設備

設 計 施 工

設計施工

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社去五 大 阪 城 口 研 究 所

自日

大阪 市川区江戸峨 1 - 6 0  Ｎ［ ｴｌ ｾ 古 ＨＴ ＴＱ ＩＸＲＳ Ｑ 大代

点 京 ・ 名 古 hl 11，¥岡

京 抑 制1 戸 ・岡 山 ・高松 ・広 Jゐ ・熊 本

札 帆 ・仙 台 ・新潟 ・M 山 ・金沢 ・福井

谷

声 生=

白
取締役社 長

本 j苫

支 l市

出 Ｑ Ｑ ｾ ｰｦｲ

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪訂l 局7l 5 1(代表)

京都市東山区大和大路正面上 Jレ電話京都56局4945 ( 代表)

神戸市生田区下山手通六 ノー ・電話神戸34局 5 8  9  2  

庸口城取締役社長

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大正二年 病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

芸誌 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 広 東 京 駅 前 丸 ピ ル 6 階 6 7  6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大阪市西区土佐堀i i ! t 大同ピル 616号

電 話 大 阪 (443) 3  3  6  1  - 6  

札 帆 市 北 十 条 西 J 8 丁 目 3 6 番 地

m 活 札 帆 (61) 4  3  7  1  - 3  

名古屋市中区南大津通一丁目千代田ピル522号

電 話 中 日 ( 261) 0  6  4  1  - 3  

広阪大

札 幌 庖

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管 工事

設 計 並 旋 工

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1  :ffl:!也

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東京本社 東京仰千代 III 区大手町2の8番 J也( 日本 ピノレ)

包括 東京 (270) 7  4  1  1番 (代表)

札。 昆 ， Ｇｩｬｾｫ ｩｉｬｬ内 ｮｬｬｬ 札。尾道 ｪ ｈ ビル 電 磁 札悦 ｀ 5  7: ;  6  

ｾ ｩｉｻ ， ｬｪ ｲＮｲＮ岡町 Ｒ 番 Ｑ 6 号 電 話 世 沢 @2  0  7  4  

悩 Jt-，'i城 之 栂 F 町 一 O 電 話 舗 ) f ① 2 4  3  6  

i臨 般 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 (2 5  1  9  5  

岡山市太供松 ノ木三八O ノー 電 Jfo 間 山 ⑫ 5 4  8  6  

札悦営業所

金沢哲車所

福井出張所

高松出張所

開山J品鍛所

名 古 屋 庖

須 社

三』、

ｾ＠式
ル

木

4

f

s

 

業工賀

V  6  S サ ッ シ

s  環 岐 術生 縮 技

1 =、荷 役 述 般 機 械

7 一ーーす 化 'γ .鉱 山 機 械

雲芸大阪支庖

冷 l暖 房

給排水、衛生水道

ｾｬｌ 気

厨 房

三 機 工 業 衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 土佐堀J i I i 1 丁 目 14 屯話 441- 5171

阪・ 名古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・傾 向

空 気 調 和

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支庖長 樋 口 }j 券 栄

阪 市 東 区北 浜 2 丁 目 2 2  ｾ守 地 Ｑ ＱＱ ｢ ＮＡￍ大阪 Ｈ Ｒ ＰＲ Ｉ 代 ＮＦ ＳＰＷＱ .  3051  

本 的 東 京 郁 千 代 四 区1i 栄 町 1 了 11 10得 地

支r，>; 出 張 所 1'， 凸・服 、 制 問 、 札 純 、 広 島 、 I111台 、

Ｗ Ｚ ｗ し て ￮ＧＡＺ ｩ Ｎ尺 、 町 ￞ｉ 司、前 ｪ ｾｾ

鶴 見 、Hl I具 、 六 郷 、 高 州 、 中 Ul ｾ＠ It i  賀

支 1;1; - 東 京 ・

営業所 ー jよlゐ

空 気 調 和 装 置 ・ 塗 装 設 備

設 計 施 工

建 材 社

大 阪 支 庄

大 阪 市 北 区 中 ノ島こす目 ( 新朝日 ピル 5 階 )

官官筋 大阪 @ 3 7 2 1 (代 )

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 6 T 目 3

( 朝日 ピル 8 階 )

名古屋市中区錦2丁目 2昏 13号

(セ ンター ピル )

&1 ・北 I盗 ・*L 眺

，ｾ 主コニ

衛 生・ 冷 暖 房 段 備

株式

会社

組 西原衛生工業所大阪庖

本宇土及東京 支 I苫

11二

所

所

揖瞳

絡

営

、豊

電極大阪⑩ 3531番

94 
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暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

回 高 砂
釜挽

品ｾ

-← 

本 社 東 京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2番地

大 阪 支 庖 大 阪市北区梅田 8 番地( 新阪急ピル 8 階)

電 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

l醍 冷 房 ・水 道 術 生 工 IJC

設 計 施 工

株式会社 栄 興

取締役社長 中 山 敏 正

本 庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 烏 北 二 丁 門 - ' (存地

電 話 大 阪 ⑩ 3 3 9 1 - 5 手作

支 広 東 京 都 新 宿 区 荒 木 11fT - ) L 孫 地

電 話 ( 351) 2  1  7  7  - 8 務

神戸出強所 神戸市生悶 区下山手通八丁目 三三 n1Rli 元町@3035 l1'i

仙台出演所 仙 台 市 東 四 番 了 間 p. 電 話 ② 5136酢

A

令

官

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 白 川 30 " 日大阪⑪ jj QEmL。

本 社 東京都千代田区九/ 内3- 2( 新東京 ヒ、ノレ)

電 話 (211) 85 11 ・85 61 (代)

仙 台 支 出 仙 台 市 新 伝 馬 III I 6  0  

宙 話 7 3  3  2  

名古屋出張所 名 古 屋 市 東 灰 束 門 前 I 1II 3 - 6  

電 話 QD 2 8 9  3  

@ 暖 冷 房 空 気調和 環境衛生工事一切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 灰 万 才 師f 50  

大阪事業本部 電 話 大代表 (312) 13 6  7  1  

東京事業本郡 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 18

-; 11: ｊ ｉ ｾＧ＠ 大代ぷ (353) 9  1  5  1  

名古屋事業本部 名古I t ! . 市中村r><: r;広) j : l llf 3  - 15  

(中京';[主t ピn ) '，tL，i丹( 581)9:li 仕- 8

香 事 業 部 京 滋、下関 、 新 潟 、 金 沢

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 一 7 1  

匂 話 ⑩ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

本 社 来 京 銘 文 京 区 元 町 2 T f l 1 7 帯 地

i屯 話 (811) ( 代 表 ) 6  2  9  4  I  

支后出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高必 ・l広烏 |  

診 空叩叩丸矧知ｾ，Ｇ ，叩 各糾側州山F卜州附附附川' 喰作川附R即川附iパ冷f令Ti凍d点i

" 什|十製 f作 乍 . 地 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大阪 市北 区立 ｽ Ｚ ， ｾ浜通 ｉ - 2  5  (新大ビ ル)

電 話 大 阪 (344) 8  3  3  1  

本 社 東京都中央区 日本橋本石町4- 2(三 )1第二別館)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 出 1U 所 九 州

工 場 崎 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 都 足 立 区

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生

温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

《会
式

社

株

会
朝 日 工 業 社

大阪市東淀川区1川島町 357 fi世話倣吃271- 9 ( 代)

東京支社 東京都港区之浜松町2ー 7 III (434) 6171(大代表)

支 庖 北海道 ・仙台 ・名古島 ・広島 ・福岡

I  I  温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 j庖 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

代表取締役 市 川 繁 縦

本 社 京都市南区西九条12江l田T2  0 番地の I

電話 (68)5101- 5 ・夜間-'. y: m( 69) 1045

大 阪 営 業 所 大阪市北区 天 削鈷 11L51協iEせ

四日市営業所 凶日市市浜田西末広 IIIJ 屯話@ 7431- 3  I  

津 営 業 所 rl! 市栄a J J 2 ー 111 電話⑤ 3 6 1 o I  

給 水 衛 生 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

平 山 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 平 山 京 平

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 2 丁 目 2 番 地

屯話 大 阪 (441)代 1 9  9  4  (443) 代 0 3 3 1

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 r  

理 研 鋼 機 株 式 会 社

大 阪 支 底 大阪市東区高腿橋 5 - 4 5 ( 興銀ビ J レ別館)

IU 大 阪 代 (202) 7 7 45 番

本社・工場 東 ［ｾ lifl 北 lベ 神 谷 3 の 10 の 3

7U 東 京 代 (901) 3  1  9  1 喜

本社・分室 東京初港区麻布弊町 1 5 5 ( m 5興利 ビル)

111 東 京 代 (409) 0  1  5  1番

支 ｬ 吉 名占恒 ・ ｦｾＱ 台 連 絡 所 制 |判

95 
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各 種 電 気 工 事 設 計 持 エ

株 式
社

:

A

S

A

 

ヨ

市

施

式

庄

町

株

村

事

気

清

工

時

気

電

鰍

竃

藤

取

社
ふ

宮

A:::!: 

ヌL浅 海 電エ

雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 l 下 回 2 2

包 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

話 ( 481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5 7 3

古 屋 ・ 札 幌 ・ 旭 川 ! ・ 福 岡

正海浅取締役社長

ネ土本

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 (313) 代表345自

東 京 文 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目 十 二

-電 話 (551】8 3  3  0 ・8 3  0  3  

所 名 古 屋 ・ 神 戸 ・ 岡 山 ・広 島 北 九 州

東京支社

名営 業 所業

P必，、

邑

電 気 工 事 設 計 施 工

事

工

式

装

工

針

施

株

事

計

業

工

設気

エ

電

工 業 株 式 会 社

. t = 

支1中 央 電

社

..o. 

':z:s;' 原栗

騰

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 五 六 番 地

'111話 大 阪 代表 ⑪ 8 1 3 1 - 7

東京・名古屋 ・四日 市 ・神 戸 ・ 御

坊・新宮・松山 ・草 津

村
メ入

7  
取締役社長

社本.

英

大阪市北区高垣町16番地( 束阪急ピル71滑)

屯 話 大 阪 (313)  1  1  0  1  (大代)

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出強所 舞鶴 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・2 山

舌

一
回

原栗取締役社長

支i 庖

営 業 所

マ ト 電 気 商

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0 5 6  

東京都港区新橋 5 - 34- 6  相馬ピノレ部皆

';Il 話 束京 (434) 3848 ・(431) 8435  

大阪商 ・北海道・名古屋 -四日市 ・福 山 相 岡

..o. 

':z:s;' 

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ

取締役社長

社

東京営業所

本

空 調 衛 生 設 備 用 各 種 自 動 制 御 盤

監 視 盤 ・ グ ラ フ ィ ッ ク 盤 ・指 示 計 器 盤

端 子 盤 ・ 高 低 圧 受 配 電 盤 ・ 分 電 盤

各 種 フ ロ ー ト ス イ ッ チ ・ 其 の 他

各 種 自 動 装 置 用 電 気 機 器 設 計 製 作

森 井 電 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 森 井 定 勝

専 務 取 締 役 佐 野 春 吉

本 社 東 京 都 港 区 芝 三 回 綱 町 一 番 地

電 話 東 京 (451) 代 表

支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 十 占

電 話 大 阪(443) 代 表 8 3 8 1 ・夜間(441)050'2

研 一 古 一 広 白 福 岡 ・ 仙 a

主 張 議 長 古 京 早 大 広t 福 8 ・名 古 量

@  

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株 式

本 博 三

大阪市北区中之仏 3 の 3 朝日 ビルディング

T E L  代 表 ( ビ ル) (231) 9  5  3  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4 の 8

T E L  代 表 (448)  1  3  6  1  

京 郷 市 中 京 区 西 ノ京 中合 町 2 0 の 1 1  

T E L  代 表 (81)  9  2  9  6  

P/T 張出

社

電気・暖冷房・空調工事設計施工

三 宝 電 機 株 式 会

社
A

Q

2

 

電陽朝

山取締役社長

本 社

営換所

伝

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 o ( 堂 ピJ レ三階)

- m 話 ( 312) 1  4  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 1 5  (辻 孝 ピ ルh

官 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 ( 99 )  5  1  3  1  - 3  

小 松 市 ・堺 市 ・高 槻 市 ・姫 路 市

納&  取締役社長

ネ土

庖

営業所

本

支

営業所

出猿所

社

必』

ココE

電気工事・設計・施工

式株

ｾ＠

ヌL電

日月

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

霞 語 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町三丁目 一一 電話大阪田Q7004

本中

正本中取締役社長

社本

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗続五丁 目二八番地

電話 大 阪 (202) 0  3  2  5  - 9 春

本 社 東京都千代悶区西神 国 l 丁目 8 番地

支 社 札幌 ・仙台・丸/ 内・名古屋 ・縮問

出張所! t l l 川 白河 ・様i兵 ，ｉｾ ￞ 岡 ・ 白 山

資材倉庫
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一一ー 特 命 又 I. t . 指名 の ぬ 合 は 本 側j を ご 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一一

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 IIJ T

'，'¥1 Uo 大 阪 ⑪ 6531 ( 代) - 8  

支 底 名 古 屋

営業所 東 京

出張所 岡 山 ・ 北MH

電 気 工 事 設 計 施 工

キ富士電業株式会社

取 締 役 社 長 田 中 ｾ＠

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁 目6 5  

電話大阪 ( 541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

日 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 μ ・福 岡

.日 tri c ( G … |  

j令H在房機「 ゾンナル」その他各種冷暖房機 |  

i品水ボイラー「ハイテ ンプ

Ｈ 丙 ｬＱｾ ｗｅｂ ｓ ｔｏ H  tt ｲ ｦＮ￭Ｑ ［ ｈｩｾ Ｍ

西日本総販売元

岩 佐 物 産 株 式 会 社

本社 大阪市北| メーι 松田r:I- 56( 州Xi ，)'< ビル) '，[t"f; (:161)  2238( 代 表)

東京 ｾＩ［ＨＢＧｉ ＧｩＧ央 ｬ 正 Ｇ ｽｉ ｾ ｉ［ ｾ＠ 1:.¥ I  - 1  0  '.{t ，，[j (551)  1079'  !617  

四国 八 崎 浜 市 大 .'，1.¥ 目J 3  ｾｉｌｬｬｬｩ 八幡 浜 Ｕ ＱＴ ' 19トl

P  AI NTI NG C ONT R AC T OR  

株式

会社

塗 装 工 事 請 負

林 塗 装 庖

TEL. 大 阪 @1756ー 7 ・東京 ⑮ 1335

. 樹 脂 防 水 ゴ ー レ ヂ ン

本 社

営業所 ・大阪市東住吉[玄駒 Jllffl T3- 54 '，'1]; (791) 代7814- 6  

代理庖・ m京都品川区東大崎 3 の 239 "江東京 (491) 9698 

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 興 社

敏 夫代表取締役 林

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 50 ( 堂ビ J レ7 階)

Ｇｉ ｾ ｬｴ＠ t . 古⑩ 3 6  7  1  ( 代)

支 腐 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

Ｇ ｉ ｾ ｬＡ＠ ｾ 市 ⑪ Ｑ 4  7  8  ( f-l;:) 

出張所 川 崎 ・ 相 棋 原 .J!R. 福 山

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 ( 天 六 阪 急 ビ ル ) (351 )4927代

大 阪 営 鍵 所 (351 )4927代 サ ー ビ ス 事 鍵 所 ( 328)0336代 l  

東 京 営 蟻 所 (822)0995代 工 喝 ( 328)0336代 !

一一一一」

青写真とマイク口フィルム

株 式 会 社 内 外 写 真

製凶 ・トレ ース ・桜:与写兵

大阪市北区堂山北町 16 T  E  L ⑩ 9055 ((' i : ' &) 

必

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ・ 一大 仏 瓦

面-t ):亜，¥ f同 級 勾 円cHl J t. . . …大 和 瓦

美術建築内外袋 川 タイ ル… - 大仏タイル

株 式 会 社 大E
例l

3555 

4土 Jli A' ! l 市東山区今熊野大仏池111町9の9 (56)3725 

大阪営蝶所 大阪市北 ｼ メｾ心 町 Ｑ r 日2 8  (お1) 0703

名古屋営業所 名古屋市瑞泌氏脱出血 1 J 目30 ( 88) 2703 

東 京 営 灘 所 東京術史谷区上以 1 r U2 9の 4 (467) 1641 

.⑩ 
拘苦・続五 Ｎｴ ， ｲｾ 言

1"/ft-?-. v，ンホィL

株 式 会 社

三 幸 商 曾

大 阪 市 北 区 与 力 町一 ノ ーO

電 話 大 阪，( 358) 4  0 3 1  
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丸 木 下 防 火 シ ヤ タ ア l  

• 株 式

. 0.  

Z玄 ネ土
鈴 タ ア 商

. 6.  

:z:s;'  

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33 電 話 (371) 4 1 5 1 - 6  

電 話 @
北陸営業所 金 沢 市 長 田 町 1 1 9 2  2 8 7  

東邦商会
出 張 所

大阪市東住吉区桑津田T 3 丁目 59

電 話 大 阪 (718) 1292- 6  

和 歌 山 市 新 姻 6 丁 目 13

tll: 括 和 歌 山 (2) 0298 ・9435

耐酸 ｅ ソポ各種 ぽｾバｾ引
天窓瓦福林産地直売 rν ) ｾ 通手間

建築掬弘志 ｔ ｦ ｾ
25吉田芳確商庖

⑪ 続 11] 淳窯業商庖

98 

害扇71c 浸 入 剥 落 防 止

ナ 耐震 耐 風

浪ニ 安 定 軽 量

産っ

E 瓦

E 株

露呈

霊亙

ナニワ緩匂 ｾＲ 買

a E・ . . . の 新 建 材

プ リ ン ト 合 板 巴 冒 オ シ

プ リ ン ト 合 板 " 叉 ' ム ヲ.，r:

ビ ニ ー ル 合 板 ピ ニ ラ イ ト

ポリヱステル化粧板 ￯ｉｩｾｾＧＧＧＧ
立体力日工合板 0 . . 0ヲシマー

工芸合板

合 成 祭 着 剤l

そ の 他

アジ‘ D 倉 板

ヲ ｾｉｉＮＮＭｱＢ ィシ

新 建 材 一 式

⑥ iRi 主主桝烹烹守|
東京出張所 東京都江東区深川平久町 l の'_' :W- A叫 M: GI' _

e  



⑮ 

イi 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く ゲ

アスベストJ t
l

) ヤ

Z スロシ勾イ札

ff :.J ヨz - ] ，

涜し台・調理台

隻語孟函亘書

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1

電 話 (532) 1  2  3  4 代 表

Asbesto.  Barr iev 

( 硬質石綿似)

建物内外壁、間仕切 、天井原、包気室

発f E所、配tE室、製鋼、ガラス工場

の壁、製獄、製油製薬工湯の床スカ

ート 壁などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 "i 北 区 間 心 町 l の 1 1  

7G 話 ⑩ 3 4  4  2 ・4 0  7  8  

( 呈カタログ)

KANDAN 脈 融 湿 度 調 整 i  

各 種 送 排 風 機 ド

ド 玄 関酉轡#開鰐 l

ブ ル ー フ テ ッ ク ス

ブ ル ー フ コ ー ト の 併 用 を

何れも合成ゴム、合成樹脂系 のエマル ジョンで簡

単 に施工 が出来完全防水の目的 が果せます 。

詳細説明書送呈

. :ε ， 
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東京s - 王J 7J -JL工業研百台tl

東 京 都 府 川 区 西 尾 久 4 丁 目 1 2  - 1  

1司! ｾ舌 ( 893)  0  1  1  1 フミ(¥e

大 阪 市 北 区 首 脳 阿 1 8 排 地 ( 品似 ピ ル )

司I 百舌 ( 364 )  9  1  5  4  (¥e 

名 古 屋 市 東 区 武 平 町 4 - 1 6 - 5 ( 住 商 ピ ル )

ｾ ＱＡ＠ ｾ苫 Ｈ Ｙ ＴＱ Ｉ 2  5  7  7  ( "  

東 京 都 中 央 区 八 m 洲 5 ー 7 ( 八 m洲 三 井 ピ ル )

司1 a苫 ( 272) 0  4  0  1  Ｈｾ＠

|凶I 本L ｾｊ＼ ・ Ｙ 斤椛 ｊ

本 社 及 」二地

ー 阪 支 問

名 古 極 支 l，1j

アルミニウム

カ ー テ ンウ オ ー ル ・ サ ッ シ ドア

ステンレス

カーテ ンウオール・ グ リルウ オール

ア ッセ ンプルフロアー

ブロンス

ワ イ ヤ ー モ ー ル ド ・ 天 井 パ ネ ル

軽 量 間 仕 切 そ の 他
台ｦｾｊ＠品1

N. G. C. 武

F斤

F斤

重甚

5民

営

也

( 米 国 パ ブ コ コ ン バ ウ ン ド ア ス ト1

} 販売

米国パイヤライト・コンパウンドアスフアル卜 j

d阜

内外Z 業株式会粍

本 社

工 場

d 傘、

、ヰ7

大阪ガス会社指定

田 中 風 呂 襲 低 成

大阪市浪速区元日T 1丁 目747 (641)5313 ・8128

ロ
回
一

器

内

随
一

守

A
一

件

輔

H
一

川

。一
リ

申
一

γ

国

伴

室 内 装 飾 紙 車、舗 床 材 一 般

東リ拘ーペ吋ト発

井 株 式 会

大阪市東区南久宝寺 町四丁 目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 ( 251) 1  3  5  3  ( 代) - 6 ・9

日際 、壁紙窓掛、椴帳、

も

フE

社

τ t  

ヲ己
東洋リノリユームの

亀

• 
窮乏111イ色拳の

もメント吻71<..

責 任 施 工製 造 発 売 元

ZZ 黒 川 化 学 工 業 所

事/{， _[ 場 神戸市 東遭 I.{ 住，' ;.fl Li(:， n T EL 倒 2723

• • • 
判 L/I ニ ッ ポ ン II}j 水i ' l U

ニ ッ ポ ン II}j ノ'j( ｩｩｾ＠ B  +1 

ニッポン 急 結ｩＧｉ 主ｾ号

ニ ッ ポ ン 耐 来 高11

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 村

ビ ル コ ー ト

• • 

標準包〆ント防水斉11
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網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス ロ : 二[ 域) 長サ9開 山 8"Ym

タ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 波 板 ・平 板

(硝子繊維強化 ポ リエ ステル板) 各種波、寸法( 長尺物有)

製造販売 大日本硝子工業株式会社

大阪支広 大阪市北区玉江田J 2 /  4  (三 菱倉庫ビ j レ) 屯話⑩1389 ・3389 ・3281

本 社 神 奈 川 県 相 模 原 市 小 山 手: 久 保 2 2  4  "ι ⑫3101- 4  

建 築 基準法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 根

| 特 許 内 外 式 .  

電 動 ベ ン チ レ ー タ ー .

屋 上 強 制 換 気 装 置 の パ イ オ ニ ヤ

ご イ言 車 頁 に お こ た え て" き る

行 届 い た 設 計 地 工

内 外 建 材 株 式 会 社

大阪市西区土佐堀船町23 ( 大阪商 工 ビ J レ)T E  L (441) 3983 ・4396

工場 大阪市城東区天王国間T 1 の 14 1 T E L  (962) 1149 

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プ ラ ッ ト ホ ー ム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 品 適

内 外 式 連 続 採 光 換 気 装 置

コンチニアスベンチレーター

筒型名種ベンチレーター

設 計 施 工

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防 水 工 事 尽

ミ ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレ トタ イノレ工事 警

護 耐酸モノレタノレ工事
ー 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酸 Z 業pr {

岩 元 式

大阪市北区浮田町82番地 電話大阪(371 )1333番

スカイライト並努繋ぺシチレーダー

サ ッ シ ュ 、 ド ア 一 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オベレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタ ロ グ 進 呈

岩 元 工 業 株 式 会 社

本社 大阪市東成区東今引田J 4 の40

fE 話 (981) 0  6 1  6  - 0  6  1  8  
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|  輔、乙穂防火シャッター糊施工 : 己叫ん子 1  

議 議 繍 議 議 鱗 醐 融 機 関 議 附幡 宮竺三三主主. . プ: 一一一一一一一一一一

1  ・品 獲 ー: で十十… " Ｇ［ｉ ｾＺＺｩＭＩ しい ｻ 特殊チタメート腿 Ｉ ・蹴メッキ樹脂 塗 料焼付仕上 |  

102 

mスプリングシャッター融緩スブリンクシャ ッタ ー 軒 蝋 電 動 式 シ ャ ッタI I LJ 糊 自 動 シ ヤ y ター I  

興主

建築業者登録番号 ( ヌ) 第 5 8 0 7号 甲種・ 乙積防火戸

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社・工場 大阪市西淀川区佃町4 丁目 3 3番地 電話 (代表) 4 7 1 - 8 3 3 1  

忠 岡 工 場 大 阪 府 泉 北 郡 忠 岡 町 字 北 出 電 話 泉 大 津 ( 2 ) 5 9 4 1

大阪営業所(352 )-4511 l1!京 (771 )- 1117 ・名古屋(331 )- 6171 京都(35)-6591 ・神戸(22)ー1489 制問 (29)- 4103 ・滋賀( 大津 )( 2 )-84ω 其町他全国主要都市

ス チ ー ル

ヲア J レミ

ス テ ン レ ス

三 高 式 オ ベ レ ー タ ー

サ ッ シ ー ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

ド プ ー ハ ン ガ ー

警 護 三 高 製 作 所

本 社 仁 場 尼ケ崎市 ｾｉＧ 由時五反 Ｑ Ｑｉ ＲＸＰ '，'(I ，l古 大 阪 ( 401) 6158 ・6159

9463 ・7939 ( 49 1)  3200 



内 装

建 キオ

資 材

専 門 庖

の

本 社 有11) I 市 'Io 川区北長狭通 4 - 1  ( 英手11 ビル)

l立i唾1立話 *11戸 ( 33) 0881- 3  

支 庖 大阪市北| 又w笠間T50( 堂ビ、 J レ5 階 502号室)

直通11EjR 大阪 ( 312) 2031- 4  

倉 庫 神戸市立合区八幡通 1 - 5  (γ 山古⑫2923)

室 谷 商 事 株 式 会 社

か国で好評の・-

r  新 興 の 繊 維 壁 .

〈新発売〉

龍 鳳 ・ 桃 山 壁 ・ 昭 和 壁

• 
-

- 清 流

・ 大 和 壁

・ 新 興 壁

・ ほ た る

・ 錦 上 壁

ノ

和室 ・洋 室に ピ ・ソタ リの 美 し い調 和です，/

- 錦 上 壁 K

・ 日 本 壁

・ 新 日 本 壁

・ 蛍 光 壁

・ い す ぎ か べ

- パ ビ ロ ン 壁

・ カ セ 口 ン ウ オ ー ル

・ チ エ リ ー ウ オ ー ル

・ ス ー パ ー ウ オ ー ル

- 防錨剤ヱパコン ・耐湿剤オートン ・化学糊スーパーシンケン糊

( 全固有名主. l ! M底 に あり ます )

⑧ 株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

103 
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陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

拘d ←踊111，帯

コーパータイト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾粧

東京都中央区銀座西 8 の 3 電話 ( 571) 2703- 4 ・2370 ・4064 ・0264

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 ( 811 ) 3 6 6 0

新 し い 時 代 の

燃 え な い 建 築 資 材

{ カタログ滋豆

， 

• 
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岩 佐 の サ ‘ リシ
• ｾｪ ヲ

ア ル ミ

ステシι ス

スチール

ス チ ー ル 工場

眉 佳

カーテシウォ -Jι 

スパ シ ド レル

尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 拾 五 電 話 代表 (401 )6751 

サ ッ L 株 式 会 社

ア ル ミ 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東二 丁 目 三 一 電 話 代 表 (471 )5123

詰 佳P ル ミ サ ッ L ' 株 式 会 社
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モダンな

都市美を

創る… .

ア /レ

ステンレス } サ ッシ

1/ ドア

ス チ ー ル j

住 宅用 アル ミサ ッシ

エ リー ト

ダ イ ケ ン の

アルミレディ ーメー ド

サ ッシ/ ドア

動ー軍事シ令指ｾＮ
惨米 国 バ レ ー メ タ ル社 と技術 提 傍 4

q ィヶシザ: ァシ獄式会祉

本 社 エ 喝

営 集 部

鳳 ヱ 喝

東 京 営 集 所

名 古 屋 営 難 所

福 岡 営 蟻 所

金 沢 営 鍵 所

長 野 代 理 広

堺 市 紙 屋 町 1 - 6  T E L 側 1 1  4  1  

大 阪 市 西区 靭 本 町 1- 109( 同士ピル ) ( 532)  1141 

堺 111 平 岡 町 4 8  T  E  L  (7) 1565- 6  

東 京都 千 代田区 平河 町 1- 1 T E L (261)  6 641  

名 古 出 市 東区 東新 町 4 (イ ー スタ ン ピ，レ) 駒田911

福 岡 市舞鶴 2 丁 目 l の 2 4 T E L  0時 5 4  0  6  

金 沢 市 下 新 町 1 3  T  E  L  (11) 3427 - 8  

長 野 市 吉 国 東 町 1 2  5  1  T  E  L  (3) 2  7  2  9  
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年

六
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日

発

例

(

似

月
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五

日

発

行

)

第 6 号

日 本 の 気 候 風 土 を

研究しました

社会
と建築

第 4 7 紛

気 象 庁 の 長 期 予 報 で は 、 こ の 夏 は 酷 暑 ・ ・ ・

「 目 立 エ ア ー コ ン デ ィ シ ョ ナ ー 」 が 実 力 を

発 揮 し ま す 。 目 立 で は 日 本 の 気 象 条 件 を

徹 底 し て 調 査 研 究 し 、 そ の す べ て を 製 品

に 反 映 さ せ ま し た 。

- 主 な 用 途

・ ホ テ ル ・ 銀 行 ・ 劇 場 な ど の 涼 し い サ ー ビ ス に 0

・ 一 般 事 務 所 ・ 病 院 な ど の 能 率 向 上 に 。

・ 自 動 計 算 機 室 ・ 精 密 計 器 室 な ど の 機 器 保 全 に 0

・ 製 薬 ・ 製 菓 ・ 製 紙 な ど の 生 産 性 と 品 質 管 理 に 。

電 話 ・ 大 阪 ( 313) 1401 ( 代 表)

自由I ?- ] シ予祉ショすー

重注
大 阪 市 北 区 ( 全 日 空 ビ ル 内 )

自 主 製f定期
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で

ウ

の

ロ
ク

み 易 く 仮 敷 も い ら ぬ ス ピ ー

デ ィ な 施 工 性 」 ど い わ れ ま

す。 P タ イ ル は ど' ん な 場 所

で も 明 る L 、 環 境 を つ く る 床

材 〔 製 法 特 許 品 〕 で す !マ

多 量 し に 、 ! は が れ な し 、 ! イ 纂 が

つ き に く し 、一 一 一 P タ イ ル に

関 し て の 一 致 し た 意 見 で す

玄 人 筋 か ら は 『 柔 軟 性 で 木

や コ ン ク リ ー ト の 床 に も 劉 1 ¥

8 吻n8 巧ら x 3 0 4 .  

ず

ル

!

ま

イ

床

タ

の

P

 

. 3 0 4 .  

。りじP多ｾ，む
客

T E  し ( 866)  イモ6101

T  E  L  ( 441 )  1"モ5951

T E L ( 571 )  6 3 6 1  

T E し ( 21 ) 2  2  8  1  

T  E  L  ( 28)  2  8  0  7  

東 京 / 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 ー 1 1  

大 阪 / 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ノ 7 4  

名 古 屋 / 名 古屋 市 西 区 桜 木 町 3 丁 目 8 番 地

広 島 / 広 島 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号

博 多 / 福 岡 市 冷 泉 町 5 番 7 号

田島応用化工K K *

電 話 大 阪 ( 231 ) 9648 ・9649 ・9640

銀 管 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

ご 入 会 の お 申 込 は ・ ・・

「建 築 と 社 会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 


